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プロローグ







　食欲の秋。

　読書の秋。

　スポーツの秋。

　秋といえばいろんなものが連想される。

　多くのイメージを持つ秋だが、それに比例してイベントもまた多い。

　俺おれの通う三橋高校でも、今まさに文化祭の準備で大わらわだった。

「おーい問題児。次は風紀委員のところへ行って、当日の校内巡じゆん回かいのスケジュールを確かく認にんしてきてくれ」

「はーい！」

　俺は桃もも音ね会長に言われるがまま、戻もどってきたばかりの生徒会室から再び廊ろう下かに飛び出した。

　なぜ俺が桃音会長――というか生徒会の手伝いをさせられているかというと、以前彼かの女じよに借りを作ったせいだ。

　この前常盤ときわ先せん輩ぱいのお見み舞まいを代行したことで借りは返したと思っていたが、よく考えると彼女には複数の借りがあった。今回はその内のひとつを返すために、こうして手伝いに駆り出されているというわけだ。

「……にしても忙いそがしすぎるだろ」

「そうですね～」

　廊下を早足で歩きながら愚ぐ痴ちる俺に、宙で寝ね転ころんだままついてくるアールがのんびりと返してくる。

　こいつはいつもお気楽でいいよな。

「けどまぁ、確かにみなさんお忙しそうですね。文化祭の準備というのは、こんなに大変なものなんですか？」

　廊下にごった返す机や椅い子す、作りかけの看板やペンキ、壁かべに立てかけられた資材、その隙すき間まを縫ぬってせわしなく動き回る生徒たち。

　そういった喧けん噪そうをチラ見しながらアールが尋たずねてくる。

「あー、まぁ今年は響ひびきの通ってる十文字高校と合同で企き画かくを動かすらしいから、今年の文化祭実行委員とか警備担当の風紀委員とかはかなり大変らしい」

　無論、それらを総そう括かつする生徒会も大忙しなわけだが。

　もっとも桃音会長は前々から文化祭を盛り上げたいと言っていたから、ここのところ活いき活きしていてかなり楽しそうだ。

「……」

　俺も高校の文化祭ははじめてだが、全体的にすごく活気があってみんな精力的に動き回っている。

　これも桃音会長の努力の賜たま物ものだろうか？

「っと、のんびりしてたらその桃音会長にどやされるな」

　いつの間にか立ち止まってしまっていた俺は、慌あわてて廊下を急いだ。

　そんな、せわしなくも楽しい文化祭に……なるはずだったのだが。

　まさかまたあんなに大変なトラブルに巻き込まれるとは、この時の俺には思いも寄らなかったのだった。







第一話　ＲＲＰＧ―リアルロールプレイングゲーム―







　もう間もなく始まる文化祭。

　ウチの高校の場合、出し物はクラスだけでなく、申しん請せいを出した部活動もやっていいことになっている。

　そういうわけで俺は今、軽文部の部室で部長の常盤ときわ先輩と出し物を考えていた。

『休きゆう憩けい所しよとかどうかな？』

　常盤先輩がパソコンに打ち込んだ文字列を見て、俺はう～んとうなる。

「休憩所にするには部室が狭せまくないですか？　それにここ地味に熱気がこもるし、休憩するには向いてないんじゃ？」

『おのれ地球温暖化』

「そもそも旧校舎に人来るんですかね？」

『烈れつ火か君の呼び込みに期待大』

「いや、大とか言われても……」

　俺はがっくしと肩かたを下げる。

　こんな感じで軽文部の出し物会議は遅ち々ちとして進まなかった。

「というか、ほら、文芸部っぽく部誌とか作るのはどうですか？　常盤先輩の個人誌みたいになっちゃいますけど」

『ワタシは書いたもの全部新人賞に投とう稿こうするから……』

「あー……じゃあ、これも没ぼつですかね」

　もうかれこれ一時間くらい話し合っているが、いい案は思おもい浮うかばない。

　出し物をやるには文化祭実行委員への申請が必要なのだが、その期日は今日の最終下校時刻までだ。

　これは時間までに決まらないかもしれない……

　そもそも部員ふたりで何ができるか？　という根本的な問題があるような気もするが。

「……」

　俺が困り果てていると、常盤先輩がパイプ椅子の背もたれに体を預け、天てん井じようを見上げるように俺と目を合わせた。

　部室にいる時は常盤先輩がテキストエディタに打った文字を読んで会話するので、必然的に俺は彼女の後ろに立つことになる。

　なので彼女が体を後ろに傾かたむけると、必然的に頭が俺の胸と腹の中間くらいにぽすんっと当たることになるのだが……唐とう突とつに彼女は俺の首に腕うでを絡からめ、ぐいっと引っ張ってきた。

「うわっわっ！」

　鼻先数ミリというところに常盤先輩の谷間が近づき、鼻び腔こうをつく女性の香かおりに頭が軽く沸ふつ騰とうしそうになる。

「決まらないし、当日は部室で烈火クンとだらだらしよっかな～？」

　常盤先輩が耳元で囁ささやく。彼女は小声なのでこうしないと聞こえないのだ。

　だから部室では筆談みたいな会話をしているのだけれど……たまに約束を破って彼女はこんな風に抱だきついてくる。

　恥はずかしいのでやめて欲ほしいのだが、いまいち強く言えないのは男の性さがか……。

　その時、コンコン。

「おい、入るぞ……何してるんだお前ら」

「のわあああ！」

　いきなり部室に入ってきた桃もも音ね会長に怪け訝げんな顔をされ、俺は全力で常盤先輩を引ひき剥はがしてあとずさった。

「急に入ってこないでください！」

「ノックしたぞ」

「ノータイムで入ってきたでしょうが！」

　反論するものの、今回はこちらに弱みがあるのであまり効果がない。

「……それで、何の用ですか？」

「ふむ、まぁお前ならいいか」

　何やら意味深なことを言って、桃音会長はケースに入った一枚のＣＤ‐ＲＯＭを取り出した。

　特にパッケージも印刷されていない。

　一見何の変へん哲てつもないディスクに見えるけど……？

「何ですか？　それ」

「ウチの神社に持ち込まれたものでな、なんでも呪のろわれたゲームが入っているらしい」

「！」

　呪われたゲームというフレーズを聞いて、常盤先輩がビコンッと反応する。

「……」

「ああ、これをお前のところのパソコンでやらせて欲しいんだ。オレも爺じいさんもパソコンなんて持ってないし、生徒会室のは今副会長が資料作りに使っててな」

　普ふ段だんは眠ねむたげな目をキラキラさせている常盤先輩に、桃音会長は軽くため息をつきながら説明する。ふたりは幼おさな馴な染じみで、会長は彼女に耳元で喋しやべってもらわなくてもちゃんと声が聞こえるらしい。

　ともあれ。

「とりあえず用事は分かりましたけど、危なくないんですか？」

「危険かもしれないから、オレのところにお祓はらいの依い頼らいが来たんだよ」

「……左様で」

　呆あきれた声で返され、俺はため息をつく。

　まぁ、言われてみればその通りだ。

「じゃあ緑みど里り、頼たのむ」

　桃音会長はＣＤ‐ＲＯＭを常盤先輩に渡わたす。

　本当にここでやるつもりのようだ。

「……ヤバかったらすぐやめてくださいよ？」

　俺は桃音会長に釘くぎを刺さす。

　それに対して彼女は笑い飛ばして。

「何だ？　オレの心配をしているのか？」

「ええ、まぁ」

「わはは、かわいい奴やつめ」

　そう言うと桃音会長はトンッと俺の胸を叩たたく。

「オレに何かあった時はお前が何とかしろ。得意だろ、そういうの」

「えっ？　そこは桃音会長のお爺さんとかに連れん絡らくした方がいいんじゃ？」

　彼女の祖父は〝鬼おに斬ぎり〟と呼ばれるその道の専門家らしい。

　俺なんかよりよっぽどこういうことには長たけているだろう……と思ったのだが、

「今回ばかりはウチの爺さんもアテにならん。機械音おん痴ちでな。電子レンジですら五秒で壊こわす」

　とのことだった。

「それは……パソコンなんか触さわらせられないですね」

「そういうことだ。もしオレがピンチに陥おちいって、お前が助けに来てくれたら、今までの貸しは全部チャラにしてやるよ」

　そんなことより桃音会長が危ない目に遭あわない方がいいのだが……この剛ごう毅きな生徒会長は言っても聞いてくれそうにない。

　それにしても危ないと分かっているものにあえて手を出せるのは、我わが校こうの独眼生徒会長様の肝きもが据すわっているからだろうか。

「……」

「ん。準備できたか」

　常盤先輩は今にもゲームをスタートさせそうなくらい目をときめかせ、無言で――少なくとも俺には聞き取れない音量で――桃音会長を急せかした。

「じゃあ、何かあった時は頼んだぞ」

　そう言ったあと桃音会長は常盤先輩のいるパソコンの傍へ近づく。

「緑里、はじめてくれ」

「……」

　カチッ、と常盤先輩がマウスをクリックした音がした。

　そして。

　ギュルンッ

　そんな音と一いつ緒しよに強きよう烈れつな光がディスプレイから発せられたかと思うと、

「むッ!?」

「……!?」

　まるで光に呑のみ込こまれるように、桃音会長と常盤先輩はパソコンの中へと吸い込まれた。

「……え？」

　突とつ然ぜんのことに俺はしばし呆ぼう然ぜんとする。

　十秒ほど固まったあと、俺は慌ててパソコンへと近づいた。

　当然だが、何もない椅子を触ってみても、そこに常盤先輩はいない。ただ彼女の体温がほのかに残っているだけだ。

　もちろん、その隣となりにいたはずの桃音会長の姿もなかった。

「……」

　俺の目は自然とディスプレイへと引き寄せられる。

　そこにはひとつのウインドウが開いていて、ドットで打ったような字でこう書かれていた。

『ドラゴンインストール―竜魔王物語―』

　ロゴのデザインからして、どうやらファンタジーもののＲＰＧのようだ。

　これが件くだんの呪われたゲームとやらだろう。

　このゲームを起動した瞬しゆん間かん、桃音会長と常盤先輩は消えた……ということは。

「何かあったらって……フラグ回収早すぎでしょ」

　俺は一度息を吐はくと、いったん部室を出た。

「借りは今日で返済させてもらいますよ、会長」




　　　　　▽




　そうして俺はまだ帰っていなかった皐さ月つき・イリス・ロザリンドの三人を連れて、再び軽文部の部室へ戻ってきた。

「つまり、あの眼帯女と桃女がそのゲームの中に吸い込まれたというわけじゃな？」

　話を聞いたロザリンドはふぅとため息をつく。

　ちなみに眼帯女が桃音会長で桃女が常盤先輩のことだ。常盤先輩がなぜ〝桃〟なのかについては、彼女のスタイルから類推してくれ。

「今度はゲームの世界というわけね。いい加減ネタが尽つきてもいいと思うんだけど」

　皐月もやはりため息。

　俺もそろそろネタが尽きると思っているのだが、意外とまだ行ってない世界の方が多そうだ。世界は広い。嬉うれしくはないけど。

「ゲームの中に入れるなんて素す敵てき！　地球のゲームはどれもおもしろいのに、フルダイブ体感型のゲームがなくて物足りなかったのよねー」

　イリスだけは笑え顔がおでウキウキしている。

　最近地球のゲームにハマっているらしい宇宙のお嬢じよう様さまは、いつも明るくて楽しそうだ。彼女がいてくれると俺もいくらか心が軽くなる。

「まぁよい、さっさと中に入ってとっとと奴らを連れ帰ってくるとしよう」

「そうね。森しん羅らの大だい魔ま法ほうで調べた限りだと、ゲームの中に入ったら完全にゲーム世界のキャラクターになってしまうみたいだわ」

『ドラゴンインストール』は見たまんまのファンタジーＲＰＧだ。

　となれば当然、モンスターと戦ったりもするのだろう。

「急ごう」

　桃音会長と常盤先輩が心配で、俺は率そつ先せんしてパソコンのディスプレイへと手を伸のばした。

　すると、手がズブリと画面の中へと入っていく。

　これでゲームの中に入れるらしい。

「待って、烈火。みんなで手をつないで行きましょう。はぐれたら大変だわ」

「ああ、そうだな」

　そのまま中に入りかけたのを一時中断し、俺はもう片方の手を彼女たちの方へと伸ばす。

　適当に誰だれか掴つかんでくれ……と思い、しばらく待ったのだが、

「アタシ！　アタシが烈火と手をつなぐの！」

「何を勝手なことを！　ワシに決まっておろう！」

「提案者の私に権利があります！」

　皐月たちは三人でギャーギャーと口論ばかりして、いっこうに手をつないでくれなかった……。

「頼むから早くしてくれ……」

「「「ちょっと静かにして（るのじゃ）！」」」

　最終的にじゃんけんで決める流れとなる。

　なんか三人とも怖こわいくらい自分の拳グーに念を込めてるんだけど……

「「「さいしょは！」」」

　殺気を放つ勢いで三人はじゃんけんを開始する。

　その光景には、これからひとつの問題に対し一いつ致ち団結して取り組むような、チームワークの欠かけ片らも見当たらなかった。

「「「あいこでしょっ！」」」

「「「あいこでしょっ！」」」

「「「あいこでしょっ！」」」

「……あー、三人だと終わらなさそうだから、俺に勝った順でいいよな？」

　このままではいつまで経たっても出発できそうになかったので、俺は自らそう提案する。

　それで何とかつなぐ順番は決めることができたが、なんとも先行き不安なスタートと言わざるを得なかった。




　　　　　▽




　ゲームの中に入るのは簡単だった。

　ただディスプレイに腕を半分ほども突っ込めば、あとは勝手に体が吸い込まれたのだ。

　気がついた時にはもう目の前の景色が変わっていた。

「森の中か？」

　一いつ瞬しゆん前まで部室にいたのにいきなりアウトドアとは。

　いや、ゲームの中だからインドアなのか？

　まぁどうでもいいか。

「確かに森の中みたいだけど、やっぱり現実の木とか地面とは少し違ちがうみたいね」

「言われてみれば、微び妙みようにドットっぽいな」

　最近はＣＧが凄すごいから、ドット打ちのゲームなんてあまり見ないけど。俺も小学生の頃ころにやったことがあるくらいだ。

　それはまぁ置いといて。

「よし、じゃあ桃音会長と常盤先輩を捜さがすか」

　ここへ来た本来の目的を果たすため、俺は三人を促うながす。

「そうね。急がないと」

「ねぇ、ここってやっぱりモンスターとか出るのかなぁ？　スライムとか」

「フンッ、何が出てくるかは知らんが、ワシひとりで蹴け散ちらしてくれる」

　といった感じで、俺たちは歩き出した。

　ドット風味の森の中をドンドン進む。

「……なんか歩きやすいな？」

「森の中なのにね」

　別に悪いことではないのだが、俺と皐月は小首を傾かしげる。

　この前バーベキューをしに行って、薪まきを拾いに森に入った時などは結構歩きづらかった覚えがあるのだが、ここは妙みように歩きやすかった。

「ああ、地面がやたらと平らなのか」

　それに藪やぶが無節操に生えてないし、整備されてるわけじゃないのに道があるというか。

「こういうところってホントにゲームっぽいわねー」

　同じく森を歩いているイリスがそんなことを言う。

「ゲームっぽいか？」

「ほら、ゲームって普ふ通つうの道も森の中も歩く速度変わらないじゃない。進めない道はハッキリ決まってるけど、進める道は問題なく進めるっていうか」

「なるほど。そういやそうだな」

　確かにゲームの中だと進めない道にはあからさまに障害物が置いてあるが、逆に進める場所は何不自由なく進める。言われてみればゲーム的だ。

「あれ？　ゲームって言えば」

　さっきからだいぶ歩いてる。

　ＲＰＧでフィールドを移動している時、起こる現象といえば――

「プルリン」

　――モンスターとのエンカウントだよな。

　現れたのは半はん透とう明めいのまんじゅうのようなモンスター。

　有あり体ていに言えばスライムだった。

「うおっ！」

　周りの森に比べて、スライムの造形はかなり肉感的だった。

　肉というか、ゲルだけど。

「うわっ、ゲームに比べてなんかキモい」

　イリスがべーっと舌を出す。

　いや、これもゲームだけどな。

　彼女は触りたくないという風に両りよう腕うででバッテンを作る。

「なんじゃだらしない。これくらい、ワシが片付けてやる」

　イリスに代わり、ロザリンドが前へ出てスライムに飛びかかっていく。

　スライムといえば某ぼう有ゆう名めいＲＰＧゲームでも序じよ盤ばんに出てくる雑ざ魚こ敵。

　吸きゆう血けつ鬼きのロザリンドなら倒たおすのは容た易やすいかに思われた。

　が。

　ぺちっ

「……は？」

　攻こう撃げきを仕し掛かけた側のロザリンドが呆然とした声を漏もらす。

　彼女の放ったパンチは……妙に弱々しい音を立て、スライムの表面で止まってしまった。
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　まるで赤あかん坊ぼうが自分のお尻しりを叩いたみたいな音だった。

「え？　何じゃ」

　ロザリンドが戸と惑まどっていると、そこへスライムが襲おそいかかる。

　スライムはゲル状の触しよく手しゆを伸ばして彼女の脚あしを搦め捕り、そして。

「ぬわーっ！　ふ、服が溶とける！」

「ロロロザリンド!?」

　悲鳴を上げるロザリンド。

　その言葉通り、彼女の穿はいているニーソックスが徐じよ々じよに溶け始めていた。

　露あらわになる素す足あし。いや、夏服の間は彼女もソックスを穿いていたので、見慣れていないわけではないのだが、「服が溶けている」というワードが妙にエロティックで直視していいのか若じやつ干かん迷う。

　また、その一方で。

「えっ!?　魔法が使えない!?」

「何これー、全然効いてない！」

　皐月とイリスも謎なぞの苦戦を強しいられていた。

　いったい何がどうなってるんだ？

　皐月の魔法が発動しないのは、百歩譲ゆずってゲームの中だからということで納なつ得とくしよう。

　だが、イリスやロザリンドのように直接殴なぐったり蹴けったりしてる攻撃が、まるでスライムにダメージを与あたえられないのはなぜだ？

「きゃっ！　ちょっ、アタシの服まで～」

「イリス！」

　慌てて俺も加勢してみるが、やはりまったく効いていない。

　四人がかりでスライム一匹ぴき倒たおせない。

　本当に、どうなってるんだ!?

「あらあら、魔ま王おうもドラゴンも倒したことのある烈火さん一行が、まさかのスライム相手に全ぜん滅めつですか？」

　今回ばかりはアールの軽口も冗じよう談だんにならないかも!?

　と、その時だった。

「どいてな」

　声。それに続けてハンマー。

　ドカンッ!!

　突然、振ふり下おろされた鉄てつ槌ついによって、スライムは一いち撃げきでぺしゃんこになった。

　イリスとロザリンドを襲っていた触手も力なく垂れ下がる。

　よく分からないが危機は去ったようだ。

　で、危ないところを救ってくれたのは――

「いやー、大だい丈じよう夫ぶだったかい？」

　――身みの丈たけほどもあるハンマーを担かつぎ、鎧よろいを着た、いかにも戦士といったジョブが似合いそうな少女だった。
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　戦士の少女はヨルンと名乗った。

「何にも装備しないで外に出るのは危ないよー。あたしが村まで案内してあげよっか」

　そうして俺たちは親切な彼女の案内で、近くのキナワ村まで連れてきてもらった。

「ここはねー、最果ての村って言われてるんだ」

「すごくゲーム開始の村って感じだな」

「？　まぁ、小さいけどいい村だよ」

　ヨルンは一瞬不思議そうな顔をしたが、またすぐ笑顔に戻った。

「いやー、それにしても今日は珍めずらしい日だねー。一日にこんなにたくさん外からのお客さんが来るんだもの」

「たくさん？　俺たち以外にも誰か来たのか？」

「うん。ふたり、ね。女の子だったよ」

「！」

　ふたりの女の子ってもしかして……！

「そのふたりはどこに？」

「宿に連れてったよ」

　速そつ攻こうで「宿どこ!?」と尋ね、またヨルンに案内を頼む。

　で。

「おおー問題児。早かったな」

　結構あっさりと桃音会長を発見した。

　もちろん彼女が泊とまっている部屋のベッドに、常盤先輩も腰こしかけている。

「……」

　常盤先輩はふと立ち上がって。

　とてとてとて、がばっ！

「おわあああ！」

「「「ぎゃあああああ！」」」

「烈火クン、元気してた？」

　俺と皐月たちの悲鳴が重なり、その中で常盤先輩だけが平然とこちらに抱きついたまま、そんな他た愛あいないことを訊きいてきた。
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　同じ宿に泊まっているから困ったことがあれば訪ねてきて、と言い残してヨルンはどこかへ行ってしまった。

　彼女を見送った俺たちはそのまま桃音会長たちが借りた宿の一室に集まり、ひとまず互たがいの無事を喜ぶ。

「桃音会長たちは宿のお金とかってどうしたんですか？」

「なんか最初から持ってたぞ。ほれ」

　そう言うと桃音会長は小さな袋ふくろを放ってくる。

　中身を見ると、コインが数枚入っていた。見たことのない貨か幣へいだ。

「緑里も同じ袋を持ってた。お前たちも持ってるんじゃないか？」

「え？」

　言われて、探してみるとポケットの中にいつの間にか同じ袋とコインが入っていた。

「こんなの持ってきてないのに……」

　不思議がる俺たちの中で、ふとイリスが「はいっ！」と手を挙げる。

「あれじゃない？　こういうゲームって初期アイテムというか、始めた時から持っているアイテムがあるでしょ。このお金もその一部だと思うの」

「つまり、ゲームとしてのこの世界のルールってことか？」

　まぁ確かにあり得ない話ではない。

　ここはゲームの中なのだから。

　あ、ゲームといえば。

「そういえば桃音会長たちは森でモンスターに襲われなかったんですか？」

　俺たちは四人がかりでスライム一匹ぴきに苦戦し、ヨルンが現れなければ危なかった。

　常盤先輩は戦力外だし、桃音会長ひとりでどうやって切きり抜ぬけたのか？

「ん？　襲われたが、逃にげた」

「え？　逃げたんですか？」

「そりゃ逃げるだろ。戦う意味も理由もたいしてないのに。何で倒す必要がある？」

「えーと……」

　そう言われると確かに反論が思いつかない。

　俺以外のみんなも桃音会長の視線から目を泳がせた。

「むむぅ……」

　特にスライムに最初に攻撃を仕掛けたロザリンドは、気まずそうな顔をしている。

　たぶん俺たちの方は戦力が揃そろいすぎていて油断があったのだろう。反省。

「まぁいい。無事だったなら儲もうけものだ。それより実際に戦ってみたなら、あのモンスターの情報も多少は持ち帰れたんだろう？」

「あっ、はい」

「じゃあ話せ。右も左も分からないオレたちにとっては有益な情報だ」

「烈火さんが主導権を取れないヒロインさんって珍しいですね～」

　アールうっさい。

　俺は桃音会長に言われた通り、スライムと戦った時のことを話した。

　とはいえ、イリスが宇宙人だったりロザリンドが吸血鬼だったりすることは秘密なので、俺がひとりで戦ったことにしたが。

「……って感じで、こっちの攻撃は全然効かなかったんです」

　俺おれが話を終えると、桃音会長はひと言。

「それは問題児が非力すぎたとかいうオチじゃないだろうな？」

「えーと……それはないです、いや、ホントに」

　俺がやったとウソをついたので説得力に欠けるが、実際に攻撃したのはイリスにロザリンドだ。彼かの女じよたちで力不足ということはないだろう。

「……」

「ん？　何だ緑里……それもゲームのお約束が絡んでるかもだって？」

「ゲームのお約束？」

　常盤先輩の声は小さくて聞こえなかったが、桃音会長が代わりに通訳してくれるので助かる。これなら抱きつかれないし。

　まぁ、それは置いておくとして。

「……ん？　お約束？」

　そこでふと俺はヨルンに言われたことを思い出す。

「何も装備しないで外に出るのは危ない……もしかして」

「どうした問題児？」

「いや、ここがゲームのルールで動いてる世界だとすると、いわゆる『武器や防具は装備しないと意味ありませんよ』ってのが適用されるのかもしれません」

「……まんまだな」

　ＲＰＧゲームの鉄板ルールを聞いた桃音会長はやや呆あきれ顔がおだ。

「えー、でも格かく闘とう家かってジョブもあるじゃない。あれって素す手でじゃないの？」

「このゲームに格闘家がないのかもしれないし、それに格闘家だってナックル装備とかつける場合もあるだろ？」

　イリスの疑ぎ問もん符ふに俺は推測で答える。

「なーんだ、それならアタシのレーザー銃じゆうを使えばよかったのね」

　イリスは俺の言葉を「道具アイテムを使えば倒せた」と解かい釈しやくしたらしい。

　と、そこで彼女は急に自分の体をまさぐり始めて……

「……ないっ！」

「ないって何が？」

「レーザー銃が！　ていうか、ポーチもない！」

「ええええ!?」

　イリスのいくらでもものが入るポーチには、いろいろと便利なアイテムが入っていた。それがなくなったとなると大変だ。

「どこかに落としてきたのか？」

「分からない……っていうか、落としたら気づくと思うんだけど、そもそもゲームの中に入った時にはすでになかったような……」

　困り顔でイリスは答える。

「仕方ないわね。私が探してみるわ」

　皐月はそう言って少し部屋を出て行った。

　人目につかないところで森羅の大魔法を使い、ポーチの所在を調べるつもりなのだろう。

「何だ？　大おお友ともは何しに行ったんだ？」

　皐月が魔ま法ほう使つかいであることを知らない桃音会長が首を傾げる。

「さ、皐月は失うせ物もの探しが得意なんですよ。その内戻もどってくると思います」

「ほう」

　とりあえず適当に誤ご魔ま化かし、十分後。

　戻ってきた皐月は、さっきのイリスよりもさらに困った顔をしていた。

「烈火。ちょっと来て」

「ん？」

　彼女に呼ばれ、俺はいったん部屋を出る。

　それからふたりで廊ろう下かの隅すみへ移動した。

「どうしたんだ？」

「……使えない」

「え？」

「森羅の大魔法が使えないの」
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　俺は先せん輩ぱいたちに断って、一度四人だけで人目のつかないところに移動したあと、各おの々おのの状じよう況きようを確かめた。

　その結果分かったのは……。

「皐月は森羅の大魔法以外にも、魔法全ぜん般ぱんが使えない……イリスは持ってきた宇宙道具が全部ない……ロザリンドは吸血鬼の能力がどれも使用不可、か」

「いったいどうなっておるのじゃ？」

　イラ立たしげなロザリンドは腕うで組ぐみをしてトントンとつま先で床ゆかを蹴っている。

「……これもゲームのルールなのかもしれない」

「どういうこと？　烈火」

「ゲームを始めた時に、最初から最強装備とか特とく殊しゆ能力を持ってたら、ゲームバランスが破は綻たんするだろ？　だから初期装備以外のアイテムは全部なくなってるし、魔法や能力は使えなくなってる、あるいは最初からなかったことになってるんだと思う」

　その後、念のため桃音会長にも確かく認にんしたが、彼女の〝霊れい視し〟も使えなくなっているようだった。もっともゲームの中ではあまり関係なさそうだったが。

「さて、どうするか……」

「どうしましょうか……」

　俺たちは部屋に戻って、またみんなで揃って頭を悩なやませる。

　桃音会長たちが事前にヨルンに聞いた話では、やはりこの世界では魔王が世界を侵しん略りやくしようとしているらしい。順当に行けば、それを倒すのがこのゲームの主目的だろう。

　ではゲームの外に出るにはどうしたらいいのか？

「……やっぱり魔王を倒すしかないのか？」

　自分で呟つぶやいて、自分で絶望的な気分になった。

　魔王なら何度か倒したこともあるが、あれは全部ヒロインのみんなの力あってこそだ。

　今回はそれがまったく使えない。

　仮にハリッサやつみきが、俺たちがいなくなったことに気づき、運よく軽文部の部室で起動しっぱなしのゲームを見つけてくれたとする。

　しかし、それで彼女たちが救きゆう援えんに来てくれたとしてもあまり意味がない。なぜなら彼女たちも俺たちと同じくあらゆる能力が封ふうじられ、持ち込んだアイテムも消えてしまうのだから。むしろ彼女たちを危険な目に遭わせてしまうことを考えれば、気づいてくれない方がいい。

　と、そこで桃音会長がポンッと膝ひざを叩き、気持ちを切り替えるように大きく息を吐いた。

「まぁ、あまり考え込んでも仕方がない。今日はもう寝ねるとしよう」

「……そうですね。それがいいかもしれません」

　このままでは暗い方に暗い方に気持ちが向いてしまう。

　彼女の言う通り一度寝ねて気持ちをリセットした方がよさそうだ。

「えっと、それじゃあ俺は別の部屋に」

「何を言ってる？　問題児もここで寝ろ」

「はい？」

「オレたちの所持金を考えろ。ここにどれだけいればいいのか分からない上に、お前の言う通りなら戦うための装備とやらも買う必要がある。可能な限り出費は避さけるべきだ。幸いデカいベッドが三つもある。ふたりずつ寝ればいいだろう」

　確かに俺たちは合計で六人。その計算で合っている。

「いや、でも」

「安心しろ。副委員長や風紀委と違って、オレは学生の色いろ恋こいに寛かん容ようだ。両者の同意があるなら好きにしろ」

　何でこの人はいつも頼たよりになるのに、肝かん心じんなところで妙なことを言い出すんだ!?

　確かに彼女の言い分も分かる。この状況下では、可能な限り出費は抑おさえるべきだ。

　だが……

「私が烈火と寝ます！」

「アタシよ！」

「ワシじゃ！」

　この状況どうしよう……

　皐月とイリスとロザリンドがベッドの上で激しくやり合っている。

「ええぃ！　ワシの言うことを聞け！」

　ロザリンドが『魅了チヤーム』でふたりを従わせようとするが、

「ぬがー！　今は力が使えないんじゃった！」

　と頭を抱かかえる。

　その顔面にぼふっとイリスの投げた枕まくらが当たった。

「単純なパワー勝負ならアタシが有利ね！」

　イリスが勝かち誇ほこるが、その顔にも枕がぼふっ！

「この世界でなら私にも勝ち目はあります！」

　投げたのは皐月だった。

「もー！　やったわね皐月！」

「お主ぬしもじゃろうが！　もう許さん！」

「負けません！」

　またも三人入り乱れての乱戦となる。

　どうやら腕わん力りよくやその辺のステータスも、ゲームのお約束に従って初期レベルに下がっているようで、今の三人はいろんな面で互ご角かくらしい。

　しかしかろうじて枕がダメージを与えているということは、もしかして味方への攻撃も可能な世界ゲームなのかこれ？　妙なトラブルが起きないといいが……

「「「うりゃああああ！」」」

　それよりも今は目の前の姦かしましい争いをどうにかしないと、か。

　俺は桃音会長のお叱しかりが下る前に、ため息をつきながら三人の仲ちゆう裁さいへ入った。
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　まぁ結局仲裁は失敗に終わり、やがて皐月たちは共とも倒だおれして三人同じベッドで仲よく寝ね息いきを立てていた。

　桃音会長は常盤先せん輩ぱいと一緒のベッドを使い、少々気は引けるが俺はひとりでひとつのベッドを使わせてもらうことになった。

「ヘタレ癖ぐせは相変わらずですね～」

「うっさい。寝かせろ」

　ポータブルテレビもＤＶＤプレイヤーもないため暇ひまなのか、アールがさっきからあれこれ話しかけてきている。

　彼女ひとり寂さびしい思いをさせるのもあれなので、俺も本気で眠ねむくなるまではと思って話し相手になっていた。もちろん、隣の彼女たちに聞こえないように小声でだが。

「ていうか過去とか異世界はともかく、ゲームの中にまでアールってついてこられるんだな」

「本官は高性能ですので」

「はいはい。分かってるよ」

　お決まりの文句に相あい槌づちを打ちつつ、俺はあくびをする。

　さすがに眠くなってきたかもしれない、そろそろ……

「ん？」

　アールの相手はできないかも、と思ったところで人ひと影かげがベッドの脇わきに。

「ぐふっ！」

　その人は俺の腹の上にのしかかるように倒れてくる。

　ていうか、常盤先輩だった。

「と、常盤先輩起きてください！」

「う～ん、トイレ……むにゃむにゃ」

　ダメだ完全に寝ぼけてる。

　ぎゅううううう

「って、抱だきつかないでくださいって！」

　いつものクセなのか知らないが、常盤先輩は俺の耳元に顔を寄せるように人の体をよじのぼってくる。

　その過程で彼女の体が物もの凄すごい密着＆擦すりつけられているわけだが。

「あらあら、緑里さんのぽよんぽよんやぷにぷにが烈火さんの胸むな板いたや脚の間でぐにぐにくにくにと」

　アールの擬ぎ音おんまみれの解説に比ひ較かく的てき近い感じで、俺はこの上ない窮きゆう地ちに追いやられていた。

　こんな美人でスタイルのいい先輩にベッドで抱きつかれたら誰だってピンチになる。

「「「烈火（レッカ）～」」」

　そう、ピンチに……

　大ピンチだ。

「その……話を聞いてくれ」

　ダメ元の司法取引に対する返答は叩たたきつけられた三つの枕だった。

　ここがゲームの世界でよかった……現実世界のステータスでダメージ算出されてたら、そのまま枕の下で永えい眠みんしてたかもしれない。
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　そんなこんなで夜明け。

「……何でひとつのベッドに五人で寝てるんだ、問題児？」

「……何ででしょうね？」

　俺も途と中ちゆうで気を失ったので分からない。

　気がついたら皐月もイリスもロザリンドも、それぞれ俺の体のどこかしらに抱きついて眠っていた。暑い。

　桃音会長は腕組みしてため息をつく。

「寛容とは言ったが、複数プレイとは感心せんな」

「プレイとか言わないでください」

　自分でも反論に力がないなと思いつつ、彼女に協力してもらって皐月たちを順番に体から引ひき剥はがしていく。

　で。

「ゲームのクセに腹は減るんだな」と桃音会長。

「まぁ、満腹ステータスとかあるゲームもありますから」

　そういうわけで俺たちは全員で宿の一階に下りて食事を摂とっていた。

「しかし、食費まで必要となると、どうにかして糊こ口こうをしのがんとな」

　まだ眠そうな常盤先輩の世話をしつつ、桃音会長はそんな話題を切り出す。

　確かにお金を得る手段は確保しておいた方がいいかもしれない。初期配布分のお金などこの調子ではすぐになくなってしまいそうだ。

「おはよ。昨日はよく眠れた？」

　その時、誰だれかに声をかけられる。

　振り返ると、そこには昨日森で助けてくれた女戦士のヨルンが朝食を持って立っていた。

「ああ、えっと睡すい眠みんに関してはまぁまぁかな」

「そう？　ここのベッドはわりとやわらかいと思うけど」

　ヨルンは「ここいい？」と言って、同じテーブルの空いていた椅い子すに腰を下ろす。

　昨日の件からも分かるが、結構気さくな性格のようだ。サクサクとこちらの懐ふところに入ってくる。

「えーと、烈火くんだっけ？　昨日みたいなのは気をつけなねー。村の外は結構危険なんだから、女の子連れて出ちゃダメだよ？」

「今度から気をつけるよ」

「外に行くならせめて武器と防具揃えてからにしなねー」

　ヨルンは食べながらよく喋しやべり、いろんなことを教えてくれた。

　この村の周辺に出るモンスターは比較的弱いが、素手で倒せるようなものではないこと。

　モンスターと戦うのに武器は必ひつ須すであること。

　魔ま法ほうを使うのにも魔導書を買う必要があること。

　キナワ村は小さな村だが、武器屋と防具屋もいちおう揃そろっているということ。

　彼女が教えてくれることはどれも有益で、非常にためになる話ばかりだった。

「お金を得るにはどうしたらいいんだ？」

「うーん、この村は自給自足してる人が多いからなー。何のツテもないなら、モンスター倒して手に入れるか、アイテムをショップで換かん金きんするしかないかなー」

　やはりその辺りもゲームらしい設定のようだ。

　つまり、今すぐゲームの外に出る案が思おもい浮うかばないなら、せめてモンスターを倒しお金を稼かせぐ目め処どは立てておかなければならないのだろう。

「……」

　と、そこで常盤先輩が桃音会長にごにょごにょと何かを言った。

「うむ。確かにそれがよさそうだな」

　桃音会長は頷うなずく。

「ヨルン。実は折り入って頼たのみがある」

「なあに？」

　ヨルンはゴクンと朝食を呑のみ込こみながら、桃音会長の〝頼み〟を聞いた。
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　午後。俺たちは再び昨日の森へとやってきていた。

「出たよ！」

　ヨルンの声で、俺たちは各おの々おの買い揃えた武器を構える。

　木の陰かげから飛び出してきたのは昨日と同じモンスター。スライムだ。

「行っくわよー！」

　最初に飛び出したのはイリス。彼女の拳こぶしには革かわ製せいのナックルがついている。

　基本装備のひとつらしいが、

「ええい！」

　彼女の放ったパンチは昨日とは明らかに違ちがう音を立て、スライムを思いっきりブッ飛ばした。

「よしっ！　今度はちゃんとダメージが入ってる」

　だが油断は禁物。

　ここでは現実世界での腕力は全すべてリセットされる。全員がレベル一である俺たちのステータスは装備分の差異を除けば、みんな同じなのだ。

「皐月！　ロザリンド！　イリスの援えん護ごを！」

「ええ！」

「分かっておる！」

　ふたりに声をかけつつ、俺も走り出す。

　今、俺たちがやっているのは雑ざ魚こモンスター相手の連れん携けいの練習だ。

　昨日、桃音会長がヨルンに頼んだのは武器や防具を選ぶ手伝いと、戦う方法を教えて欲ほしいということ。

　ヨルンはそれを快く引き受けてくれて、少し離はなれた位置から俺たちの戦いぶりを監かん督とくしてくれている。

　森の中では木々が邪じや魔まなので、最初は俺たちいつもの四人でのフォーメーションを練習中だ。

「ファイア！」

「ぷるぎゅわっ！」

　皐月の魔法がスライムを燃やす。

「セイッ！」

　続けて焦こげたゲルの表面に、ロザリンドの細身の剣けんが突つき刺ささる。

　武器の類たぐいはあまり好きではないと、彼女は武器屋で文句をたれていたが、実際に使いこなす姿は華か麗れいのひと言に尽つきた。さすがと言うか、やれば何でもできるタイプらしい。

「でりゃあ！」

　最後に俺がロングソードをスライムの頭（？）に叩きつける。

　ＲＰＧでもオーソドックスな武器はスライムに悲鳴を上げさせる……が、まだトドメには至らない。

「ほらっ、油断しないでー！」

「オレも加勢するか？」

「桃音ちゃんはまたあとで。あんまり多すぎても同どう士し討うちとか怖こわいからねー」

「……」

　そんな感じでヨルン・桃音会長・常盤先輩に見守られながら――常盤先輩は若じやつ干かん眠ねむそうだったけど――何とか俺たちはスライムを一匹倒すことができた。

「はぁ、はぁ……これ、ホントに雑魚か？」

　武器と防具をちゃんと揃えたので危なげこそなかったが、四人がかりで袋だたきにしても倒たおすのにやたらと時間がかかった気がする。

「うーん、烈火くんたちはレベル一だからねー。仕方ない仕方ない」

　どうやらヨルン的にはこれが普ふ通つうのようだ。

　難易度設定高すぎないか？

　ともあれ、そうしてしばらくの間メンバーを交こう替たいしつつ、スライム狩がりを続けた。

　昼から夕方までやって、数日分の宿代くらいは貯たまったかという頃ころ。

　ピロポンッポンッポンッパーン！

　ピロポンッポンッポンッパーン！

　ピロポンッポンッポンッパーン！

「何？」

　妙みように軽快な音が三回鳴る。

「おー、おめでとー。烈火くんレベルアップだねー」

　ヨルンがパチパチと拍はく手しゆしながら言った。

「今のがレベルアップした合図なのか？」

「そうそう」

　どうも俺にトドメ役が回ってくることが多かったため、ひとり先にレベルアップしたようだ。

「これでスライムくらいなら烈火くんひとりで大丈夫じゃない？」

「え？　さっきまで四人がかりで苦労してたのに？」

「うん。レベル差って絶対だからさー」

「それまた極きよく端たんな感じだな」

　試ためしにひとりで戦ってみると、ホントにあっという間にスライムを倒せた。四人がかりで戦った時よりも早い。

　レベルを上げて物理で殴れば急にヌルゲーになるようだ。

　充じゆう分ぶんなお金を稼いだしキリもよかったので、今日はこれで終わりにしようということになってみんなでキナワ村に戻った。

「あははーっ、いやーそれにしても一日でレベルアップするなんて凄すごいと思うよー」

　ヨルンは豪ごう快かいに夕飯をかっくらいながら笑う。

　彼女には指導のお礼に夕飯を奢おごることになっていたのだが、結構な出費になりそうだ。

「で？　明日もスライム狩りするの？　正直、烈火くんがいればあたしいらない気がするけど」

　ヨルンは頬ほおにご飯粒をつけたまま尋たずねてくる。

　答える前に俺がそれを取ってやると、

「おっ、ありがとね」

「わっ！」

　俺の人差し指についたご飯粒を指ごと、ぱくんっ、と食べた。

　彼女の食い意地云うん々ぬんというより、周りの視線が痛い。

「で、どうするの？」

　特にテレた様子もなく、ヨルンは同じことを訊きいてくる。

　俺はひとつ咳せき払ばらいをして、気を取り直してから一度みんなを見回し、切り出した。

「明日は隣となりの町まで行ってみようかと思うんだ」

「隣の街に？」と皐月。

「ああ。いつまでもここでジッとしてられない。情報を集めるためにも、新しい場所に出向いてみないと」

　この場合、情報というのは要するに外に出るための情報のことだが、生あい憎にくとキナワ村の中では有益な情報はまるで得られなかった。

　というか、ヨルン以外の村人はそれこそゲームのキャラっぽく「ここはキナワ村だよ」とか同じことばっかり喋るので、新しい情報がホントにまったく全然得られないのだ。

　最果ての村というだけあり、ここには人の流入もほとんどないとヨルンから聞いていた。正直、ここに居続けても状況の打開は見込めそうにない。

「う～ん、やめた方がいいと思うよ？」

　難しい顔でヨルンは俺の意見に異を唱える。

「どういうことなんだ？」

「確かに烈火くんはスライム相手なら楽勝だと思う。でもキナワ村の隣にあるゴシ町までの間には、稀まれにレベルの高いモンスターが出るんだ。絶対に安全とは言えないよ」

「うっ、そうなのか……」

　そうだとすると確かに危険だ。

「……ッ」

　自分でも焦あせっているのを自覚している。

　しかし、打開策が見えず、そもそも外ではどれくらい時間が経たっているのか分からない状況のままじゃ……

「……ん。よく分かんないけど、烈火くんたちは何か事情があるっぽいねー」

　ヨルンはうんと頷くと、ニコッと笑え顔がおになる。

「それじゃーここはひとつ、あたしが隣となり町まちまで護衛をしてあげよー。それなら安全でしょ？」

「えっ！　でも、いいのか？」

「いいのいいの。別に忙いそがしいわけじゃないしね。困ってる時はお互い様だよー」

「ありがとう……！」

　ヨルンの申し出に俺は心の底から礼を言った。
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　翌日。

　俺たちは必要なアイテムと食料を買って、キナワ村を出た。

「烈火くんたちは手荷物少ないねー。アイテムと武器しか持ってないじゃない」

「それを言うならヨルンもだろ。背はい嚢のう一個って」

「あたしはこれでいーの。それにこの中には大事なものがしまってあるんだから」

「？」

「さっ、出発しましょー」

　ゴシ町までは歩いて半日。森を抜け、街かい道どうを北上したところにあるらしい。

　ヨルンを先頭に、俺たちはまずスライムだらけの森に入る。

　昨日の訓練の賜たま物ものか、ここは特に苦戦することもなく突とつ破ぱできた。

　やがて木々の庇ひさしがなくなり、次に出たのは見み渡わたす限りの平野だった。

「あそこに見えるのがゴシ町よ」

　と、ヨルンは豆まめ粒つぶのように見える小さな点を指して言う。

　あそこまで歩いて行くのかと思うと気が遠くなるが、まぁ千里の道も一歩からと言うと思い、今日中に辿たどりつくつもりで最初の一歩目を踏み出した。

　で。

「うわっ！　何だこの口のデカいウサギ!?」

「空に！　空に！」

「虫は嫌いやーッ！」

「ああ！　またワシのスカートを！　やめんかこのケダモノ！」

「西洋剣は慣れんな」

「……」

　道中はそんな感じで散々苦労した。

　桃音会長は特に慌あわてた様子もなかったが、俺たちは大わらわだ。スライムの相手しかしていなかったので、獣けもの系モンスターに上う手まく攻こう撃げきを当てられず空から振ぶりばかりする。

　それでも防ぼう御ぎよの連携自体はしっかりできていたし、回復アイテムも買い込んでいたので、大きなピンチに陥おちいるということはなかった。

　あとヨルンが護衛についてきてくれたのが大きい。

「やあ！」

　ヨルンの戦せん槌ついが一いち撃げきでモンスターを撃げき退たいする。

　レベルが絶対というこの世界のルールの中で、高レベルの彼女の存在は非常に頼りになる。

「……」

　そういえばヨルンは何者なのだろうか？

　キナワ村の人々は典型的なＮＰＣ――要するに決められた行動しかできないキャラクターばかりだったが、彼女はかなり自分の自由意思で行動しているように見える。

　常盤先輩は「たぶん、序じよ盤ばんにプレイヤーを助けてくれる味方ＮＰＣじゃない？」と言っていたが、真相はどうか分からない。

「あれ、どうかした？　烈火くん」

「いや、別に」

「えー、でも今見てたでしょ？」

　ヨルンはハンマーの柄えでこちらの頬をツンツンつついてくる。

　特に見られていたことを不ふ愉ゆ快かいに思っている様子はない。単純な好こう奇き心しんのようだ。

　と言っても「お前って何者？」なんて訊きくわけにもいかないので、普通に雑談することにする。

「えーと、ヨルンって普ふ段だん何してるんだ？」

「あたし？　まぁスライム狩りとか、たまに遠くに行って狩りとか、そんな感じかな？」

「ずっとあの村に住んでるのか？」

「そうよー」

　ヨルンはニコニコ笑いながら答える。

「ふーん……。あれ？　じゃあ、何で宿に泊とまってるんだ？」

「え？」

「ほら、ずっと住んでるなら自分の家があるだろ……あ、それとも〝ずっと〟って戦士になってからずっとって意味か？」

「……うーん」

　急にヨルンは難しい顔になって体を左右にぶらぶら揺ゆらした。

「どうだったかな？　忘れちゃった」

「忘れちゃったって」

「何だろ？　ホントよく覚えてないや」

　軽い調子でヨルンは言った。

「まぁ忘れちゃうくらいだから、そんな困ってないってことでしょ」

「そんなこと……ゲフッ！」

　ない、と言おうとしたが、先にヨルンに背中をバシンッと叩かれてむせた。

「それよりもう半分以上は歩いたから、そろそろ休きゆう憩けいにしよっか」

　ヨルンの号令で俺おれたちは街道沿いの林の傍で休憩することになった。

　少し遅おそめの昼食を摂り、装備に不備がないかを点検する。といっても、この辺は桃音会長やヨルンに任せきりになってしまったが。

　で、まぁ昼食も装備点検も終わり、全員が一服していると。

「よーし女子諸君。ちょっとこっちに来たまえー！」

　突とつ然ぜん、ヨルンがそんなことを言って女じよ性せい陣じんを集めた。

「何ですか？」

「ごにょごにょごにょ」

　質問する皐月を含ふくめた女子全員にヨルンは小声で何かを伝える。

　そして、その何かを伝え終えたあと、彼かの女じよは俺に向かって大きく手を振ふって、

「というわけで、あたしたちはちょっと林の中入ってくるねー」

「えっ？　何しにいくんだよ？」

「いーこと！　あっ、烈火くんは来ちゃダメだからー。でもモンスターが出たらすぐ呼ぶことー！」

「あっ、おい……」

　呼び止める間もなくヨルン＆ヒロインズはぞろぞろと林の中へ入っていってしまう。

「何なんだ？」

「さあ？」

　アールは肩かたを竦すくめる。

　まぁ、ヨルンがついているなら雑魚モンスターが出ても問題ないだろう。

　……それにしてもヨルンが家や親のことを覚えていないのは何でなんだろうか？

　単純にそういう設定だから？

「分かんねー」

「このゲームから出る方法がですか？」

「それも分かんねー」

　脱だつ出しゆつ法ほうを調べるために、これから新しい町に行くのだ。

「できるだけ早く出られることを願いますよ」

　そう言うとアールはくるくると宙を転がり始める。

　こいつの暇な時のクセだ。

　それにテレビもＤＶＤもないせいで、ちょっとイライラしているっぽい。

　俺だって早く脱出したい点については同感なので、次の町でまともな情報が手に入るのを期待している。

「烈火さん」

「っ」

　アールの声に反応して顔を上げると、街道の脇から鬼のような外見のモンスターが駆かけてくるのが見えた。はじめて見るモンスターだ。

「おい、なんか強そうだぞ……」

　そういえばヨルンがキナワ村とゴシ町の間には、稀にレベルの高いモンスターが出ると言っていたっけ。

　だとしたらマズい。雑魚相手ならレベル二の俺ひとりでも楽勝だが、もし向こうのレベルの方が高ければ足止めすらままならない可能性がある。

「くっ！　ヨルンたちと合流するぞ！」

　大声で呼ぶより、ここは合流して迎むかえ撃うった方がいい。

　俺はそう判断し、彼女たちのあとを追って林の中へ入っていった。

　木が邪魔で仲間の居場所がなかなか分からなかったが、偶ぐう然ぜん皐月たちの声が耳に入って左の方に彼女たちがいることが分かった。

　俺はそちらへ走り、木の陰から飛び出しながら叫さけぶ。

「ヨルン！　モンスター、が……」

「れ、烈火くん!?」

　驚おどろいたヨルンの声。

　と、同時に。

「「「「キャアアアア！」」」」

　たくさんの、悲鳴。

　理由はすぐに分かった――岩場の湧わき水みずの傍で、みんなが服を脱ぬいでいたからだ。

　どうやら戦せん闘とうや歩きで出た汗あせや汚よごれを、濡ぬらした布で拭ふいていたらしい。幸いというか下着までは脱いでいなかったので、致ち命めい的てきなことにはならなかったが。

「ナイスイベントＣＧ回収ですね、烈火さん」

　確かにこれゲームだけどそうじゃない！

「いや、すまんこれは」

　布や上着で体を隠かくしているみんなから目を背そむけつつ、俺は何とか言い訳しようとして――そんなことしてる場合じゃなかったのを思い出した。

「ギャババババ！」

　先さき程ほどのモンスターが追いついてきたのだ。

「オーガ!?　最悪ッ！」

　焦った声でヨルンが叫ぶ。

　その声から、やはりこいつが稀に出る高レベルモンスターであることを悟さとる。

　そんなものに遭そう遇ぐうしてしまったのもヤバいが、タイミングも最悪だ。みんな装備を脱いでいるということは、限りなく無防備ということなのだから。

「俺が時間を稼ぐ！」

「待って！　無む茶ちやよ烈火くん！」

　ヨルンの止める声も聞かず、俺は剣を構えてオーガに飛びかかった。

「ギャバババ！」

　オーガは手に持った棍こん棒ぼうを振るう。

「ぐはっ！」

　棍棒を横から喰くらい、俺は吹ふき飛とばされた。

　死ぬほど痛い……！

　けど、これゲームじゃなかったら本当に死んでそうだ。

「だったら逆にラッキーか」

　ポジティブに考え直し、俺は立ち上がる。

「グフゥー！」

　オーガは完全に俺に狙ねらいを定めたらしく、こちらへ近づいてくる。

　うーん、あと一発ってヒットポイント的に耐たえられるんだろうか？

「烈火くん！」

　その時、横合いから飛び出してきたヨルンがハンマーをオーガに叩きつけた。

「ヌギャア！」

　オーガは悲鳴を上げたあと、怒ど号ごうを上げて棍棒を振り回す。

「うぐっ！」

　棍棒が彼女の脇わき腹ばらを打うち据すえた。

　それで一いつ瞬しゆん膝ひざをついた彼女に向かって、オーガはさらにメチャクチャに棍棒を振るった。

「くっ！　うっ！」

「ヨルン！」

　慌てて駆けつけてくれたのか、ヨルンはハンマー以外の装備を身につけていない。防御には不向きそうな得物一本で、何とかオーガの猛もう攻こうを防いでいる。

　しかし、ここはゲームの世界。防具をつけていない状態では防ぼう御ぎよ力りよくに補正がかからないはずだ。

　事前に聞いた話では、この辺りに出る高レベルモンスター――つまりオーガとヨルンはレベル的には同じらしい。だが、装備による補正がない分、今は彼女の方が不利か。

「グヌゥ、フゥーッ」

　いや、しかしオーガもハンマーの一撃が効いているのか、微び妙みように足あし許もとがフラついている。

　隙すきさえ作れれば……！

「このッ！」

　俺は手に持った剣をオーガの顔面めがけて投げつける。

　狙い通り剣はオーガの顔に当たり、しかも運よくその刃はが刺さった。

「グギャアアア！」

　オーガが悲鳴を上げ、棍棒がピタリと止まる。

「ヨルン！　今だ！」

「イヤアッ！」

　ヨルンは敵の隙を逃のがさず、ハンマーを全力でオーガの胸に叩きつけた。

「グアアア！」

　オーガは後ろに向かってドッと倒れ、その姿はかき消える。

　モンスターがいなくなったあとにはドロップアイテムとお金のコインが散らばっていた。

「うっ……」

　そこで自身も力ちから尽つきたのか、ヨルンが手からハンマーを離して地面に倒れた。

「ヨルン！」

　俺は急いで彼女を助け起こしに走った。
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　倒れたヨルンを背せ負おってゴシ町に着いたのは陽ひが沈しずんだあとだった。

「医者！　医者はどこだ!?」

　俺たちは慌てて町中を駆け巡るが、ＮＰＣたちは医者と聞いても首を傾かしげるだけで要領を得ず、どこへ行けばいいのかも分からない有り様だった。

「えぇい！　この町には病院もないのかよ！」

　憤いきどおる俺の肩を、不意に常盤先せん輩ぱいがつつく。

　それから彼女は俺の耳元に口を寄せた。

「宿屋に行ってみよ？」

「え？　でもヨルンが」

「たぶん、宿に行けば大だい丈じよう夫ぶ」

　常盤先輩はそう言って、指でちょいちょいっと地面を指す。

　地面というか、この世界を。

「ここはゲームの世界だから、きっと宿で寝ねればヒットポイントは回復するよ」

「……あっ！」

　言われてみればそうかもしれない。

　俺たちは急いで宿へ向かった。

　宿屋に入ると、すぐさまカウンターへ直行する。

「お休みになられますか？」

　宿屋の主人はニコニコと笑いながら尋ねてきた。

「ああ！　すぐ休ませてくれ！」

「ほかに御ご用ようはありませんか？」

「いいから早く！」

「ではどうぞお休みください」

　そう言って主人は部屋の鍵かぎをくれた。

　宿屋のベッドにヨルンを横たえてしばらくすると……確かに彼女の呼吸はだいぶ穏おだやかなものに変わった。

「「「ふうぅ～～」」」

　何人かのため息が重なり、俺もドッと疲つかれてベッドに腰こしを下ろす。

「あ～、よかったぁ」

「安心したらなんだかお腹なか空すいちゃった」

　イリスのひと言に反応して、誰かのお腹がくぅ～と鳴る。

「わ、私じゃないわよ!?」

　皐月のほぼ自白に近い証言も得られたので、一階の食堂で夕食を摂ることになった。

「なんだ、問題児は行かないのか？」

「いえ、いちおうヨルンの容態看みてます。誰か食べ終わったら交替してください」

「ん。了りよう解かいした」

　桃音会長は頷いて、みんなを一階へと連れて行く。

　パタンッとドアが閉まったあと、俺はもう一度ホッと安あん堵どの息を吐はいた。

「ヨルンには助けられっぱなしだなぁ」

　この恩を返すにはご飯を奢る程度では足りないかもしれない。

　ふとそこでみんなが置いていった荷物の山が目に入る。

「片付けでもしておくか」

　慌ただしく来て慌ただしく出ていったので、みんな荷物や装備をその辺に放ほうり投なげっぱなしだ。

　待つ間は時間もあるしと思い、武器やアイテムごとに壁かべ際ぎわに整理していく。

「っと、これはヨルンの私物か」

　ヨルンの背嚢も床ゆかに落ちていたので拾う。

　思ったより軽い。大事なものが入っていると言っていたが……

「まぁ、こっちに置けばいいかな？」

　俺は背嚢を移動させようとして――口を締しめる紐ひもが緩ゆるんでいたのか、背嚢から何かがポロッと落ちる。

「あっ、しまっ……って、これ」

　床に落ちたそれを見て、俺は驚きのあまり固まる。

　それは……携けい帯たい電話だったのだ。

「なん、で……」

　昨日今日で体験したこのゲームの世界観では絶対にあり得ないアイテム。

　何でこんなものがヨルンの荷物の中から……？

「烈火くん？」

　その時、ちょうど目を覚ましたらしいヨルンがベッドの上から声をかけてくる。

「ヨルン……」

「あー！　勝手に女の子の荷物見ちゃダメじゃない」

　ヨルンはベッドから飛び起き、俺から背嚢と携帯電話を奪うばう。

「なぁ、その携帯電話は？」

「え？　これ？」

　俺が指差すと、ヨルンは一いつ瞬しゆん不思議そうな顔をする。

「……へぇ～、これケータイデンワって言うんだ。知らなかった」

「知ら……ない？　でも、それってヨルンのものなんだろ？」

「そうよ。気がついたらずっと持ってたの。だから、たぶん大事なもの。名前も知らなかったけどね」

　そう言ってヨルンはクスクス笑う。もう怒おこっていないようだ。

「ここ、宿？　じゃあ、みんなは食堂かな？」

「あ、ああ」

「ならご飯ね！　あたし、お腹空いちゃった！」

「そっか。それなら先行っててくれ。俺はもう少し、休んだら行くよ」

「はーい。あっ、でもまたあたしの荷物勝手に覗のぞいちゃダメだからね？」

　ヨルンは冗じよう談だんめかして俺に釘くぎを刺したあと、ウキウキと部屋を出て行った。

　その後ろ姿を見送ってから、俺はさっきよりも倍疲れた感じでベッドに体を投げ出した。

「携帯電話を知らない？　……いや、あれは覚えてないってことか？」

　ヨルンも覚えていない携帯電話の出所、それは。

「たぶん、ヨルンは俺たちと同じ現実世界から来たんだよな？」

「さあ？」

　いつも通りアールはとぼけた返事をしてくる。

　まぁ、そこは期待してない。

　大事なのは……なぜヨルンが記き憶おくを失ったのか？　その理由だ。

　ケガの可能性。

　記憶を奪うアイテム・あるいはモンスターに出会った可能性。

　可能性だけならいろいろと考えられる。

　そう、たとえば。

「……長い間ゲームの中にいたせいか？」

　あり得ない話ではなかった。

　ヨルンは他のＮＰＣとは多少違うとはいえ、自分がこの世界の住人であることを疑っている様子が微み塵じんもない。

　それは彼女がこの〝呪のろわれたゲームに取り込まれた〟と考えることもできるのではないだろうか。

「だとしたら、マズい」

　長い間と自分で言ったが、はたしてそれがどのくらいの期間なのかは分からない。

　一日過ぎた今も俺は自分が自分であることを忘れてない。

　だが明日は？　あさっては？　一週間後は？

　俺たちには思ったよりも時間が残されていないのかもしれない。

「早くこのゲームから脱出しないと……！」

　しかし、その方法は未いまだに分かっていない。

　魔ま王おうを倒す――つまりストーリーの最終目的を倒せば、おそらくゲームは終わる。そうしたら外に出られる公算が大きいとは思うが、それまで俺たちがこの世界に取り込まれないという保証はない。

　かといってここはゲームの世界。ゲームのルールが全てを支配している世界なのだ。

　ここでは以前俺がやったみたいな、レーザー銃じゆうで魔王を倒すとかいった反則技は一いつ切さい使えない。

「クソッ……！　ほかにないのか？　魔王を倒す以外にゲームから出……いや」

　そこで閃ひらめく。

『ゲームの世界から脱出する方法』と考えるから、頭がややこしくなっていないか？

　ここはゲームの世界。ゲームのお約束とルールが適用される世界。

　武器を装備しなければ吸きゆう血けつ鬼きでもモンスターにダメージを与あたえられず、モンスター戦で負ったケガも宿屋で寝れば全快する。

　だったら――アレもこの世界にはあるんじゃないか？

「あるとしたらどこだ？　教会？　いや、専用のアイテムを使うって可能性も……」

　そこでまた不意に気づく。

　宿屋に入る時、主人が口にしていたセリフ――

「―――」

　それに気づいた瞬しゆん間かん、俺は部屋を飛び出した。

　一階へと下り、宿のカウンターへと向かう。

「あっ、烈火」

「どうしたの？　そんなに慌てて」

　カウンター傍の食堂テーブルで食事していたみんなが、走る俺を見て疑問を投げかけてくる。悪いけれど、それに応こたえている余よ裕ゆうはなかった。

「お休みになられますか？」

　主人はやはりニコニコと、定型文な質問をしてくる。

「いいや！　今は休む必要はない」

「ほかに御用はありませんか？」

　これだ！

　同じ対応しかしないはずのＮＰＣが、なぜか返してくる質問。

　これは要するに、宿屋では泊まる以外にも別のことができる――つまり何らかのゲーム的なシステムを備えてるってことじゃないのか？

　そして、俺の考えが正しいなら、そのシステムとは。

「セーブしてゲームをやめることはできるか？」

「承うけたまわりました。ゲームを終しゆう了りようします」

　宿屋の主人がそう答えて数秒後、突とつ然ぜん俺おれの視界は真っ暗になった。
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　気がついた時、俺の視界には宿屋の壁かべではなく、軽文部の部室の壁とパソコンが映っていた。

　戻もどってきた……！

「ええぇ！　アタシのお肉はー!?」

　すぐ傍でイリスが悲鳴を上げる。食事中だったみたいだ。

「落ち着けってイリス。元の世界に帰ってきたんだ」

「えー、せめてご飯終わってからにしてよー！　いかにもゲームっぽい変なお肉だったのにー！」

　イリスはなんかちょっと泣きそうになってる。

　よっぽど食べたかったんだな……と苦く笑しようしていると、彼女の隣にみんなと同じく呆ぼう然ぜんとしてるヨルンの姿を発見した。

「……はれ？　ここどこ？」

　ヨルンはキョロキョロと周囲を見回し、目をパチクリさせていた。

　俺はひとつ息を吐いてから立ち上がって、彼女の許もとへ行く。

「ここは現実だよ。さっきまで俺たちはゲームの中にいたんだ」

「ゲーム……？」

　そこでヨルンはまた目をパチクリさせたあと、急にどこか遠くを見つめるような目になって、また数秒。

「……思い出した」

　ポツリと、ヨルンは呟つぶやいた。

　その手にはハンマーなどなくて、ただひとつ、彼女の〝現実の〟持ち物であろう携帯電話が収まっていた。

「えっ、えっ、あたし、どうしたら」

　ヨルンは携帯電話を見つめながら、何度もどうしたら、どうしようと独り言を続けた。

　彼女がいったいどのくらいの期間、あのゲームの中で生活していたのかは知らない。記憶をどの程度取り戻したのかも分からない。

　こちらの世界に帰ってきた彼女が全すべてを取り戻すには、まだしばらくの時間がかかるだろう。

　むしろ、自分の境きよう遇ぐうを思い出してしまった今、大きな困こん惑わくのただ中に彼女はいる。何かしなければと思いつつ、その場から立つこともできないほど、彼女は混乱しているのだ。

　ゲームの中ではあれほど頼たよりになった彼女が、まるで迷子の子供のようだ。

　でも、だったら。

「ヨルン」

「はひっ!?」

「ゲームの中で、ヨルンはたくさん俺たちを助けてくれただろ？　だったら今度は、俺がヨルンを助ける番だ」

　そう言って、俺は座り込んでいるヨルンに手を差し出す。

　彼女には本当に何度も助けられた。彼女がいなければはたして無事に現実世界に戻ってこられたか分からない。

　ゲームあちらで受けた恩は、現実こちらで存分に返すとしよう。

　だから、今はとりあえず、こちらの世界で彼女を捜さがしているであろう人々の代わりに、

「おかえり、ヨルン」

　俺が彼女にそう言ってあげた。
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第二話　謎なぞの予告と文化祭







　準備中もいろいろとあったが、何とか無事に文化祭の日がやってきた。

　今年の文化祭は桃もも音ね会長の尽じん力りよくもあって、例年よりも豪ごう華かになっている。

　まず開かい催さい期間は土日月と連休含めて三日間。

　さらに十文字高との合同イベントも企き画かくされている。

　両校来場割引サービスやら特典やら。ちなみに両校間の移動には定期バスが用意されている。

　電車で移動する人のことも考えて、駅前や狭はざ間まにある商店街とのコラボもあるとか。

　また両校に来場するとスタンプがもらえ、三日目の最終イベントに参加できる招待状がもらえるそうだ。

　その最終イベントには俺も少し関かかわっているのだが……

「あっ」

　少しボーッとしていたせいか、来場者の女の子とぶつかってしまった。

「すみません。大丈夫ですか？」

「はい。どうも」

　女の子はぺこりと頭を下げて去っていく。

「ふぅ、ケガなくてよかった」

　安堵のため息をつきつつ、校舎内の見回りを再開する。

　俺の肩には文化祭実行委員の腕わん章しようがつけられていた。

　と言っても、俺はそんな委員会に属ぞくしてはいない。

　例によって桃音会長から頼たのまれた手伝いだ。

　この前呪いのゲームから助け出したことで借りはチャラかと思っていたが、まだあとひとつ残っていると言われてしまったのだ。

　あの時すでに常盤ときわ先輩の看病代行、生徒会の手伝い、呪いのゲーム、と借りを三つも返していたのに、まだ借りなんてあったっけと彼女に問とい詰つめはしたが……

『借りって四つもありましたっけ？　サクヤの幽ゆう霊れい騒そう動どうの件でひとつと、アイの妖よう怪かい騒動の件でふたつ……三つと、あと』

『それとお盆ぼんの合宿の件があっただろう。あれで四つだ』

『えっ……あれも俺の借りなんですか？』

『お前も軽文部部員だろう？　それに合宿中の緑みど里りの世話もしてやったはずだが』

『うぐぐ』

『それとも……波なみ乱だれはオレの手伝いをするなどもう嫌いやと？』

『……分かりました』

　まぁそんなやり取りを経へて、俺はこうして校内の巡じゆん回かいをしているわけだ。

　これでようやく借りも返し終わるし、軽く見回る程度でいいと言われている。

　三時からは皐さ月つきたちと文化祭を回る約束もしているし、その前の下見も兼かねればちょうどいいだろう。

　そんな気楽な考えで、ふと制服のポケットに手を突っ込むと。

　かさり

「ん？」

　妙みような手て触ざわりを感じ、それを掴つかんで引っ張ってみると……中から一枚の便びん箋せんが出てきた。

「手紙？」

「みたいですねぇ」

　俺の手て許もとを覗のぞき込こんだアールが同意する。

「？」

　こんなもの自分で入れた覚えはない。

　ではいったい、これは何なのだろう？

　いや、誰だれからの、といった方が正確か。

「……」

　とりあえず、折りたたまれた便箋を開いてみる。

　そこには。

『はじめまして

　突然ですが、この学校に

　バクダンをしかけさせて

　いただきました。

　文化祭を無事に終わらせ

　たければ〝４つの違い和わ感かん〟

　を捜してください。

　ただし、捜そう査さは波乱烈れつ火か

　ひとりで行うこと。

　　　　　　　　　かしこ』

　なんて、特とく徴ちようのない文字でそう書かれていた。

「……！」

　一見すると緊きん張ちよう感のない文体。

　しかし、書いてある内容が物ぶつ騒そうすぎた。

　爆ばく破は予告……って奴やつだよな？

　いや、ていうか。

「何で俺を名指ししてるんだ？」

　犯人――あえて犯人と言ってしまうが――は、俺のことを知っている？

　ただ名指しするだけでなく、こうして俺のポケットに犯行予告を忍しのばせていた以上、まず間ま違ちがいなく差出人はこちらを知っていると考えるべきだろう。

　だとしても、何で俺なんだ？

　今まであれやこれやと『物語』に巻き込まれたとはいっても、俺は所しよ詮せん一いつ介かいの高校生だ。警察でもなければ、探たん偵ていでも、ましてや爆ばく弾だん処理班でもない。

　恨うらみを買った覚えも……まぁ、ゼロじゃないかもしれないが、それにしても。

「手の込んだイタズラか？」

　そう考える方がまだ自然だ。

　だって、こんなの、非現実的すぎる。

　異世界やら宇宙やら行って何を今いま更さらと言われるかもしれないが、魔ま法ほうと爆弾では非現実の〝質〟が違ちがう。

　魔法は非現実の中の非現実だが。

　爆弾は現実の中の非現実だ。

　そういうものが『ある』というのは知っているが、それが自分の周囲で起きるとは想定できない。少なくとも日本に生まれた俺おれにとって、爆弾とはそういう類たぐいのものだ。

　常に学校が爆破されるかもなんて考えながら登校する奴なんていない。

　学校が爆ばく発はつしたら明日休みだなとか思うくらいならあるかもしれないが、それはただの願望で、リアリティのある想像には程ほど遠とおい。

　だが現実に。実際に。

　この手紙は俺の手の中にある。

　イタズラ、と断じてゴミ箱に捨ててしまってもいいものか……？

　手紙に「ひとりで」と書かれてある以上、桃音会長に相談することもできない。

「……」

　便箋が手に糊のりで貼はりついたみたいになっていた。

　それは俺の手汗だった。

「うわっ」

　どうしよう、これ。何かあった時、証しよう拠こ、って奴になるんじゃなかろうか？

　改めて手紙を見る。字は少し滲にじんでいたが、問題なく読めた。

「ふぅ……」

　安心して、紙を破らないように手から剥はがす。

　このままたたむと紙同士がくっついてしまいそうだったので、窓を開けて、風に当てて早く乾かわかそうとした。

「……それにしても、〝４つの違和感〟って何だ？」

　この部分がよく分からない。

　文面からして、この〝４つの違和感〟とやらを俺に捜させるのが、犯人側からの要求という奴なのだろう。

　だが、言葉の意味自体もさることながら、そんなことをさせて犯人に何の得があるのか意味不明だ。

「金とか、文化祭の中止とか、そういうのならまだ分かるんだけど……」

　相手の意図が見えない。

　イタズラだとしたら、俺を困らせること自体が、犯人の目的？

　そんな風に、俺がつらつらと考えていると。

　何の前まえ触ぶれもなく。




　ドンッ!!




　学校の空で、何かが爆発を起こした。

「わっ！」

「何!?」

「……花火？」

　突とつ然ぜんの出来事に、近くにいた生徒たちも驚き、空を見上げる。

　誰かが花火と言っていたが、確かにそれらしい煙けむりの残ざん滓しが空には残っていた。しかも、超ちよう特とく大だいの。

「……文化祭開始の合図？　あんなのプログラムにあったっけ？」

「さあー？」

　周りではそんな会話が交かわされる。

　実害がなかったためか、来場者も含ふくめて、特に大きな混乱は起きていない。

「……ッ！」

　だが、俺は違った。

　生徒会と実行委員の手伝いをしていた俺は、あんな花火予定にはないことを知っている。

　桃音会長は人を食ったところがあるが、こういう悪ふざけをするタイプじゃない。サプライズだとしても、少なくとも実行側にはちゃんと伝えるはずだ。

　だとするなら、あれは……

「……犯人がやったのか？」

　花火は職人芸だが、実質的には火薬の塊かたまりだ。

　当然、爆弾として用いれば大だい惨さん事じを引き起こせる。

　ゴクリ、とつばを呑のみ込こんだ。

　俺は爆ばく風ふうで飛ばされて、廊ろう下かの反対側の壁にベチッと貼りついてしまった手紙を拾う。

　この爆破予告は、本物だ……！

　だとすれば。

「俺がやることは、ひとつ、だよな」

　俺は乾いた手紙を折りたたんでポケットにしまい、廊下を歩き出した。
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　〝４つの違和感〟を捜せ。

　手紙に書かれていた指示はそれだけだ。

　この一文だけでその違和感とやらを捜すのは、それこそ雲を掴むような話だ。

　となると、ある程度の見当をつけて捜す必要がある。

　そこでヒントになりそうなのは。

「俺ひとりで捜せって部分だよな」

　これはただの制限に見えるが、見方を変えればヒントとも考えられる。

　即すなわち、その違和感は俺になら分かる、あるいは俺にしか分からないもの、ということだ。

　なぜならそうでなければ「ひとりで捜す」という前提条件をクリアできないから。

　無論、犯人にクリアさせる気がなければそれまでだ。

　徹てつ底てい的てきに俺を這はいずり回まわらせた末にやっぱり爆破……なんて結末を用意している可能性もある。

　そうなったら最悪だが、その時のことを考えるのは後回しだ。

　まずは犯人を刺し激げきしないように行動していく。

　その中で向こうにこちらにクリアさせる気があるかを見み極きわめつつ……可能なら犯人の正体を突つき止とめる。でなければせめて、最悪の事態への対処法――即ち爆弾の在あり処かを捜し出す。

　ひとまずの方針を決めた俺は、とある教室の前で足を止めた。

「おや？　ここはつみきさんのクラスですね。まずはここから捜すんですか？」

「ああ。とりあえず、知り合いの出し物を順に回る」

　それでひとつも違和感とやらが見つからなければ、向こうにクリアさせる気がないという可能性が高まる。

　深呼吸一回。

　中に入る前に、どんな出し物かを確かく認にんする。

　飾かざり付つけられたドアの横には、『出張のぞみや　休きゆう憩けい＆お食事処』と書かれた看板が立っていた。

「『出張のぞみや』か」

　となるとクレープとかではなく軽食を出す感じのお店だろうか？

　のれんをくぐり、中に入る。

「あっ、いらっしゃいませー。って、なんだ烈火じゃない」

　随ずい分ぶんな言葉で俺を迎むかえてくれたのは、予想通りつみきだった。

　その格好は『のぞみや』で見慣れた看かん板ばん娘むすめスタイルで、手にはやきそばを焼いたりするのに使う鉄製のへらを持っている。

　よく見ればオーダーを取っている生徒も、彼かの女じよが持ってきたらしき『のぞみや』のエプロンをしていた。本当に『のぞみや』の出張版という体ていでやっているらしい。

　と、その中に見知った顔をふたつ見つけた。

「テトラ。リア。ふたりとももう来てたのか」

「こんにちはです。烈火さん」

「久しぶりだな。烈火」

　テトラとリアはニコリと笑え顔がおを作る。

「……って、何でふたりともエプロンしてるんだ？　客として来たんじゃ？」

「いえ、今日は『出張のぞみや』のお手伝いです」

「つみきに頼まれてな」

「ふたりの魅み力りよくで集客力アップよ！」

　グッと親指を立てるつみき。

　まぁ、確かにこのふたりが接客に回ったら集客力上がりそうだが。

「部外者に頼るのは反則じゃないか？」

「部外者じゃないわよ。ふたりとも『のぞみや』の関係者だわ」

　ふんすっとつみきは胸を張って断言する。

　それから、ビシッ、と俺に指を突きつけ、

「アンタのクラスには負けないわよ！」

　と宣言してきた。

　そういえば集客力が高かったクラスには褒ほう賞しようがあるとか、桃音会長が開会のあいさつで言っていたような気がする。

「烈火さんたちのクラスは何をやっているです？」

「メイド喫きつ茶さ」

　テトラの質問に俺が答えると、今度はリアが反応した。

「ああ、皐月やイリスが最近よくウチに来ていたのはそれでか」

　リアの言うウチとは、彼女がアルバイトしている『リンダラバーズ』のことだろう。

　あそこは別にメイド喫茶ではないのだが、制服はかわいいし、店長の方針で女の子のかわいさが第一というお店だ。接客の参考にはもってこいだろう。

「メイド服の方はロザリンドがデザインしたみたいだけどな。あいつメイド好きだし」

「やっぱりそうなんです？」とテトラ。

「まぁ、自分の屋や敷しきに住まわせてる奴全員をメイドにしてるくらいだしな。学校行事にあんなに積極的なロザリンドははじめてだよ」

　猛もう烈れつな勢いで挙手する彼女には結構驚おどろかされた。

　さすがに『魅了チヤーム』まで使いそうになった時は止めたけど、学校行事を楽しもうとしている彼女の姿は見ていてなんだか嬉うれしかった。

「あー、ていうかつみきのクラスのこと、ロザリンドには話さない方がいいかもな」

「どうしてよ？」

「ほら、テトラとリアを見たら、ロザリンドも対たい抗こうして屋敷のメイド全員連れてきそうだろ？」

　スズラン、ウラウラ、コロナ。あの三人まで学校に来てしまったら大おお騒さわぎになるだろう。特にウラウラはトラブルメイカーなので要注意だ。

「むぅ……それは、私の魅力ではあの三人に負けるということか？　烈火」

　リアが不満そうな声を漏もらしながらずいっと顔を近づけてくる。

「いや、そういうわけじゃ」

「テトラだって負けないのです！」

　さらに逆側からテトラも迫せまってきて、俺は慌あわてた。

「ま、まぁまぁ待ってくれ。別にふたりに魅力がないってわけじゃ……」

　何とかフォローの言葉を探していると……視線。

　気がつけば、各方面――主に男子――から殺意を帯びた視線が俺に集中していた。

「何であいつだけあんなに親しげなんだ」

「あれ、例の波乱って奴だろ……」

「妹みたいな子がパジャマで弁当届けにきたって聞いて、それだけでも羨うらやましいのに、さらに年上まで……」

「あの生徒会長様にまで気に入られてるって話だぞ」

「ていうか旧校舎で毎日美人の先せん輩ぱいとふたりきりだって……」

　いつの間にか教室中に怨おん念ねんが渦うず巻まいていた。

「烈火……これじゃ商売にならないんだけど」

「あー、えっと、いやー」

　つみきにジト目で見られ、俺は冷ひや汗あせを流す。

「じゃ、じゃあ何か食べてから帰るよ」

「はぁ～、仕方ないわね～。一番高いのにしなさいよ」

　いやまぁ、ホントならすぐ出ていった方がいいんだろうけど、今はそうもいかない。

　ここまでさりげなく教室内や彼女たちの様子を窺うかがっていたが、特に違和感らしきものは見当たらなかった。

　例の〝４つの違和感〟はここにはないのか？

「はい。『のぞみや』の特製肉やきそば」

「っと、結構ボリュームあるな」

「千円ね」

「高ッ」

「特製だし」

　初しよっ端ぱなから痛い出費だが、まぁ迷めい惑わく料りよう込みなら妥だ当とうか。

　俺は千円札をつみきに渡わたし、紙皿の上で湯気を立てている肉やきそばに向き直る。

　特製肉、というのはリヴァイアサンの肉のことだと思うが、あれをこんな山盛り載のせているとなると味には相当な期待が持てた。

　食欲をそそる匂においに思わず腹が鳴る。

「うん。旨うまそうだ」

「でしょ？　早く食べなさい」

「いただきます」

　俺は割わり箸ばしを割って、ズズズーと肉やきそばをすする。

「うん！　旨い！」

　ボリューム。味。これなら確かに千円でも納なつ得とくかもしれない。

　学生にはやっぱりちょっと高いが……。

　俺の感想を聞いて、つみきはフフンッと胸を張る。

「それは当然よ！　なにしろウチの看板メニューだからねー。この私が丹たん精せい込めて作ったんだから、おいしいのは当たり前よね」

「ぶーーーっ！」

　思わず吹ふいた。

「ちょっ！　汚っ！　何なのよいきなり!?」

「げほっ、ごほっごほっ！」

　俺は咳せき込こみながら胸を叩たたいた。

　驚きすぎた心臓がバックンバックン鳴っている。

「烈火。大だい丈じよう夫ぶか？」

「どうしました？」

　リアとテトラも俺を心配してこちらへやってきて、床ゆかなどを拭ふいてくれる。

　彼女たちの余計な仕事を増やしたことは申し訳ないが……今のは不ふ可か抗こう力りよくだったんだ。

　だって。

「つみき。お前、いつからまともな料理作れるようになったんだ？」

　少なくともこの前つみきの作った料理を試食した時は、意識が銀河の彼方かなたまで吹き飛んでしばらく帰って来れないような味をしていた。

　おにぎりくらい単純な料理なら大丈夫だが、肉やきそば……焼くだけならまだしも、調味料を使う料理はマズい。普ふ段だんの彼女ならまず間違いなく失敗しているはず。

　そう、つまりこれは。

　これが普段とは違う部分――違和感だ！

　と、その時。

　パアンッ

　何かが小さくはじけたような音がして、

「ちょっとつみき！　何であなたが料理してるの!?」

　唐とう突とつに大声で叫さけんだのは、つみきのクラスメイト……確か、佐さ藤とうさんだったか。つみきの友達の。

「名前は『のぞみや』でやるけど、あなたは接客だけって約束だったでしょ!?」

「あ、あれ？」

　佐藤さんに怒おこられ、つみきはキョトンとしている。

　まるで自分が肉やきそばを作ったことなんて、覚えていないみたいに。

　しかし。

「……どうなってるんだ？」

　なぜ、俺が指し摘てきする今の今まで、誰もこのことに気がつかなかったのだろう？

　少なくとも佐藤さん、リア、テトラはつみきの料理の腕うでを知っているはずだ。三人もいるのに、誰も彼女が料理をしていることにツッコまなかった。

　俺はポケットから例の予告状を取り出す。




　――〝４つの違和感〟を捜せ。




　この手紙を出した主はいったい何者だ？

　どうやってこの状じよう況きようを作り出した？

　そもそもどんな方法を使ったらこんなことできる？

　ただ少なくとも……

「普ふ通つうじゃないのは間違いないよな」

　爆弾なんて手段取るから、てっきりそういう敵じゃないと思っていたんだが、どうもきな臭くさくなってきた。

　魔法か、超ちよう能のう力りよくか、はたまたもっと別の超常現象か。

　ともかく、そういった常識の埒らち外がいにある力が使われたのは確かなようだ。

　そうなると皐月たちの助力を得られないのはキツいが……。

「とりあえず、次だ」

　俺はリアとテトラに暇いとまを告げ、佐藤さんに怒られているつみきに手を振ふって、『出張のぞみや』をあとにした。




　　　　　▽




〝４つの違和感〟の内、ひとつ目を見つけた俺は廊下を歩きながら、こっそりとアールに話しかけた。

「さっきのあれ、おかしかったよな？」

「そうですね。つみきさんの料理自体もそうですが、それに本人どころか周囲の誰も気づいていなかったのも」

「おまけに俺が違和感に気づいた瞬しゆん間かん、全員の認にん識しきも元通りになった。いったいどうなってるんだ？」

　あの時、俺は本当にただ気づいただけだ。

　これといって特に何かしたわけでもないし、誰かが何かをした様子もなかった。

　ただ唐突に、全てがあるべき状態に戻った。

「俺が気づいたことそのものが戻るスイッチになった……？」

「あるいは烈火さんが違和感を声に出して指摘したから、ですかね」

「どっちにしてもやっぱり超常現象の類だよなぁ」

　催さい眠みん術じゆつという線も考えたが、それではつみきの料理がおいしくなっていた理由に説明がつかない。

　何にせよこの爆破予告事件には常識では説明できない能力が使われている。

　だがその能力がどんなものか、未いまだに見当がつかなかった。

「ん？　よう、問題児」

　考え込んでいると、ふと横から声をかけられた。

　俺をそんな風に呼ぶ人なんてこの学校にはひとりしかいない。

「桃音会長」

　いつも木刀ではなく竹刀しないを肩かたに担かついだ桃音会長は『お化け屋敷』と看板がかけられた教室の前に立っていた。

「ちょうどいい。お前ちょっとここ入れ」

「え？　あの、俺今忙いそがし……」

「いいから。問題がないか点検してこい」

「問題？」

　それ以上尋ね返す間もなく、俺は『お化け屋敷』の中に蹴り込まれる。

　ピシャリと後ろでドアが閉まる音がして、これは出口まで行かないと出してもらえそうにないと、俺は諦あきらめてため息をつく。

『お化け屋敷』なので当然中は薄うす暗ぐらく、足あし許もとがギリギリ見えるくらいだ。

　黒い紙を貼った板で進行ルートが作られており、それに沿って歩けば出口につく仕様らしい。

　しかし、開場からまだ一時間経たっていないとはいえ、まだ点検中とは……

「桃音会長にしては手て際ぎわが……いや、それだけ念入りにチェックが必要なのか？」

　まぁ、何しろ薄暗い中を歩かせるのだ。

　さすがに転ばせるような仕し掛かけはないだろうが、驚いた拍ひよう子しにどこかに体をぶつける可能性もある。

　そういうところまで考えると、最終チェックも念入りになるのだろう。

「いいんですか？　こんなことしていて」

　アールが『お化け屋敷』の中をキョロキョロしながら訊きいてくる。

　今は爆破予告の件で忙しいのに……ということが言いたいのだろうが、そんな興きよう味み津しん々しんな顔で訊かれても説得力がない。

「まぁ、確かここって常盤先せん輩ぱいのクラスの出し物なんだよ。もしかしたら、先輩に会えるかもしれない」

　結局、軽文部の出し物は期日までに決まらなかったので、常盤先輩はクラスの出し物を少し手伝うと言っていた。

　それに先さき程ほどのつみきの件を鑑かんがみるに、とりあえず「俺と関わりのある誰か」に違和感が仕込まれている可能性が高くなった気がする。

　常盤先輩がここのどこにいるかは分からないが、まぁぐるっと一周すれば会えるだろう。

　俺は蹴り込まれた時についた埃ほこりを払はらって立ち上がった。

「結構しっかりした造りだな……」

　入り口からまっすぐ――おそらく窓まど際ぎわまで――伸のびる道には、手始めとばかりに火の玉が浮ういている。

　火の玉は天てん井じよう付近にも浮いていて、どうやらこれが室内の光源らしい。

「……ん～？」

　それにしても随分とリアルな火の玉だな。

　明るさも、まるで本物が燃えてるみたいだ。

　いや、さすがにそれはないか。危ないし。

　まさかと思いつつ歩き出す……なんか火の玉、俺が近づくと自ら横に避さけてくれるんだけど……

　とりあえず、通路の角まで来た。

　たぶん、この先が本番だろう。

　角を曲がった瞬間に何が飛び出すか。

　多少覚かく悟ごを決めて、俺は角を曲がる。




　生首。




「どわあああああ！」

「あばあああ～」

　悲鳴を上げる俺の周りを、空飛ぶ生首がくるくる回る。

　リアル！　リアルすぎる！　まるで本物の生首が声を上げているようだ。

　生首はそのまま飛び去り、壁かべの向こうに消える。

「あー……ビックリした」

「すごいかんせいどですねー」

「どうした？　なんか棒読みだけど……」

「いえいえべつにー」

「？」

　アールが変だが、いつものことなのであまり気にしないでおこう。

　初っ端からいきなり驚かされたが、気を取り直して進む。

「うぼああああ」

「ぬああああ!?」

「ぎゅりぎゅりぎゅり」

「ぎゃああああ！」

「にゃああああああ」

「のわああああ！」

　何だホントに怖こわいぞこの『お化け屋敷』！

　唐から傘かさお化けとかぬりかべとか猫ねこのお化けとか、とても作り物とは思えない。

　ん？　猫のお化け……？

「……」

　俺が「あれ？」と思って立ち止まった時、今度は作り物の井い戸どから髪かみの長い女のお化けが無言で出てきた。

　って、この髪を下ろした姿、どこかで見覚えが。

「常盤先輩？」

「……」

　俺が問いかけると、女のお化けは急に井戸から身を乗り出してこちらに抱だきつき、

「ひゅ～どろどろ～……お化けだよ～」

　と、やや間まの抜ぬけた擬ぎ音おんを口にした。

「いや、あの、離はなれて」

　幽ゆう霊れいの仮装なのか、白襦じゆ袢ばんを着た常盤先輩に抱きつかれると、なんだか妙にいつもよりやわらか……

「あっ、これノーブラですね」

「ブフゥ!?」

　もしやと思っていたことをアールにさらりと言われ、俺はあさっての方向に噴き出す。

　なんて、俺たちがコントじみたやり取りをしていると。

「烈火だにゃー！」

「おぶぅ!?」

　突然の、腰こし。

　背後からタックルを喰くらった俺は常盤先輩ごと床にブッ倒たおれる。

「この声は、アイ？」

「そうだにゃ～。久しぶりだにゃ～」

　さっき猫のお化けが出てきた時、もしやとは思ったんだが……。

「なぁ、アイ」

「何かにゃ？」

「もしかして、この『お化け屋敷』本物の妖よう怪かい使ってないか？」

「そうだにゃ～。桃音に頼たのまれたにゃ～」

「やっぱりか」

　道理で火の玉とか生首が妙みようにリアルだと……というか、見たことあると思った。

　あれは全員、アイの時の妖怪騒そう動どうで見た連中だ。

　桃音会長の実家の吉き備び神社預かりになったと聞いていたが、まさか学校で『お化け屋敷』を手伝っているとは……

「天職じゃねーか」

「？」

　俺の独り言にアイが首を傾かしげる。

「烈火クン……」

「え？」

　下から声をかけられ、ハッとする。

　暗い部屋。

　はだけた白襦袢。

　俺の下に常盤先輩。

　端はたから見たらどう考えてもヤバい絵え面づらがここにあった。

「すっ、すみません！」

　俺は慌てて飛とび退のき、腰にアイを抱きつかせたまま急いで教室から飛び出した。

「問題児？」

「ぜーはーぜー……」

　教室の外で待機していた桃音会長に呼ばれるが、すぐには反応できない。

「そんなに怖かったのか？　随分と悲鳴を上げていたが」

「……そうですね」

　最後のは恐きよう怖ふとは違うけど、まぁ怖かったと言えば怖かったかもしれない。

「このへたれ！　大へたれ！　へたれ御おん大たい！」

　今はアールの暴言も甘あまんじて受けよう。

「それでどうだった？　指導は徹てつ底ていしておいたと思うんだが、あいつら妖怪だからな。やりすぎてるところがあったら言ってくれ」

「俺は実験台ですか……」

「いや、実行委員だ」

　ただの手伝いなのに……。

　まぁ慣れてるので、ため息ひとつで立ち上がる。

「えーと、内容自体は問題ないと思いますよ？　怖かったですし」

「そうか。なら一いつ般ぱん客きやくを入れても大丈夫そうだな」

「けど何で桃音会長が自分でチェックしなかったんです？」

「オレだとあいつらの方が怖がってチェックにならん」

　さもありなん。

「ん？　今失礼なことを考えなかったか？」

「いいえ、全然」

　俺がとぼけてみせると桃音会長はため息をつく。

　それから、ふと俺の腰にしがみつきっぱなしのアイを睨にらんで。

「で？　お前はいつまでそこでサボッているつもりだ？」

「にゃっにゃい!?」

「もうすぐ客を入れる。ちゃんとスタンバッてろ」

「分かったにゃ！」

　桃音会長は怖いのか、アイは慌てて『お化け屋敷』の中へ戻もどっていった。

　そんなやり取りをしていると、今度は廊下の向こうから桃音会長の名前を呼ぶ声がする。

　彼女と一いつ緒しよに振り返ると、副会長がこちらへ小走りにやってきていた。

　副会長は俺おれの顔を見て一いつ瞬しゆんムッとした表情をする。

　彼女は俺を女たらしと思っているので、会う度たびにこの反応だ。誤解が解ける目め処どは今のところ立っていない。

「会長。ここにいたんですか」

「応。どうした？」

「廊下に置かれた資材でトラブルです。通行の妨さまたげになっていると」

「風紀委は？」

「お昼を過ぎて車での来場者が増えてきましたので、グラウンドの仮設駐ちゆう車しや場じようの整理に追われています」

「そうか。ならトラブルの方はオレが行くか」

　そんなやり取りをして、桃音会長と副会長はこの場を離れようとしている。

「ま、待ってください！」

　その会長コンビを、思わず俺は呼び止めた。

　振り返るふたり。

「何？」

「何だ？」

　交こう互ごに疑ぎ問もん符ふで返され、俺はますます自分の顔が変な表情になるのを自覚した。

　今のふたりのやり取りはパッと見、何もおかしなところはない。

　トラブルの発生を聞き、解決に乗り出す桃音会長。

　その行動力・決断力もいつもと変わらない。

　でも……変だろ。

「さっきのプログラムにない花火の件は調べなくていいんですか？」

　資材のトラブルも問題だろうが、そっちはもっと大問題なはずだ。

　なにしろ誰だれが打ち上げたのかも分からない、そもそも打ち上げる予定もない花火だったのだ。

　それなのに桃音会長はここにいるし、警備を担当してる風紀委員は駐車場で交通整理をしていると言う。どう考えても変だ。

　それこそ桃音会長など真っ先に調べに向かいそうなものなのに。

　パアンッ

　……またあのはじける音が。

　そして。

「そうだった！　オレとしたことがうっかりしていたな……。副会長、資材の方はお前に任す。オレは少し校庭の方に出てくる」

「は、はい！」

　桃音会長は素す早ばやく告げると、副会長の返事をほとんど聞かずに走り出していた。

　どうやらふたつ目の違い和わ感かんも見つかったようだ。
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　特製肉やきそばで腹ごしらえはバッチリだったので、俺はそのまま三つ目の違和感を捜さがしに校内を回っていた。

　自分のクラスに戻って皐月たちの様子を見ることも考えたが、今は昼時。メイド喫茶は一番忙しい時間だろうから、充じゆう分ぶんな捜そう査さが行えないかもしれない。

　というわけで、向こうが落ち着くまで先に別のところを見て回ることにしたのだが……

「全ッ然、見つからん……」

　俺は昇しよう降こう口ぐちの小階段に腰を下ろし、盛大にため息をついた。

「そうですね～」

　アールの返事は相変わらず緊きん張ちよう感がない。

　校内のめだつところや、俺もよく行く場所、軽文部の部室など、捜せるだけ捜した。

　が、特にこれといった成果はなかった。

「こうなってくるとやっぱり、俺の知り合いに〝違和感〟は仕込まれてるのか？」

　つみきに桃音会長。

　今のところ違和感があったのは、場所ではなく人物に偏かたよっている。

　これが意図的なら、残りの違和感もまだ調べていない俺の知り合いに仕込まれているのかもしれない。

　まぁ、まだ断言はできないが、優先的に調べるべきという方針は変えなくてもよさそうだ。

　となると、次はやはり自分のクラスか。

　そろそろ昼の忙しい時間帯も終わるはず。

　と、行き先を決めて立ち上がったところで。

「レッカ様！」

「烈火」

　俺の名前。

　呼ばれた方を振り向けば、先程とデジャブを感じるような衝しよう撃げきが腰の辺りに走った。

「烈火にーちゃん！　遊びにきたぞ！」

「お、おう、ファム」

「もう！　ファムさん！　いきなり抱きついたら危ないですよ！」

　俺に突とつ撃げきしたファムと、それを窘たしなめるレイン。ふたりとも私服だ。

「まったくもう、何してるの？」

「レッカ様。大丈夫ですか？」

　さらに一歩遅おくれてやってきたのはシャーリーにハリッサ。こちらも私服だ。最初に声をかけてきたのはこのふたりらしい。

「何やってんだか……」

　一方、呆あきれた表情で俺を見下ろしているのはエル。やはり私服で、あれはたぶん皐月のお下がりだ。見覚えがある。

　ちなみにアンドロイドのガーネットもいて、シャーリーの後ろを静々とついてきている。彼女は倒れている俺を見て、ぺこり、と無言で会え釈しやくした。

「そういえば昼過ぎに来るって言ってたっけ。シャーリーがみんなを連れてきてくれたのか？」

「まぁ、いちおう保護者役だしね」

「ハリッサやエルも連れてきてくれてありがとな。楽しんでってくれ」

「烈火にーちゃんも一緒に回ろうよー」

　ファムが馬乗りになったまませがんでくる。

　一いつ瞬しゆん忙いそがしいからと断りそうになったが、

「ああ、いいぞ」

　と逆の答えを口にした。

「いいの？　忙しいんじゃ」とシャーリー。

「いや、あくまでこれは手伝いだから」

　そう言って俺は肩の腕わん章しようを引っ張ってみせる。

　手伝いというのは本当だし、それに……。

　今来たばかりのハリッサやファムたちにも、もしかしたら違和感が仕込まれているかもしれないし。

　一緒に回る内に何か気づけるかもしれない……というわけで、俺は調査がてら彼女たちに文化祭を案内することにした。

「さて、中と外どっち先に行く？」
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「外ー！」

　最初に勢いよく返事をしたのはファム。

　本格的なお祭りに比べれば少ないが、グラウンドにも出店が並んでいる。

「っと、走るなよ！」

　グラウンドは半分駐車場としても使われているので、車には注意しなければならない。徐じよ行こうするように風紀委が整理しているから、基本大丈夫だとは思うが。

「ったく、ほら」

「おっ！」

　危なっかしいので先走るファムと手をつなぐと、彼かの女じよはきょとんとした顔をした。

「……えへへへ～。烈火にーちゃんと手ぇつないだ～」

「もう走るなよ？」

「はーい」

　ファムは急に嬉しそうにして、ぶんぶんとつないだ手を振ってくる。

「「「「……」」」」

　なんか視線を感じる。

　主に俺の空いてる左手側に。

「烈火さん。私も人ひと混ごみで迷ってしまいそうですので、手をつないでもらってもいいですか？」

「レイン？　ああ、いいぞ」

「ありがとうございます」

　レインは喜んで俺の手を握にぎろうとするが――

「待ちなさい。レインは私がつないであげるわ」

　――シャーリーが横から彼女の手を取る。

「シャーリーさん？」

「何かしら？」

　なんか、レインとシャーリーの間でバチバチと火花が散ってる幻げん覚かくが見えるんだが……

「じゃっ、烈火。空いてる方の手は私とつなぎましょう」

「なっ！　シャーリーさん、それはあまりにもズル……」

　レインが抗こう議ぎの声を上げた時――そこに滑り込むようにして、俺の手を掴つかむ手があった。

「ハリッサ？」

「えへへ、ウチにだって権利はあります」

「「ぐぬぬ」」

　ドヤ顔するハリッサにぐぬぬするふたり。

「何なのかしら、この茶番」

　後ろでことの成り行きを見ていたエルが嘆たん息そくする。

「エル様も私と手をつなぎますか？」とガーネット。

「遠えん慮りよしておく」

　まぁとりあえず、俺とファムとハリッサ、シャーリーとレインがそれぞれ手をつなぎ、エルとガーネットはふたり並んで、という感じで出店を見て回った。

「ほらっ！　烈火にーちゃんこっちこっち！」

「ちょちょちょ、引っ張るなって」

　それにしてもファムは元気だ。

　我が慢まんできたのは最初だけで、気になるものを見つけるとすぐに俺の手を引っ張って走り出そうとする。

　まぁ、手だけは離さなかったので問題は特になかったんだが。

「完全に子供に振り回されるお父さんですね」とアール評。

　そこまで歳とし食ったつもりもないんだけどな……。

　なんて風に、俺がファムにばかり構っていると。

「……レッカ様！　ウチ、あれが食べたいです！」

「ん？」

　逆の手をぐいっと引っ張り、ハリッサが指差したのはチョコバナナの屋台だった。

「ああ、いいよ」

　俺は屋台に近づき、チョコバナナを頼む。

「何本だい？」

「二……いや、四本で」

　ハリッサとファムとレインと、あとエルの分を買い、全員に渡す。

「あら、私のは？」

「か、勘かん弁べんしてくれ」

　ニヤニヤしているシャーリーに対してちょっと情けない声を上げる。

　特製肉うどんも含ふくめて、結構出費が続いていた。まだ一日目なのに……。

「甘い！」

「おいしいです。ありがとうございます、レッカ様」

「チョコでデコレーションしてあるのですね」

「ふ、ふんっ、こんなもので買収なんてされないんだから」

　年少組にチョコバナナはおおむね好評なようだ。一番年下のエルだけなぜか意地を張っていたけど。

「あっ！」

　と、不意にハリッサが驚おどろきの声を上げる。

「どうした？」

「あっ、その……」

「？」

　何だろうと覗のぞき込こんで、ハリッサが声を上げた理由が知れた。

　おそらくチョコを触さわった指でシャツに触ってしまったのだろう。布に少しチョコがついてしまっている。

「あー……まぁ、帰って洗せん濯たくするしかないな」

「あう、すみません」

「いや、俺に謝あやまることないって。最近は洗濯もハリッサに任せっぱなしだし」

　俺が気にしなくていいと伝えると、それが嬉うれしかったのかハリッサは笑え顔がおを浮かべる。

　そして――

「じゃあ、お洗濯ついでに今日はお風ふ呂ろに一緒に入りましょう！」

　――なんて唐突にとんでもないことを言い出した。

「なっ、何言ってるんだ!?」

「？　いいじゃないですか～。たまには一緒に入りましょうよ！」

　ハリッサは軽く首を傾げたあと、また同じセリフを言ってくる。

　な、何なんだ？　ハリッサはいきなりこんなこと言うタイプじゃなかった気が……。

　しかも、彼女がこんなことを言っているのに、シャーリーたちは特に驚いた様子がない。「別に普通」といった表情だ。

　なぜ……いつもならここで大だい騒そう動どうが起こる場面なのに!?

「だったらあたしも烈火にーちゃんと入るー！」

「ファムさんはダメですよ！　ど……どうしてもと言うなら私も！」

　続けてファムとレインがそんなことを言い始める。

「こら、ふたりとも何言ってるの」

　こちらには反応を示すシャーリー。

　んん？

　何だこの……違和感……違和感!?

　ハリッサの突とつ然ぜんの宣言。無反応のみんな。レインの奇き妙みような物言い。

「シャ、シャーリー」

「何？」

「ハリッサがこんなこと言い出すのって、変じゃないか？」

「？　そう？」

　シャーリーは首を傾げる。

　今までなら違和感を指摘すると、パアンッ、と何かがはじける音がしていた。

　だが、今回は何の音も聞こえず、みんなの認識も元に戻らない。

　……違ちがう？　これじゃない？

　いや、そんなわけがない。

　となれば、指摘する部分が間ま違ちがっている？

「けど、どこが……？」

　思わず小声で呟つぶやき、ついジロジロとハリッサを見る。

「ど、どうしました？」

　いきなり凝ぎよう視しし始める俺にややたじろぐハリッサ。

　彼女が今日着てきているのは前に俺があげたお下がりだ。なぜか彼女はこれを気に入っていて、休日もよく着ている。

　見た目は特におかしなところはない。

　じゃあ、いったい？

「む～、烈火にーちゃん！　いつまでジッとしてんの！　早く次行こっ！」

「えっ、おわっ！」

　痺しびれを切らしたファムに急に引っ張られ、俺はバランスを崩くずす。

　そのままハリッサの上に倒れ込んでしまった。

「きゃっ！」

「わ、悪い！」

　慌あわてて彼女の上からどこうとして……ふと、変なことに気がつく。

　その……どこ、とは言わないんだが。

　もしかして。

「ハリッサ……もしかして、男になってないか？」

「え？　れ、レッカ様……？」

　パアンッ

　正解を告げる間の抜けた音が響く。

　やっぱりそうか。体――しつこいようだが「どこ」とは言わない――に触ったら、一発で分かった。

　これで違和感は三つ目……。

　と、確かに状じよう況きようは進展したのだが、新しい問題が一点。

「「「「烈火（にーちゃん）（さん）!!」」」」

　違和感を指し摘てきしたことで全すべてが元に戻り――つまりハリッサが女の子に戻ったことで、ある意味いつも通り、彼女を押し倒している俺に対して、みんなが怒いかりの声を上げた。
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　怒れる少女たちから逃にげるようにして、俺は校舎の中に逃げ込んだ。

「はぁ、はぁ……とりあえず、あとひとつか」

「ですねぇ」

　分かりきったことをアールと確かく認にんしつつ、俺は息を整える。

　だいぶ落ち着いたところで……改めてため息。

「ていうか、今回の敵は人の性別まで変えられるのかよ？」

　ちょっと何でもアリすぎないか今回の敵。

「それにしてもハリッサさんは男の子になってもかわいいままでしたね。まぁ、本官の任務的には男の子では困りますが」

「……そうだな」

「まぁ、とりあえず残る違和感はひとつです。愚ぐ痴ちってないで皐月さんたちのところへ行かれては？」

「了りよう解かい」

　アールに促うながされて膝ひざをパンッと叩たたく。

　それで気合いを入れて歩き出し、自分の教室へと向かった。

　時間は、もう二時を過ぎている。そろそろ三時だ。

　違和感が俺の知っている人に仕込まれているとしたら、ここが最後の本命となる。

　見つかれば問題ないが……いや、これ以上は今考えても仕方がないか。

　俺は自分の教室へ――『メイド喫きつ茶さゔぁんぱいあ』に入る。

「「「「いらっしゃいませー」」」」

　入って一歩目。一糸乱れぬあいさつに思わずビクッとなる。

「あー、烈火じゃなーい」

　と、そこでメイドの群れから飛び出してくる少女がひとり。イリスだ。

　ヴァンパイア＋メイドをイメージしたという衣装は、ブラックカラーを基調としていてロリータチックにまとめられている。

　前にロザリンドの屋や敷しきで彼女のメイド姿を見たことはあるが、あの時とはまた違ったデザインだ。こういうのも彼女にはよく似合っている。

「どう？　かわいい？」

　イリスは、しゃらん、とスカートを持ち上げて、優ゆう雅がにポーズを取ってみせる。

「ああ、凄すごいかわいい」

「やった！」

　イリスはツインテールをぴょこぴょこ跳はねさせて嬉しがる。

「フッ、ワシプロデュースのデザインじゃからな。当然じゃ」

　今回のロザリンドは自じ慢まん気げだ。彼女も同じメイド服を着ていて、こちらも当然よく似合っている。

「烈火。ほら、こっちに座すわりなさいよ」

「あっ、悪い悪い。入り口にずっと立ってたら邪じや魔まだよな」

　皐月に促され、俺は席につく。

『メイド喫茶ゔぁんぱいあ』はまぁまぁ盛せい況きようで、かき入れ時を過ぎたにしては上々の客入りだろう。

「ご、ご注文は何になさいますか……だ、旦那様？」

「ん？」

　顔を真っ赤にして皐月が注文を尋たずねてきたので、俺は安心させるように軽く笑う。

「いや、俺相手にまでちゃんと接客しなくてもいいって。恥はずかしいんだろ？」

「そ、そうだけど、そうじゃなくて……」

「？」

　接客練習の時も結構赤くなっていたからてっきりそう思ったのだが、見けん当とう違ちがいだったのだろうか？

「烈火さんを旦那様と呼ぶのが恥ずかしいんでしょう」

　横で見ていたアールはそんなことを言ってため息をつく。

「？」

　俺の推測とたいして違わない気がしたが、なぜそんな呆あきれ顔がおされているのだろう？

　とりあえず、飲み物を注文する。

「か、かしこまりました」

　まだ顔を赤くしたまま、皐月は注文を伝えにテーブルを離れた。

　と、そこへ、今度はイリスとロザリンドがそれぞれ俺の座るテーブルにやってくる。

「烈火ー。アタシとお喋しやべりしましょ」

「いや、いいのかよ？」

「いいのいいの。もうすぐ休きゆう憩けいだし」

「ワシもじゃ」

　そう口々に言ってふたりとも俺と同じテーブルにつく。

「アタシ今日はすごーく頑がん張ばっちゃったんだから。烈火にも見て欲ほしかったな～」

「あ～悪い。ほら、見回りがあったから」

　俺は言い訳として肩かたの腕章を指し示す。

「ホントに凄いお客さんだったんだよ？　もう大変だったんだから」

「それも全てワシのおかげじゃな」

　フフンッとロザリンドが脚あしを組み、椅い子すの上でふんぞり返る。

「今回の『メイド喫茶』は、ロザリンド気合い入ってたしな～」

「フッ、それほどでもない」

　彼女にしては珍めずらしく謙けん遜そんを口にしつつ、表情は得意気なままだ。

　その情熱を普ふ段だんの学校生活にも……と言いかけるが、俺も別に普段の授業に情熱を傾かたむけているわけでもないので口を噤つぐんでおいた。

「あっ、ふたりとも！　なにサボッてるのよ」

　お盆ぼんにジュースを載のせて戻ってきた皐月がイリスとロザリンドを見み咎とがめる。

「もう休憩だもーん」

「私たちの休憩は三時からでしょう？　まだ三分あります」

「皐月は相変わらずカッチンコッチンだね」

「何ですかそれぇ！」

「お主ぬしはアレじゃ……えーと、何だったか、ゆとり？　だったかのう。そういう心の余よ裕ゆうを持った方がいいぞ」

「ロザリンドさんまで……」

　女三人よれば姦かしましい。

　気がつけば『メイド喫茶ゔぁんぱいあ』はいつもの教室と同じノリになっていた。

　で、教室と同じノリということは……

「何であいつメイドさんひとり占じめしてるんだよ……」

「どう見てもツンデレの金きん髪ぱつツインテロリがすでにデレている……だと……」

「おかしいな。涙なみだで前が見えないや」

「というかあいつ、さっき美人ふたりと並んで歩いて、しかも幼女に囲まれてたぞ」

「こんな世の中絶対おかしいよ！」

　……おう、周りから向けられる殺意に満ちた視線もいつも通りだ。

「烈火さんあるところに修しゆ羅ら場ばアリ、ですね」とアール。

　勘弁してくれと思いつつ、無心でジュースを飲む。

「う～ん……けど」

　しばらく観察してみたが、今のところ三人から違和感は見つからない。

　見た目じゃ分からない系か？

　しかし、さっきのハリッサの例もあるし……。

　皐月とイリスはともかく、ロザリンドなら見た目じゃ分からない可能性もある、か？　いや、でもひと月ほど前に事故で鷲わし掴づかみにしてしまった時は、見た目よりはあったような……って、何思い出してるんだ俺は！

　捜すのは違和感であって、見るべきは胸じゃない。胸じゃないぞ。

　ぶんぶんっと頭を振ふり、思考を元に戻す。

　とまぁ元に戻してはみるが、やはり違和感は見当たらない。

「しかし……どうじゃ？　自分で着てみるのははじめてじゃが、使用人に身をやつすワシというのも、なかなかに乙おつなものじゃろう？」

　ふとロザリンドは流し目を送ってくる。

　俺が一瞬ドキリとして声に詰つまっていると、

「どうじゃレッカ？　グッと来るかのう？」

　そう言って脚を組くみ替かえ、返事を要求してきた。

　さすが吸きゆう血けつ鬼きというか、見た目は子供なのに、こういう時に醸し出される妖よう艶えんさは強きよう烈れつなものがある。

　いや、さすがにそれは言わないけど。

「えーと、まぁそうだな。ロザリンドもかわいいと思うよ」

「むぅ、そうではないだろう。ワシが言って欲しいのはもっと別のことじゃ」

　それとも、とロザリンドはつけ足し、椅子から腰こしを浮うかせて俺の方へと身を寄せる。

「ワシにも旦那様と呼んで欲しいのかのう、お主は」

　彼女はクイッと指で俺の顎あごを持ち上げ、視線を合わせる。

　その顔の近さときたら、このままキスでもするんじゃないかというくらい近くて……

「「何やってるのよー！」」

　皐月とイリスを怒らせるには充分だった。

「烈火はもうホントどうしようもなく烈火なんだから！」

　皐月は俺の制服の襟えりを掴み、がくんがくん揺ゆさぶってくる。

「ロザリンド！　アタシの目の前で勝手な抜ぬけ駆がけしようとするんじゃないわよ！」

「抜け駆け云うん々ぬんでお主に言われとうないわ！　以前、宇宙の遊園地までレッカを拉ら致ちったことをワシは覚えておるぞ！」

　イリスとロザリンドは行ぎよう儀ぎ悪く机や椅子の上に足を載せ、一いつ触しよく即そく発はつの空気で睨にらみ合あっている。

「ちょっと～三人とも？　ほら、もう交こう替たいの時間でしょ？　だから次の人にメイド服を……」

　さすがにこの状況を見かねて、クラスメイトの女子が皐月たちに声をかけてくる。

　時計を見てみれば確かに三時を過ぎてる。もう三人の休憩の時間だ。

　しかし。

「ダメ！　今日こそこのロリッ娘こにアタシの実力を分からせてやるんだから！」

「フンッ！　小こ娘むすめが粋いきがるでない！」

　と、イリスとロザリンドは見向きもしない。

「烈火ってばいつもそう！　私のメイド服だけ褒ほめてくれないし……いい加減怒るわよ！」

　皐月は皐月で俺の頭をシェイクするので忙いそがしそうだ。がくがくがく。

　……あれ？

　待った。

　これ、おかしくないか？

「さ、皐月」

「何よ!?」

「もう『三時』だぞ……いいのか？」

「休憩なんてどうでもいいわよ！」

「―――！」

　間違いない。これだ。

　皐月もそうだが、イリスとロザリンドも同じだ。

　もう三時になったというのに、誰もあのことについて触ふれない……！

「じゃあ、三時から一緒に文化祭を回るって約束はナシってことでいいのか？」

　いくら頭に血がのぼっているとはいえ、皐月たちがその約束を忘れるなんてとても思えない。

　パアンッ

　と、音がして。

「「「……あれ？」」」

　一瞬、三人は直前までの怒りを忘れたようなキョトン顔をして、

「そうだったわ！　烈火、今すぐクレープ食べに行きましょう！　ふたりは置いて！」

「何言ってるのよ皐月！　烈火はアタシと体育館のバンド見に行くのよ！」

「待たんかお主ら！　レッカはワシと校舎裏の駐車場に来ておる出張ベーカリーで、新作の食べ比べをするんじゃ！」

　あっという間に、いつも通りの俺の取り合いを始めた。

　……あれ？　さっきと状況自体あんまり変わってない？

　頭に血がのぼってるのは違和感が解ける前から継けい続ぞくされてるのか、皐月まで珍しくテンション高い感じのままだった。

　まぁつまり、いつも以上に彼女たちに振り回されて、文化祭一日目は無事終しゆう了りようした……ってことだ。
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　夜。

　自室に戻もどった俺おれは速そつ攻こうでベッドにダイブした。

「あ～～、想像よりもはるかに疲つかれた～」

　元々疲れるだろうとは予想していたが、想定外の出来事が起きすぎて予定よりもかなり体力を消しよう耗もうした気がする。

　まだ一日目だというのに、明日大だい丈じよう夫ぶか？

　明日は実行委員の手伝い案件で、合同で文化祭を開かい催さいしている十文字高校の方に顔を出す予定だ。

　響ひびきたちとも会う約束をしていたが、疲れた顔を見せずに一日過ごせるだろうか？

「……」

　明日のことを考えつつ、俺は制服のポケットから例の手紙を取り出す。

　あのあと――

『波乱烈火様へ

　おめでとう！

　ゲームクリアです。

　キミはやっぱりワタシの

　期待通りの人なのかな？

　　　　　　　　　かしこ』

　――と、このように手紙の内容が変化していた。

　結構気を張っていたので、途と中ちゆうですり替えられたという可能性はないと思う。

　なら自動で文面が変わった、ということなのか？

　とりあえず、ゲームクリアと出たあとも念のため校内を捜したが、予告状にあったような爆ばく弾だんは発見できなかった。

　ただのウソ予告状……にしては、起こった出来事が異常すぎる。

「結局、何が目的だったんだ？」

　それだけが最後まで解けなかった。

　この手紙を出した犯人はいったい何者なんだ？

　どうにもノドの奥おくに骨が刺ささったままのような終わり方だったが……そのことを考えるには、今日はあまりにも疲れがたまりすぎていた。

「明日、響にでも相談してみるか……」

　そう思い、俺は風呂に入るためにベッドから体を起こした。

　いや、もちろんハリッサとは入らなかったよ？　念のため。







第三話　波は乱らん万ばん丈じよう物語







　文化祭二日目。

　今日は予定通り、実行委員の手伝いで響ひびきの通う十文字高校に来ている。

　まぁと言ってもこれはたいした仕事じゃない。こっちの生徒会に顔を出して、文化祭の進行に問題はないか聞いてくるだけだ。

　昨日のような警備の手伝いはしなくていいと言われている。

　どうせなら十文字高の文化祭も楽しんでこいとも。

　桃もも音ね会長は俺が十文字こっちに知り合いがいるのを知っているので、たぶん気を利きかせてくれたのだろう。

「何だかんだ言って気を遣つかってくれてるんだよな」

　その辺が人気生徒会長として慕したわれている理由なのだろう。

　たまに強ごう引いんになるところは勘弁して欲しいが……まぁともかく。

　俺はさっくりと頼たのまれた用事を済ませて、響に会いに行った。

「よっ、待たせたか？」

「いいや、まだ約束の十分前だ」

　校門前で待ち合わせていた響は校舎の時計を見上げながら答えた。

「……」

「何だ？」

「いや……当然だけど、響も学校じゃ制服なんだな」

「あっ、当たり前だろう！」

　響は少し頬ほおを赤くして怒ど鳴なる。

「だ、だいたいセーラー服は前にも見たことあるじゃないか」

「ああ、そういえば」

　あれは確か……『カップルアフロ事件』の時だったか？

　カップルばかりを狙ねらう犯人をおびき出すために、ふたりで偽ぎ装そうデートをした時だ。あの時も彼女は「女の子らしく見せるため」セーラー服を着ていたっけ。

「まったく……キミはボクを何だと思ってるんだ？」

「まぁほら、響とは私服で会うことが多いから」

「キミのところは男女ともブレザーだったか？」

「ああ。近くにある星川中学もブレザーだし、セーラー服って普段はあんまり見ないんだよな」

　星川中学はレインとファムの通っている学校だ。

　そこも来週末に文化祭があるらしいので、ぜひ来て欲しいとふたりに誘さそわれている。

　そういえば彼女たちは今日も三橋高校の文化祭に行っているのだろうか？　今日、俺がこっちにいることを伝え忘れていたが……まぁ、皐さ月つきたちもいるし、俺がいなくても楽しんでいってくれるだろう。

「っと、そろそろ待ち合わせ時間か。今日は誰だれが来るんだっけ？」

「チェルシーにエリシア、シャーレンが一いつ緒しよに。リュンとソフィの精せい霊れい姉妹はコロナが連れてくると言っていた。あと霧きりもヅィータと来るそうだ」

「ああ、霧とヅィータも来るんだっけ。ていうか、霧がこの辺に住んでたなんて知らなかったなぁ」

「まぁ、会ったのが北海道だったからな」

　だからてっきり北海道に住んでいるのかと思っていたが、あれは単に怪かい獣じゆうを迎げい撃げきするためにマスコットのスタモンの力で移動しただけらしい。

「ヅィータも来るってことは、また番組の打ち合わせかな……」

　俺は少し愚痴っぽく呟いてしまう。

　宇宙の特とく撮さつ監かん督とくであるヅィータの作る番組『超ちようリアルタイムヒーロー伝説』、その主役のひとりであるギンガグレイト役……それが俺だったりする。

　番組自体は不定期放送なのだが、呼ばれたら最後宇宙のどこかに潜ひそむ悪の組織とか怪獣とかと戦う羽目になる。ギンガビューティー役の霧はノリノリなのだが、基本一いつ般ぱん人じんな俺には毎回命いのち懸がけの撮さつ影えいだ。

　まぁその辺の事情も全部、俺の自じ業ごう自じ得とくなので仕方ないが。

「大変なのは分かるが、まぁその……ボクからは頑張れとしか言えないな」

「……頑張る」

　俺はふぅと息を吐はき、先さき程ほどの響と同じように校舎の時計を見上げる。

　もう十時になるかと思うが……

　ドンッ

　その時、誰かが背中にぶつかった。

「おっ？」

「え？」

　自分でも不可解なほどバランスを崩した俺は、響に向かって倒たおれる。

　倒れる間ま際ぎわ、間近に迫せまった彼かの女じよの顔は完全に虚きよを突つかれた表情をしていた。

　お互たがいに、避さけることもできずに倒れ込んで、

　ゴチンッ

　最後に、頭に衝しよう撃げきがきた。

　一いつ瞬しゆん目の中に火花が飛んで、意識が飛ぶ。

　だがそれはほんのまばたきの間のことで、すぐに俺は意識を取り戻した。

「イタタタ……」

　手を伸のばし、ズキズキする額を押さえる。

　これは赤くなってるかもな……。

　頑張って目を開けるが、若じやつ干かん涙なみだ目めになっていて前がよく見えない。

「響も大丈夫か？」

「ああ、何とか……」

「……」

「……」

「「ん？」」

　俺と響は同時におかしな声を上げる。

　いや、ちょっと待った。

　なんか……声が。

　俺のセリフが響の声で、響のセリフが俺の声で聞こえなかったか？

　それに、どうして覆おおい被かぶさったはずの俺が、彼女に押し倒されてる？

　どうして胸の上に人体の重みを感じる？

　どうして背中に日光で温められたアスファルトの熱を感じる？

　俺は慌てて制服の袖そでで涙を拭ぬぐった。

　そして、最初に目に飛び込んできたのは制服の――セーラー服の袖だった。

　バッと腕うでをどかしてみれば、そこには見覚えのある顔。

　というか、俺の顔。

　目の前にある俺の顔は驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　たぶん、俺も同じ表情を浮かべている……倒れた瞬しゆん間かん、俺と響の間に鏡が滑り込んだというなら整合性の取れる状じよう況きようかもしれないが、生あい憎にくと鏡なんてない。

「……」

　俺はチラリと自分の体に視線を向ける。

　胸に……見覚えのない膨ふくらみがあった。

　ああ、クソ。そろそろ認めなくちゃならないのか？

　俺は冷ひや汗あせをだらだらと流しながら、目の前の俺に最終確認をすることにした。

「お前、響か？」

「やっぱりそっちは、烈れつ火か、なのか？」

　逆に質問が返ってきたが、まぁ、確定だろう。

　俺と響の心と体が入れ替わった。

　状況的に、そういうことらしかった。




　　　　　▽




「どうする……？」

「どうすると言われても……」

　俺と響は校門前の地べたに座り込んだまま途と方ほうに暮れていた。

　頭をぶつけて人格が入れ替わるとか……いや、ベタだけどさ。

「実際に起きてこれほど困る超常現象ってないよな」

「かもな……」

　いつも俺よりずっと冷静な響ですら、生返事しか返せないほど弱りきっていた。

　……ええい、落ち込んでばっかりいても仕方がない！

　彼女には毎回助けてもらっているのだし、たまには俺が頑張らねば。

「よしっ！　とりあえず、元に戻る方法を何か試ためしてみよう」

　俺は気合いを入れて立ち上がり、響を促す。

「何かって、何だ？」

「何でもだ。もう一回頭をぶつけるとか」

「まぁ、ジッとしていても始まらないか」

　響もやる気になってくれたようで、彼女も立ち上がる。

　……と。

　普段の感覚でいたら、自分の方が相手に見下ろされて軽くビビる。

　そうか。今は響が俺の体に入ってるから視線の高さが逆に……ていうか、響って意外と背が低かったんだな。

「……」

　自分を見上げるという不思議な感覚に、しばし呆ほうける。

「烈火？」

「あ、いや！　悪い」

　声をかけられ、ようやく正気に返る。

　今は元に戻ることを考えないとな。

「えーと、じゃあ響から、いいか？」

「ボクから？」

「俺じゃ届かないから」

　精いっぱい背せ伸のびしてみせるが、お互いの頭をぶつけるには高さがどう見ても足りない。

　となると、響（俺ボディ）の方から頭ず突つきをしてもらわなければならなかった。

「そうか。そうだな……うむ、どうにもいつもと感覚が違うから」

　響は響で、自分の方が俺より背が高いことに慣れていないようだ。

　まぁ、ともあれ。

「えーと、じゃあ……」

　響はこちらの肩の上に手を置き、狙いをつけるように額と額を合わせる。

「どのくらいの強さでいけばいいと思う？」

「さっきは結構な勢いだったからなぁ……思いっきりでいいんじゃないか？」

「自分で自分に頭突きしようとしてるみたいで変な気分だ……」

「ははっ、まぁ傍はた目めから見たら何しようとしてるんだって感じだよな」

　あれ？　よく考えるとこれって、男が女の子に頭突きする図に見えるのか？

「ちょ、ちょっと待った。響」

「どうした？」

「いや、少し人目のつかないところに行こう。これ、他人から見たら相当ヤバい」

　何なら暴行罪で通報されたっておかしくないレベルだ。

「あっ、確かにそうだな」

　響も分かってくれて、額と額を離はなそうとするが、

「……何やってるの？　ふたりとも」

　横から、誰かに声をかけられる。

「「え？」」

　俺と響が同時に振り向くと、そこには呆あつ気けにとられた顔のチェルシーが立っていた。

　いたのは彼女だけではなく、エリシア、リュン、ソフィ、コロナ、シャーレンの五人もいる。コロナだけはメイド服、その他のみんなは私服だ。

　そして、そのみんなが揃そろって、チェルシーと同じような表情を浮かべている。

　その中で唯ゆい一いつ、顔を真っ赤にしたリュンが、

「いいい今、ふたりともキッ、キスしようとしてなかった!?」

　と、俺と響を指差して叫さけんだ。

「「え？」」

　言われて、また俺と響は互いの顔を見合わせる。

　近い。

　改めて、お互いの顔の距きよ離りを意識する。

「「わあ！」」

　まず響が驚おどろいたように俺から離れた。

　一拍ぱく遅おくれて、俺も今の俺たちが端はたから見て、頭突きをする以外に何をしようとしている風に見えていたのかに気づいた。

　確かに今のはキスする恋こい人びと同士の距離だ。

　見えているのが自分の顔だったせいで、まるでそういう考えに及およばなかった。相変わらず髪かみの毛けツンツンしてるな、とかしか考えていなかった。

　だが、たった今ここに居合わせた彼女たちにはそうは見えない。

「待った！　誤解だ！」

「どこが誤解なのよ!?　じゃあ何をしようとしてたって言うの!?」

「いやその、頭突きを」

「意味分かんない！」

　仰おつしやるとおりですとしか言いようがなかった。頭突きって何だ。

「いや、でもホントなんだ！」

「うるさーい！　待ち合わせ場所で待ち合わせ時間にそんなことしてるなんて趣しゆ味み悪すぎよ！　あたしたちに見せつけようとしてたわけ!?」

　リュンは完全に怒いかり心頭といった感じで拳こぶしをぷるぷる震ふるわせている。

　風がざわざわとざわめき、風の精霊である彼女の怒りに呼応しているようだ。

「ナミーも何とか言ったらどうなの!?」

　と言いつつ、リュンは俺の隣となりを睨にらむ。

　あっそっか。今は響が俺の体に入ってるのか。

「……あ、いや！　うん。えーと、そうだな」

　響も遅おくれて反応し、しどろもどろに言葉を探している。

　言い訳に慣れていないのか、ずっとあーとかうーんとか言っていたら、ますますリュンは不ふ機き嫌げんになって、

「……もう！　ハッキリしないならあたしから訊きいてあげる！　ナミーはヒビキのことが好きなわけ!?」
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　とキレ気味に響を問いただした。

　響の人格が入った俺は大おお慌あわてで、

「ちちち違ちがう！　そそそそんなわけあるかあー！」

　と真っ赤になって叫んだ。

「れっ、烈火がこのボクのことを好きだなんて！　そんなことあるわけが……」

　顔を赤くしたまま大声で喚わめく響だが……

「「「「「「「……」」」」」」」

　全員、そんなもん聞いちゃいなかった。

　彼女たちの視線は全すべて、響が「この」と叫んだ時、思わず掴つかんだものに吸い寄せられていて。

「……？」

　響もそこでようやく、自分が伸ばした手の先に視線をやり、

　むにんっ

　と、彼女は俺の胸を鷲掴みにしていることに気がついた。

　これが普段なら、まぁ変ではあっても特に問題ない。

　だが、今の俺の体は響の体で、響の人格は俺の体に入っているのだ。

　つまり、対外的には「烈火（俺）が響（彼女）の胸を掴んでいる」ように見えるわけで……

「いい加減にしなさいよー!!」

　リュンはついにキレた。

　彼女がいよいよ本気で風魔ま法ほうを発動させようとして。

「『刻印マーク』！」

　それよりも先に、シャーレンが響――つまり俺の体――に『刻印マーク』の魔法を当てた。

　そして。

「『奪取ステイール』！」

　続く魔法で、響――しつこいようだが俺の体――を奪い去る。

「「「「「「あっ！」」」」」」

「あはははっ！　烈火君はいただいていくわねー！」

　その手て際ぎわのよさときたら怪かい盗とうそのもので、あのコロナですら止める暇ひまもなかったほどだ。

「ちょっ！　待ちなさいよコラー！」

「烈火君を置いていきなさーい！」

「後こう輩はいを強ごう奪だつするなど許さんぞ！」

「待ってよお姉ちゃーん！」

　シャーレンを追って、みんなも土つち煙けむりを上げて去っていく。

　おおう……ある意味いつもの光景なんだが、外から見ると改めてとんでもない絵え面づらだな。俺、いつもあんな風に追いかけられてるのか。

「いやはや、烈火さんが本官から離れていくなんて滅めつ多たに見られませんねー」

　アールはどうやら俺の人格側にくっついてくるようだ。

　まぁ、それは特に問題ないとして、俺の体どうするかな……

「そういえば、チェルシーは追わなくていいのか？」

　と、俺は唯一この場に居残った彼女に尋たずねる。

「追いたいけど、でも響のことも心配だし」

　この場合、「響」とは俺のことだろう。

「それにしてもお姉さん驚いたわー。いつの間にそんなに仲が進んでたの？」

「いや、ちょっと待った。これには事情があって」

　俺は響と人格が入れ替わってしまった経けい緯いをチェルシーに説明した。

「はぁ……それで人格を戻すために、もう一回頭突きを？」

「そういうこと。だから、あれは断じてキスをしようとしてたわけじゃ……」

「了りよう解かいりょーかい。もうからかわないわよ」

　チェルシーは手を振ってその先を遮さえぎる。

　それから彼女はまじまじと俺のことを見てきて。

「へぇー、それにしてもこの響の中に烈火君がね～。ホントに烈火君の周りって何でもアリよね～」

「ホントにな……」

　俺とチェルシーは揃ってため息をつく。

　春からこっち、何度同じことを思ったか分からないが、たまには俺にやさしくして欲ほしい。世界に。

「はじめの文化祭くらい、もう少し普ふ通つうに楽しみたいんだけどな～」

「……」

　思わず愚ぐ痴ちる俺を、チェルシーはジッと見て……急にニッと口角を上げた。

「よしっ、それじゃあ私と一緒に回りましょう」

「えっ、でも響を探しにいかないと……」

「大丈夫よ響なら。別に、命に関かかわるような問題じゃないんだし。文化祭を周りながらゆっくり探しましょ？」

　確かにチェルシーの言う通りでもあるが。

「けど響の姿で響の学校を歩き回るのもなぁ」

　どこでどんなボロを出だしてしまうか分からない。

　ヘタにドジしたら、今後の彼女の学校生活にも関わってくる。

「それくらいなら私がサポートしてあげるわよ。大丈夫だって、それとも……」

「？」

「私と回るのは、嫌いや？」

　チェルシーは少し寂さびしそうに目を伏ふせる。

　そんな表情をされたら……

「嫌なわけないって……。そうだな、じゃあ一緒に回るか」

　俺はチェルシーの提案を承しよう諾だくし、彼女と文化祭を回ることにした。

　まぁ、実際校内を回る方が響たちと合流するのにも手っ取り早いだろう。その道中のサポートをチェルシーがしてくれるなら、何も問題はない。

「でも、何かあった時はホントに頼むな？」

「お姉さんに任せなさいって……ふふっ、ラッキー」

「？　どうかしたか？」

「ううん。烈火君とデートできて嬉うれしいなーって」

「デッ!?」

「さっ、行きましょ！」

　変な声を上げる俺の腕を取り、チェルシーは校門の中へと引っ張っていく。

　十文字高校は近くの公民館を駐ちゆう車しやスペースとして借りているそうで、学校のグラウンドにも出店が溢あふれていた。

　じゅわじゅわと焼きそばの焼ける音や、ジャンボたこ焼きを勧すすめる売り子の声があちこちから聞こえてくる。

「それにしても活気あるなー」

「烈火君の学校はそうでもないの？」

「いや、負けてないと思うけど、ウチはグラウンドの出店は少なかったから」

　校門から入って即そく、こんな道の両側に出店がところ狭せましと並んでいるなんて光景はなかった。

　桃音会長辺りが聞いたら悔くやしがりそうだな……と。

「烈火君。私あれやってみたいわ」

「ん？　ああ、型かた抜ぬきか」

　チェルシーが指差した屋台を見て俺は呟つぶやく。

「へぇー、型抜きっていうんだ」

「最近はわりと珍めずらしいかもな。板状のお菓か子しを型の線に沿って、爪つま楊よう枝じとかでくり抜いていくんだ。だから型抜き。綺き麗れいな形で抜けたら景品か賞金がもらえる」

　ちなみにここは景品がもらえるようだ。まぁ学校の文化祭で賞金はまずかろうが。

「やってみましょ、烈火君」

「うーん、やるのははじめてなんだよな」

「なら、ふたりで初体験ね」

　チェルシーは笑え顔がおで言って、型をふたつ買ってくる。

「あ、お金」

「いいわよ別に。それに今は自分のお財さい布ふ持ってないでしょ？」

「あとで返す」

　今の俺のポケットに入っているのは、当然ながら響の財布だ。勝手に開けるわけにもいかないので、ここはチェルシーに立たて替かえてもらおう。

　とまぁ、それはひとまず置いておいて。

　型抜きに初チャレンジだ。

「どっちが早く抜ぬけるか勝負しましょう」

「おうっ」

　というわけで、流れで型早抜き勝負となった。

　まぁふたりで黙もく々もくと型を抜いていくのもおもしろくないので了りよう承しようし、目の前の板菓子を抜くことに集中する。

　十分後。

「はい終わりー！」

「ぐあーっ、あと少しだったのにー！」

　僅きん差さで決着はついた。

「ふふっ、意外と簡単ね」

「もうちょっとだったんだけどなー」

　響の手だと力加減が……いや、言い訳だな。

　とりあえず、残りの部分をちゃちゃっと抜いて、ふたりして景品を受け取って型抜き屋をあとにした。

「烈火君は何もらったの？」

「文化祭で使える金券。へぇー、ウチの高校でも使えるみたいだな」

　その辺、合同文化祭だなという気がする。

「次はどうしよっか？」とチェルシー。

「何か食べるか？」

「うーん、お腹なかはまだ空いてないかなー」

「なら……」

　俺もそこまで腹は減ってなかったので、何かちょうどいいものはないかと屋台を見回す。

「あっ、射的とかどうだ？」

「いいわねー」

　というわけで、今度は射的屋に入る。

　一回百円とは随ずい分ぶんと安いが、棚たなに並んでいる景品も安そうなのでバランスは取れているようだ。

　逆に安いので、ヘタな「見せ景品」もなさそうだし、瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいで景品棚に固定している様子もなさそう。純じゆん粋すいに射的を楽しめると考えれば、いい屋台に思えた。

「烈火君。自信は？」

「射的はわりと得意だな」

「じゃあ、また勝負しましょうか」

「今度こそ勝つぞー」

　気合いを入れて俺は台の上に身を乗り出し――胸の辺りに奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。

「？」

　何だろう息苦しいと思って見下ろせば、そこには台に挟はさまれてぐにっと形を歪ゆがめたふたつの膨らみと谷間が。

「うわっ！」

　慌あわてて体を起こし、苦しそうな胸を圧あつ迫ぱくから解放する。

　そして、つい異常はないか確かく認にんしようとして……ギリギリのところで、胸に触さわるのは控ひかえた。危なかった。

「えー、そこで手を止めるんですか？　『おっぱいを揉もむ』なんて、男の子が女の子になったらやりたいことベストファイブに入るじゃないですかー」

　アールは不満そうな声を上げるが、俺は心臓がバクバク高鳴って文句をつけるどころじゃない。

　あ、危なかった。本気で危なかった。

　これは響の体なのだ。つまり、胸も彼女の胸……それに無断で触るところだった。

　異常だって、きっとない。たぶんない。女の子の胸というのは、意外と形が変わるものなのだ。

　――そこで、俺おれはさっき響自身にこの胸を鷲わし掴づかみにされた時の感かん触しよくを思い出して。

「～～～！」

　顔が熱くなるのが自分でも分かる。

　女の子が胸を触られた時の感覚を知る日が来るとは思ってもみなかった……まさか、あんな。

「あーもう！」

　ぶるぶるぶると頭を振ふって、それ以上そのことについて考えるのをやめた。

「あのー、お客さん？」

　射的屋の店員が、心配そうな声をかけてくる。

　そりゃ射的をやろうとして、いきなりこんな変な行動を始めたら不安に思われても仕方がない。

「すみません。すぐやります」

　俺はまだ熱い頬を押おさえてから、改めて射的の銃じゆうを構えた。ただし、今度は台から胸を浮うかせたやや不自然な格好で。

「くすくす」

　そんな俺を見ながら、チェルシーはおもしろそうに笑っていた。
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　射的屋をあとにした俺たちは途と中ちゆうで搾しぼりたてジュースのお店を見つけ、そこで金券を使ってジュースを買った。

「今のところ、私の二連勝ね」

　チェルシーはジュースに口をつけつつ、にこやかに自じ慢まんした。

「うぐぐ」

　俺は悔しがってみせるが……さっきの勝負は勝敗より胸が気になって、正直それどころじゃなかった。

　これは早く響を見つけて元の体に戻もどった方がいい気がしてきたぞ……。

「あっ、烈火君。次、あれやりましょ」

「ん？」

　チェルシーがそう言って指差したのは、目盛りのついた背の高いオブジェだった。

　目盛りはオブジェの中心の塔とうの部分についていて、塔自体は三メートルくらいある。目盛りには得点が書かれていて、高いところほど高得点。目盛りの横には上下に動く矢印がついていた。

　そして塔の根元にはパンチングマシーンの殴なぐる部分みたいな丸い物体があって、『ここを叩たたけ』とご丁てい寧ねいにプリントされている。

　で、そのオブジェの横には一本の巨きよ大だいなハンマーが置いてあった。

「えーと、『ふたりでハンマーチャレンジ』？　ハンマーでここを叩くのか？」

「叩くと矢印が上がるみたい。それでどれだけ高得点を出せるか競きそうゲームみたいね」

「まぁ要するに思いっきりぶっ叩けばいいのか」

　パンチングマシーンのハンマー版というわけだ。

「やーいらっしゃい！　お姉さんのチャレンジも大だい歓かん迎げいだよ！」

「じゃあ、私たちふたりでお願い」

　チェルシーは店員にそう言ってふたり分のお金を払はらう。

「よしっ、それじゃまた勝負で」

「何言ってるのよ。『ふたりで』って書いてあるでしょ？　これ、ふたりでハンマー振るのよ」

「えっ？」

「ほらっ、早く」

　チェルシーに言われるがまま、俺は彼女と一緒にハンマーの柄えを握にぎる。ハンマーはやたらデカかったので、ふたりで左右から持っても柄には充じゆう分ぶんな余よ裕ゆうがあった。

　そこはまぁ、問題なかったのだが……。

「烈火君。もうちょっとこっち寄って」

「あ、ああ」

　俺は言われた通り、チェルシーの側に寄る。

「もっともっと。密着しないと上う手まく力入れられないでしょ？」

「そうだけど……その、くっつきすぎというか」

「いーじゃない別に。今は烈火君も女の子なんだし、私は気にしないわよ」

「いや、そうじゃなくて俺がね……」

　俺は小声で反論するが、チェルシーには届かない。

　ふたりで左右からハンマーを持つと、これが意外とお互いの体が密着する。離れると力を入れづらいし、どう考えてもふたり用の遊びじゃない気がするんだが……

　チェルシーはチェルシーで無ぶ遠えん慮りよに体を寄せてくるし、その……「俺の」胸と彼女の胸がむぎゅっとくっついて、やたらと妙みような感覚が背筋をかけのぼってくる。目のやり場にも困るし。

「さっ、行くわよ～」

「お、おう！」

「せーの！」

「～～～！」

　ハンマーを振り上げようと力を込めた時、またさらに密着度が上がって、とんでもない触しよつ感かんが脊せき髄ずいを通して脳みそにビシバシと届く。

　俺はもうヤケクソ気味に、思いっきりハンマーを振り下ろした。
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『ふたりでハンマーチャレンジ』を終えて、ひと息。

「景品はぬいぐるみか～。うさぎよりパンダがよかったわね～」

「パンダ好きなのか？」

「好きよ。かわいいもの。ああ見えて意外と獰どう猛もうなの、パンダ」

「……」

　そこがかわいいポイントなのだろうか？

　まぁ、好きの基準は人それぞれなのでツッコむのはよそう。

　俺たちはグラウンド脇わきの階段に腰こしを下ろして、かき氷を食べていた。

　普通にしていればそこまで暑いわけでもないのだが、体を動かすと少し汗ばむ。さっきの『ふたりでハンマーチャレンジ』でおおいに汗をかいた俺にはちょうどいい。

「なんだか校舎に入る前から結構遊んじゃったわね」

「だなー。響とみんなは中かな？」

　呟いてから、後ろの校舎を振り仰ぐ。

　たぶん、何かとめだつ集団だから、近くにいるなら必ず騒さわぎを起こしているはずだ。それが見当たらないということは、きっと校舎内で響（俺ボディイン）を取り合って熾し烈れつなバトルがくり広げられているのだろう。

「なんだか響の顔でそう言われると、変な感じね」

「あー、まぁそうかもな」

「でも喋しやべり方かたはあんまり違和感ないかもね。一いち人にん称しようが違うだけで」

「響もわりと男っぽい喋り方する方だしな」

　桃音会長ほどではないが。

「まっ、ちょっと変則的だけど、烈火君を独ひとり占じめできて私はラッキーね」

　うさぎのぬいぐるみを手て許もとでくるくる回しながらチェルシーは微ほほ笑えむ。

　そう言われるとなんか……テレるな。

「さ、さてと、そろそろ響を探しにい……」

　こう、と言いかけて、俺は声を途と切ぎれさせる。

「烈火君？」

「……」

　チェルシーの呼びかけに答える余裕もない。

　俺は今、体内で起きた重大な異変に対処するので精いっぱいだった。

　それは即すなわち――尿によう意い。

　冷や汗をダラダラと垂らしながら、俺は気持ち内うち股またになる。

　状じよう況きようは、最悪。

　先さき程ほどのジュースとかき氷がマズかったのか、少し考えれば分かりそうなものだが……響に聞かれたらまた呆あきれられる。

　いや、今回は呆れられるだけではすまないかもしれない。

　こんな……彼かの女じよの体でトイレなんて……。

「～～～」

　想像しただけで脳みそが沸ふつ騰とうしそうなくらい恥はずかしい。あり得ない。絶対に踏み込んではならない領域だ。響に絶交されても文句は言えない。

　ここは当然、我が慢まんの一択たく……なのだが、女の子の感じる尿意というのは、こんなにも痛つう烈れつなものなのか？　男の時はもう少し我慢できた気がするが……あれか、出口が男よりも近いから……

「烈火君」

「……？」

　思考に没ぼつ頭とうすることで尿意を紛まぎらわせていた俺だったが、チェルシーに肩かたを揺ゆすられ、少しだけ彼女の方に視線を向けた。

「あの、間ま違ちがってたらごめんね……もしかして、トイレ？」

「……」

　ごめん、とは言っているが、ほとんど確信を持っている感じの声こわ音ねだった。

「……ああ」

　隠かくし通とおせそうもなかったので、素す直なおに頷うなずく。

　チェルシーはあちゃ～と頭をかいて。

「まっ、生理現象ですもの仕方ないわ。行きましょ」

「いや、でも……」

「我慢のしすぎはよくないわよ。病気とかにもなっちゃうんだから」

「けど……」

　さすがにこれはそう簡単に折れるわけにはいかない。

　と言いつつ……着実に限界は近づいていて、途中で、うっ、と変な声が漏もれてしまった。

　脚あしはますます内股になり、目め尻じりに涙なみだまでたまり始めている。

　チェルシーはそんな俺を見て、はぁ、とため息をつき。

「女の子の体ははじめてなんだから、我慢のコツとか分からなくても烈火君のせいじゃないわよ」

「……チェルシ～」

「このことは響に黙だまっててあげる。私と烈火君だけの秘密ってことで、ね？」

　唇くちびるに指を当ててイタズラっぽく笑うチェルシーが、この時は聖母に見えた。

　本当に響には悪いと思ったし、このことは墓にまで持っていくと心に誓ちかったあと……

「……すまん」

「はいはい。フォローはするって言ったしね。分からないこともあるだろうから、私も手伝ってあげるわ」

「……重ね重ねすまん。助かる」

　正直、ひとりで立っているのもツラかったので、俺はチェルシーに手を引いてもらい、ノロノロとカメのような速度で女子トイレを目指した。

「男の子が女の子になったらやりたいことベストスリーに入るイベントですね、烈火さん」

　なぜかグッと親指を立ててアールは戯たわ言ごとをほざく。

　アールの口をガムテープでふさげるならふさぎたい。

　その後もまぁいろいろと大変だったのだが……俺と響の名めい誉よのために、このことは口外しないでおく。あとチェルシーには一生分の借りができた。
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　そうしてある種本日最大の危機を乗のり越こえ、トイレを出た直後。

「あっ、響さんにチェルシーさん！　こんにちは！」

「「ん？」」

　やっとひと安心できたところで声をかけられ、ふたりして振り返ると、

「今着きました！　すぐ会えてよかったです！」

「霧。こっちは徹てつ夜や明けで頭ガンガンしてるんだ。もう少し音量落とせ」

「はい！　すみません！　ヅィータさん！」

　そこには中学校の制服を着た霧と、頭を押さえてしかめっ面つらをしているヅィータがいた。

　どうやら今さっき文化祭にやってきたようだ。

「……このふたりには俺のこと話した方が良いかな？」

「……ダメじゃない？　たぶんトイレから出てきたところ見られたし」

「……確かに」

　俺はチェルシーとこそこそ話をしたあと、がっくりと肩を落とした。

　本当のことを教えた方が手っ取り早いのだが、タイミングが悪すぎた。響の体でトイレに入っていたってことが、これ以上広まるのはマズい。

　今まではチェルシーとふたりきりである意味気楽だったが、ここからは秘密を守らないといけないので緊きん張ちよう感も倍増だ。

「……まっ、私が上う手まくフォローしてあげるから。自然にしてれば大だい丈じよう夫ぶよ」

　チェルシーはそう言って、肩をぽんっと叩いてくれるが……。

「……」

　自然って何だろう？

　つまりいつもの響っぽくということなんだろうが……あれ？　響っていつもどうしてたっけ？

　変に意識すると余計に分からなくなっていく。

　頭の中がぐるぐる回る。

「ん？　どうした響。変な顔をして」

「えっ!?　あっ、いや、俺は大丈夫ですよ!?」

「……烈火君。ボク、ボク」と小声で耳打ちしてくるチェルシー。

「あっ！　ボクは大丈夫ですよ！」

「そうか？　そうは見えないけどな」

　ヅィータは怪け訝げんな顔をしてみせるが、それ以上は特に何も言わなかった。徹夜明けの頭痛が抜けないのか、痛そうに頭を押さえている。

「響さん響さん。烈火がどこにいるか知りませんか？」

　霧がズズイッと顔を近づけて尋ねてくる。

　実は烈火なら半分ここにいるのだが、正直に答えるわけにはいかない。

「あー、えーと、どこだったかな？　なんか、みんなと先に行っちゃって」

「響さんたちを置いてですか？　烈火らしくないですね」

　きょとん、と霧は小首を傾かしげて頭の上に「？」マークを浮かべる。

「えええっと」

　何か上手い言い訳を、と考えるが咄とつ嗟さに思いつかない。

　と、そこで。

「シャーレンが烈火を強奪して、そのまま逃とう走そうしちゃったのよ。で、みんなはそれを追いかけていったってわけ」

「シャーレンさん？　って、誰だれですか？」

　チェルシーが上手く話を引ひき継ついでくれたおかげで、霧の注意が俺から逸それた。

　もうちょっとでボロを出しそうだった……。

　俺はこっそり安あん堵どのため息をつきつつ、チェルシーに感謝の念を送る。

　次からは気をつけないと。とりあえず、ボク、だな。

　口の中でボクボクと呟いていると、不意に霧が歓かん声せいを上げた。

「あれ！　あれ食べませんか!?」

　霧が指差したのはアイスと書かれた旗だった。

「霧。だから大声出すなって……」

「アイス食べれば頭痛も治りますって、ヅィータさんも食べましょっ」

「何？　地球のアイスにはそんな効果が」

　あったかどうかは覚えていないが、まぁ霧の熱ねつ烈れつな希望もあり、俺たちは『手作りアイス屋』をやっているクラスに入ることにした。

「いらっしゃいませー」

　教室の中には食事用のテーブルと、スーパーやコンビニで見るような巨大なクーラーボックスが設置されている。その中には色とりどりのアイスがカップに入れられて並んでいた。

「わああー！　おいしそー！」

　霧がまた歓声を上げ、目をキラキラさせる。

　並べられている商品は旗に書いてある通り手作りらしい。カップには味と値段が書かれた簡素なシールラベルが貼はられていた。

「どうせならみんな違う味買いましょう！」

「徹夜明けに一番効くのはどれだ？」

　ハイテンションの霧にローテンションのヅィータ、それに俺とチェルシーもそれぞれ味を選んでアイスを買う。

　アイスとスプーンを受け取り、四人でテーブルに着いた。

「やっほー！　おいしそー！」

　霧は待ちきれないといった感じでアイスにスプーンを入れる。

　で、ぱくり。

「ん～～～お～いし！」

　これまたオーバーリアクション気味に脚をぱたぱたさせる霧。

　おおう、何と言うか……女子中学生って感じだ。

　これが若さか、とか言いそうになったが、よく考えたらイリスもわりとこんな感じでいつもハイテンションだった。

「ああ～、疲つかれた脳みそに冷たいものは効くな～」

　隣となりでアイスを食べるヅィータが妙に疲れてるから、霧のテンションの高さが際きわ立だつのかもしれない。あ、いや、別にヅィータが歳とし食ってるとかそういう意味ではなく。

「響さんは食べないんですか？」

「あっ、いや、食べるよ」

「早くしないと溶とけちゃいますよ～」

　にこにこと指し摘てきされ、俺も慌ててアイスをひと口。

「どうですか？」

「うん。こっちもおいしいよ」

「オレンジもおいしいわよ。手作りにしてはやるわね～」

　俺とチェルシーもおいしいおいしいと言いつつ、もうひと口。

　これは自分の体に戻ったあともう一回食べにきてもいいかもしれない。

「響さん。そっちのひと口もらえますか？」

「え？」

　不意に霧に頼たのまれ、俺はスプーンを咥くわえたまま一いつ瞬しゆん固まる。

　ああ、なるほど。全員違ちがう味にしようと提案したのはこういう理由か。

「いいよ」

「どもです！　じゃあ、先に私の分からどうぞ！」

　そう言うと、霧は自分のアイスをスプーンですくって俺の方へ差し出してくる。

「え？　え？」

「ああ～！　早くっ、落ちちゃいます！」

　確かに多く取り過ぎたのか、スプーンの上のアイスの塊かたまりがぐらぐらと揺れている。

「いや、自分のスプーンで食べるから、そっちは霧が食べていいよ！」

「無理です～、自分の方に落とさず戻す自信がありません～」

　肘ひじをちょっとでも曲げたら落としそう、と霧は涙目で言ってくる。

　仮に霧がこのアイスを落としたとして、そのあと俺が俺の分を食べていいと言っても、たぶん彼女は断るだろう。で、もう一度自分のアイスをすくって差し出してくる。そういう性格だ。

　仕方ない。

「い、いただきます」

　ぱくり

　俺はなるべくスプーンに触れないように霧のアイスを食べた。

「～～～」

　前に響とカップルジュースを飲んだ時と同じくらい恥ずかしいな、これ。

「どうですか？」

「ああ、霧のもおいしいな」

「よかったです！　じゃあ、次私もお願いしまーす！」

　霧は嬉うれしそうに言って、口を開ける。
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　まるで餌えさをねだる子犬のようにかわいらしい仕草だが……食べさせ合いっこって、なんかやるとなると恥ずかしいな。俺が男だからかもしれないが。

　まぁ、自分が食べる時よりはまだ幾いく分ぶんか難易度は低い。

「えっと、じゃあ……」

　と、俺が自分のアイスをスプーンですくおうとした時。

「いた！」

　突とつ然ぜんの大声とともに、闖ちん入にゆう者しやが俺たちのテーブルに現れた。

　というか、それは俺――

「やっと見つけたぞ！　どこに行ってたんだ!?」

　――正確には、俺の体に入った響だった。

　なんか……心なしかボロボロになってる気がするんだが。

「何があったらそんなになるんだ？」

「……君が普ふ段だんどれだけ苦労してるのか身に染しみたよ」

　物もの凄すごくしみじみと言われる。それはそれでなんか嫌だな……

「……あっ、ちなみに霧たちには俺と響が入れ替わってるのは内ない緒しよでよろしく」

「……分かった。ややこしくなるから、ボクもシャーレンたちには話してない」

　お互たがいに小声で軽く情報をやり取りし、了りよう解かいと頷く。

「烈火！　久しぶりだね！」

「おー、今日も大変そうだなー。今、次に潰つぶす悪の組織調べてるから、また頼むな」

　現れた「俺」を見て、霧とヅィータが各おの々おののあいさつを送る。

　ていうか今ヅィータさらっと大変なこと言わなかったか……？

　響の顔で反応するわけにもいかないので黙っておいたが、あさっての方を向いて頭を抱かかえたくなった。

「あっ！　で！　で！　響さん！　続き続き！」

　ところが霧の催さい促そくで、俺の思考は現実に戻される。

「続きって？」

「アイスの食べさせ合いっこしてたんですよ！」

　霧は元気よく答えるが、それを聞いた響の表情はピシッと固まった。

　いや、俺の顔なんだけどね。

「……ッ！」

　響にはなんか凄すごい目で睨にらまれたが、俺のアイスを食べるのをワクワクしながら待っている霧を見ると、さすがにこの食べさせ合いっこを中断するわけにもいかない。

「あ、あ～ん」

「あーー……んっ！　ん～おいし～！」

「ぐぬぬぬ」

　笑顔でアイスを食べる女子中学生と、それを悔しそうに見つめて拳こぶしを握る男子高校生……端はたから見るとシュールな光景だ。その片割れが俺の顔をしていると思うと、何とも言えない気分になる。

　そんなひと幕が行われている教室内に、

　ダンッ！

　と、ひと際大きな足音が響いて、誰かが入ってきた。

「あっ、コロナ」

「しまっ!?」

　教室に踏み込んできたコロナを見て、響が呻うめき声ごえを上げる。

「後こう輩はい。ここにいたか」

　突然、メイド服を着た紫むらさき髪がみの美女の登場に室内は騒そう然ぜんとなっている。

　当人は構わず中へ入ってきて、一気に響との間合いを詰つめた。

　ゼロ距きよ離りまで詰めた瞬しゆん間かん、むぎゅっ。

「やっと捕つかまえたぞ」

「むぐぅ～～！」

　元魔ま王おうの腕わん力りよくに抗あらがえず、彼女の胸の中で悲鳴を上げる響。

　ああ、俺っていつもあんな目に遭あってるのか……。

　そりゃクラスメイト（男子）から殺意のひとつも向けられるわ。

「今いま更さらになってようやくご自分のラッキースケベぶりを自覚されましたか？」

　アールはやれやれと肩を竦すくめている。

「むぐぐぐ」

　響は響でどう対処すべきか迷っている風だった。

　男俺の体で女性相手に、どの程度まで抵てい抗こうしていいのか分からないようだ。

「さあ、我われと一いつ緒しよにロシアンたこ焼きなるものを食べにいくぞ」

「あーあー、ちょっと待った。コロナ」

　響を抱だき締しめたまま教室から出て行こうとするコロナを俺は頑がん張ばって引き留める。

「むっ？　何の用だ、響？」

「えーと」

　こういう時、響なら何と言うんだろう……？

　俺が次のセリフを言いい淀よどんでいると、そこへ。

「「「見つけたー！」」」

　リュン、エリシア、シャーレンの三人が教室のドアを壊こわす勢いで飛び込んできた。

「チッ！　もう追いついてきたか」

「怪かい盗とうの手から逃にげ出だすなんて、やるわね烈火君！」

「ああああ！　こ、今度はコロナのむっ、胸に！　もう許さないわよナミー！」

「私なんか烈火君に会うの久しぶりなんだから、少しくらい譲ゆずってくれてもいいじゃない！」

「「「断る！」」」

　エリシアの訴うつたえは満まん場じよう一いつ致ちで却きやつ下かされる。

「逃げるぞ後輩！」

「あっ、待て！」

　今度は止める間もなくコロナは響を抱えたまま窓から教室を飛び出し、三人もそれを追いかけていく。

　残されたのは俺たちと、教室のざわめき。

「嵐あらしみたいな連中だったな」

「ていうか何なんだあの男……？」

「あんなに美人とか美少女に追い回されて」

「ウチの学校の制服じゃないだろ」

「あれ、三橋の奴やつじゃねーか？」

「つーかあいつさっき廊ろう下かで見たぞ。そこでも女の人に追いかけられてた」

「俺はクレープ屋であの赤毛のお姉さんと一緒にクレープ食ってるの見たぞ」

「クソッ、人ンとこの高校まで来て何見せつけてくれてるんだあの野や郎ろう！」

「俺、三橋のダチからあいつの話聞いたことあるかもしんない」

　あちこちで交かわされているのはそんな会話。

　なんか、着実に十文字でも俺の噂うわさが根付き始めているような気がする。

「響。大丈夫？」

　事情を知るチェルシーが俺を気き遣づかうように訊きいてくる。

「俺も頭痛がしてきた……」

　俺は眉み間けんに指を当てて頭痛を堪こらえた。

「ま、待ってー。おねえ……ちゃん」

　その時、姉から数分遅おくれてソフィが息も絶え絶えに教室にやってきた。

「ソフィ」

「あ……響お姉さん」

「おー、大丈夫かお前？」

　ヅィータもさすがに心配して、ソフィに手を貸して自分の椅い子すに座すわらせる。

「ほれ、あたしのアイス食っていいぞ。少し溶けてるけど」

「あ、ありがとうございます」

　ソフィはひと口アイスを食べて、ほう、と息をついた。

　どうやら姉を追いかけて、延々と校舎内を走り回っていたらしい。

　しかし、彼女の体力では追いかけるのが精いっぱいで追いつくのは無理だったそうだ。

　このまま追いかけっこに参加し続けて、文化祭を楽しめないのはかわいそうだな……。

「このあとはボクたちと一緒に回るか？」

「え……いいんですか？」

「ああ、もちろん」

「でも、えっと、お姉ちゃんが」

「ボクたちも烈火を探してるんだ。烈火を見つければ、自然とリュンも見つかるだろ」

「じゃあ、一緒に回ってもいいですか？」

「いいよ」

　というわけで、俺たちはソフィもメンバーに加え、再び校内を回り始めた。

「響お姉さん。あれは何ですか？」

「あー、あれは……」

　ソフィは子供らしく好こう奇き心しん旺おう盛せいで、いろんなものに興味を惹ひかれては俺の服の袖そでを引っ張った。俺もチェルシーたちも空気を読んで、ソフィが入りたいと言った出し物に積極的に入る。

「ふふっ、ソフィちゃんがいると、なんだか私にも妹ができたみたい」

「子こ守もりは霧だけで手いっぱいなんだがなぁ」

「ちょっとー！　ヅィータさんそれどういう意味ですかー！」

　そんな感じで、五人で校内を巡めぐる。

　途中、何度か響たちとニアミスしたが、結局接せつ触しよくすることはできずに時間は過ぎた。

　そうやって午後もだいぶ過ぎた頃ころ。

「響っ」

「ん？」

　ふと誰かに呼び止められ、俺おれたちは立ち止まる。

　振り返ると、なんだか見覚えのある少女がいた。だが、直接の知り合いの顔ではない。

　響の名前を呼んだからには彼女の知り合いか友達なのだろうが、どこで見たんだったか……

「えーと……ひ、久しぶり？」

「？　今朝も会ったじゃない。記き憶おくをどこかに落としてきたの？」

　少女は怪訝な顔で首を傾げる。

　記憶どころか人格ごと別物に入れ替わっちゃってるんだが……言わないけど。

「……どうもそうみたいだ。ボクの記憶どこに行ったのかな？　ちなみに、君の名前は？」

「もしかしてからかわれてる？　叶かなえよ」

「あー、思い出した」

　例の『カップルアフロ事件』の折に、街中ですれ違った日ひ傘がさの少女だ。

　確か響の親友のはず。病弱と聞いていたが、文化祭には参加していたようだ。

　叶はもうとため息をつき、

「そんなこと言われると私でも落ち込むわよ？　ま、いいから行きましょ」

「行くって、どこへ？」

「それも忘れちゃったの？　もうすぐ私とあなたのシフトの時間じゃない。早く教室行くわよ。そちらは響のお友達？　ごめんなさい、そういうことなので、この娘こ借りていきますね」

「えっ、あっ、ちょ」

　叶は俺の手を引っ張って歩き出してしまう。意外と強ごう引いんだ。

　しかし、シフト、か。おそらく何かの出し物の当番のことだろう。響だってこの学校の生徒なのだ。そういう用事があることは予想してしかるべきだった。

　のんびりしすぎたかな……と叶に手を引かれながら反省しつつ、転ばないように階段を下りる。

　ところで響のクラスは何の出し物をしているのかを訊きたかったが、これ以上叶に変に思われるのは、今後の響の高校生活に悪影響を及およぼしかねないので自じ重ちようしておく。どうせ教室につけば分かるのだ。

　と……軽い気持ちでついていったら、

「「「いらっしゃいませー！」」」

　とても個性的な衣装に身を包つつんだ方々に出で迎むかえられた。

「って、叶ちゃんじゃない。響ちゃん捕まったんだ」

　そう言って腰に手を当てるのは、マントを羽織って吸きゆう血けつ鬼きみたいな格好をした少女だ。

　その後ろには魔ま法ほう少女や、何かのアニメに出てくるっぽい不思議制服を着た少女が並んでいて、ほかにも様々な衣装を着た少女や男子たちが給きゆう仕じをしていた。

「……コスプレ喫きつ茶さ？」

「はいアタリ。それも忘れてたの？」

　思わず漏らした俺の声に、叶は嘆たん息そくする。

「まーったく！　他校の男子といちゃこらして時間を忘れるとはけしからん。はよ着き替がえといで」

　先程の吸血鬼少女が苦く笑しようしながら言って、俺と叶に衣装を渡わたしてくる。

　叶のは白い看護服。

　俺のは……執しつ事じ服？

　まぁ、これなら響にも似合いそうだし、俺的にも着るのにさほど抵抗は……

「って、着替えてくる!?」

「？　何を当たり前のこと驚おどろいてるの？　響」

　つい叫さけんだ俺に、今度は変なものを見る目で叶が訊いてくるが、それどころではない。

　執事服はまぁいいとして……着替え？

　響の体に入ったまま……俺がするのか？

　いやいやいやいや大問題だろ!?

「おおー！　これは男の子が女の子になったらやりたいことナンバーワンのイベント！　ただし表ランキングですがね。裏ランキングは烈火さんにはまだ早いです」

　表にしろ裏にしろどっちにしろヤバいわ！

　胸中でアールにツッコミを入れている間に、俺はまた叶に手を引かれて教室を出る。

　そして連れてこられたのは……女子更こう衣い室しつ。

「待った！　ちょっと待った！　ホントにここだけはマズい！」

「ここ以外どこがあるって言うの？　まさか外で着替えるつもり？」

　場合によってはそっちの方がいいかもしれん……いや、どっちだ!?

「響」としては女子更衣室に入るのが正解に決まってる。だが「俺」としては当然大問題だ。なんなら逮たい捕ほエンドまであり得る。

　さっきの女子トイレの場合、俺自身はずっと目をつぶっていて、諸もろ々もろは全部チェルシーに手伝ってもらって大体事なきを得た（本当にコトがナカッたのかは置いといて）。

　だが今回はチェルシーのサポートもない。

　というかトイレと違って、更衣室は当然個室なんかないだろう。たとえチェルシーがいたとしても、叶の目の前で彼女に着替えを手伝ってもらうのはいくら何でもおかしい。あらぬ噂のひとつふたつ立とうというものだ。

　さすがにこれは逃げの一手か……と、俺が半ば覚かく悟ごを決めた時、叶が不意ににまーっと笑った。

「ははーん」

　にまにまと笑いながら、叶は俺の顔を下から覗のぞき込こむ。

「響ったら、今日烈火さんが来るから、もっと女の子らしい格好したいの？」

「え？」

　予想していないところから俺本来の名前が出てきて戸と惑まどいの声を上げる。

「響に執事服は似合うけれど、確かに女の子らしさには欠けますからね。愛いとしの殿との方がたの前で着るのを躊ちゆう躇ちよしてしまうのも、分からなくはないです」

「えっ、あの、愛しの、って……？」

　わけが分からず俺が問い返すと、叶はクスクスと笑った。

「いいんですよ、別に。隠さなくても。毎日のようにあの方の話をする響の顔を見ていれば分かります」

　――どくん

　何だ……？

　俺、もしかしてとんでもないところで、とんでもなくアンフェアな方法で、とんでもないことを聞いてしまいそうになってないか？

　どくんっ　どくんっ

　心臓が異様な早はや鐘がねを打つ。

「響は烈火さんのこと――」

　叶は何も知らず、その先を言おうとする。

　俺は全身が痺しびれたみたいに硬こう直ちよくしたまま、続きを聞きそうになって。

「ちょっと待ったああああああああ!!」

　そこへ、必死な形相をした「俺」こと響が現れ、物凄い勢いでこちらに突とつ進しんしてきた。

「えっ？」

「きゃっ」

　叶は驚いたように横へ避さけたが、硬直していた俺は避けられなかった。

　そのまま、ドシーッン、と盛大な音を立てて俺と響は激げき突とつし、

　ゴチンッ!!

　と、脳天と脳天で玉たま突つき事故を起こした。

　一緒にもつれ合うようにして壁かべか何かにぶつかり、床ゆかに倒たおれる。

「イテテテ……」

　痛む額を押おさえて体を起こす。

　この痛みは今日二度目だ……。

「だ、大丈夫か？　響」

「ああ、何とか……」

　……あれ？

　声が、戻もどってる？

「「!?」」

　俺と響は驚いて顔を見合わせる。

　俺の下に響がいて、響は俺を見上げていた。

　も、元に戻ってる！

「戻ってる！　戻ってるよな、響？」

「ああ！　間ま違ちがいない！」

　お互いに喜びを分かち合い、思う存分笑った。

　というか本当にもう一度頭をぶつけたら元に戻るとか、安直！

　まぁ別にそれで全然構わない。シンプルイズベスト。

「と、ところで烈火」

「ん？」

「か……叶が言いかけていたこと……最後まで、聞こえたか？」

「……」

　彼かの女じよが最後に言いかけたこと。

『響は烈火さんのこと――』

「……いや。最後はよく聞こえなかったな」

「そうか」

　響はホッと息を吐はいて、安堵の表情を浮うかべる。

「いい加減立つか」

「そうだな」

　俺は響に手を貸しながら立ち上がり、ふと周りを見て――硬直した。

「「「「……」」」」

　そこにいたのは、半はん裸らで脱ぬぎかけの服で体を隠かくした少女少女少女少女。

　みんな、物凄い目で俺のことを睨んでいる。

　響も遅れて振り返り、彼女たちの視線に気がついてビクッと肩かたを竦めた。

「……あ」

　不意に、響が声を漏もらす。

「ここ、女子更衣室だ」

　ああ……さっき一緒にもつれ合って倒れた時、ぶつかったのは壁じゃなくて更衣室のドアだったのか。

　気がついた時にはもう遅おそい。

　響の呟つぶやきがキッカケになったのか、少女たちは大きく息を吸って、

「「「「きゃああああああ！」」」」

　悲鳴を、上げた。

「ごごごごめんなさい！」

「「「「死ねえええええヘンタイ！」」」」

　飛んでくる罵ば声せいとキック。

　弁解する余地もなく、俺はボロ雑ぞう巾きんになるまで制裁を受けた。

　その後、響や叶の証言もあり、何とか逮捕エンドにだけはならずに済んだ。

　が、俺が女子更衣室に乱入したという情報はいつの間にか拡散し、十文字高にいたチェルシーたちは元より、皐月たちやエル、そしてもちろん――

「ついに他校でまで問題を起こすとは、覚悟はできているな？　問題児」

　――俺を十文字高へ派は遣けんした桃音会長の知るところとなり、言葉では言い尽くせないような重たい罰ばつを受けることになるのだが、それはまた三橋高に帰ってからの話――




　　　　　▽




　――時間は響たちと別れ、十文字高を出る直前に遡さかのぼる。

「いやー、今回ばかりは本官も『烈火さん死んだかな？』と思いましたよ。肉体的にではなく社会的な意味で」

「……」

　アールのシャレになってない冗じよう談だんを聞きながら、俺はなるべく身を小さくして校舎から校門までの道程を歩いていた。

　そりゃあんな事故があったあとじゃ身を縮こまらせたくもなる。

　どうせなら蟻ありんこにでもなって門をくぐりたいくらいだ。

　そうして可能な限りめだたないように、できるだけ速すみやかに十文字高を出て、ほっと息をついた直後。

「見ーつけた」

　誰かとすれ違いざま、そんな声が聞こえた。

「!?」

　やっぱり逮捕しに来た!?

　と、わりと本気でビビッた俺は思わず後ろを振り返ったが、

「……」

　そこには誰もいなかった。

「？」

「どうかしましたか？　烈火さん」

　少し先に行ったアールが振り返って尋たずねてくる。

「……いや、何でもない」

　訝いぶかしげに思いつつ俺は前を向く。

　気のせいにしては妙みように耳に残る声だったが……はて？

　小さな疑問が微び妙みようなしこりとなって頭にこびりつく。

　なんだか、この前の爆ばく破は予告事件といい、細部においてスッキリと謎なぞの解けない事件が続いている気がする。
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　大筋では解決しているのだから、問題、と言うほどでもないのかもしれないが。

「しっくりこないな……」

　虚こ空くうに向かって独り言を呟いたあと、俺は改めて十文字高校の校門をくぐって帰路に就ついた。







第四話　何でもできる不自由者







　ついにやってきた文化祭三日目。最終日。

　例年なら二日で終わる文化祭のまさかの延長戦。

　昨今は文化祭の開かい催さい自体ですら反対する親がいるというのに、いったいどんな手を使って期間の延長など行えたのか？

　興味本位で桃もも音ね会長に尋ねてみたが、ニッ、と笑われるだけで教えてはもらえなかった。

　来年も同じことをやりたいなら自分で考えてみろ、そんな笑え顔がおだった。

　まったくあの人にはつくづく敵かなわないと思わされる。

　まぁ、そんな裏事情は置いといて。

「そろそろかな？」

　俺は三橋高校の校門の前で、ある人物を待っていた。

　この三橋・十文字合同文化祭の最後を飾かざる予定の超ちよう重じゆう要よう人物だ。

　彼女をここに呼ぶのが、実は俺の最大の仕事と言っても過言ではない。

　正直、このために桃音会長は俺に実行委員の手伝いをさせたのではないかと思うほどだ。彼女の人望なら、俺なんかよりよっぽど役に立つ人手を集めることなんて容た易やすいのだから。

「アール。ちょっと上から見てきてくれよ」

「そんなに慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶでしょう。だいたい、あの方は一いつ介かいの高校生と違ってご多た忙ぼうなのですから、少々の遅ち刻こくくらい大目に見て差し上げたらどうです？」

「そうじゃなくて。彼女は有名人なんだから、誰だれかに絡からまれてたら大変だろ？」

「面めん倒どう臭くさいです」

「本音言いやがったな」

　俺とアールがやいのやいの言い合っていると、ふと視界の端にこちらへ走り寄ってくる少女が映る。

「お、お待たせ」

「走ってこなくてもよかったのに。大丈夫か？」

「うん。平気……」

　そう言いつつ、彼女は――言こと塚づか澪みおは何度か深く息を吸った。

　国民的アイドル「ＭＩＯみお」である彼女は、今日は変装用の帽ぼう子しに度の入ってない眼鏡をかけている。

「ここまで誰にも正体バレなかったか？」

「うん。ウィッグもないし、あとはこうやって眼鏡もかけてれば、今までバレたことないよ」

　澪は自信満々に頷うなずく。

　そこまで言うなら大丈夫だとは思うが、今日はしっかり俺が彼女を守らなければ。万が一にでも彼女の正体がバレてパニックにでもなったら、また桃音会長にどやされかねない。

　なにしろ彼女には、文化祭のラストをライブで飾ってもらうのだから。

「澪はいつも忙いそがしいのに、今日はありがとうな」

「ううん。烈れつ火かの頼みならいつでも聞くよ」

　澪はにこっと笑顔でそう言ってくれる。

　ホントにいい子だ。ネットや雑誌で「天使」と絶賛されるのも分かる。

「ライブは後夜祭からだから、それまでは文化祭を楽しんでってくれ」

「うん。烈火は？」

「俺も一緒に回るよ。会長にもいざという時は、澪のために肉にく盾だてになれって命令されてるから」

「そんな、命令って……」

　澪は眉まゆをひそめる。

　っと、誤解させてしまったようだ。

「ははっ、会長なりの冗談だって。そんな心配しなくていいよ」

「そう？　よかった。烈火にＳＰみたいな真ま似ねしないで欲ほしいもん」

　エス、ピー……？

　ああ、そうか。澪の場合、リアルに護衛とかがつくことがあるのか。

　テレビとかでも、雪崩なだれのようなファンからアイドルを護まもる黒服の人、というのは目にすることがある。

　たぶん、さっきの「澪のために肉盾になる」というのも、彼女からしてみれば冗談ではなく本当にあり得る光景なのだろう。

「まぁ、ヤバい時は一緒に逃げような」

「うん」

　俺と澪は笑って頷いて、会話にもひと息つく。

「じゃあ、中入るか。見たいものってあるか？」

「とりあえず回ってみたいかな。あっ、つみきにも会っていきたいかも」

「了解」

　請うけ合って歩き出そうとして、

「あのっ」

　澪に呼び止められる。

「ん？」

「手……つないでくれる？」

　やや口ごもりながら、澪は頼たのんできた。

「……ん。分かった」

　若じやつ干かんテレるが、俺は首しゆ肯こうして澪に手を差し出す。

　彼女は嬉しそうに掴つかんできた。

　少々気き恥はずかしいけれど、万が一にもはぐれるわけにはいかないので、これくらいがちょうどいいか。

　そう自分を納なつ得とくさせ、彼女と一緒に校舎内に入る。

　俺は上うわ履ばき、澪はスリッパに履き替えた。

「さて、まずはどこ行くかな」

　この学校の校舎はふたつに分かれており、本校舎の方に学生の教室があるのでそちらがメインになる。だが特別教室棟とうの方にも部活動の展示などがあって、まったく何もないわけではない。

「最初は静かな方がいいかな……いろんな意味で」

「？　じゃあ部活の出し物の方、先に見て回るか」

　いろんなって何だろうと思いつつ頷く。

「まぁ、他のヒロインさんたちと会ったら静かにとはいかないですよねぇ」

　アールはやれやれと首を横に振りながら、いつも通り俺についてくる。

　特別教室棟の方は、予想通り人が少なめだった。

　主に文化部の展示がメインなのだが、やはり客引きも本校舎と比べて派手じゃない。食べ物系の出し物がゼロなのもその原因か。

　ともすればすぐに飽あきてしまいそうな場所だったが、思いのほか澪は楽しんでいるようだった。

「ほぇー、刺し繍しゆう細かい」

　今も手芸部の作品展示を見て、感心のため息を漏らしている。

「澪も手編みとかするのか？」

「興味はあるけど、時間なくて……あっ、でもぬいぐるみとかは好きだよ」

「へぇー。なんか大きなクマとか似合いそうだな」

　何の気なしにそう返すと、澪は嬉うれしそうに目をキラキラさせた。

「うん！　ウチにあるよ、クマのぬいぐるみ。とっても大きいの！」

「おおっ」

　どうやら予想を見事的中させていたらしい。

　単に似合いそうだから言ってみただけなのだが、当てられたことが嬉しかったのか澪はさっきより笑顔がはしゃいでいた。

「寝ねる時は抱っこして寝るんだよ」

「凄く想像できる」

　かわいらしいというか愛らしい。

　澪がぬいぐるみを抱いて寝る姿を想像して、思わずほっこりした。

　妙なところでふたりして盛り上がりつつ、手芸部をあとにする。

　廊下に出て、次はどこへ行こうかと思った時。

　コンコンッ

「ん？」

　今、窓を叩たたく音がしたような？

　でもここ、三階だぞ？

　疑問に思いつつ、音のした方を見やれば、

「げっ!?」

「どうも～烈火さん」

　アホ天使ラシュエルがやっぱりアホな笑顔を浮かべて、翼つばさをぱたぱたさせながら窓を叩いていた。

「おっま！　何やってんだこんなところで!?」

　驚きよう愕がくしながら窓を開け放ってツッコむ。

　しかし、ラシュエルにはどうも通じていないようで、

「いやー、こっちの方から濃のう厚こうなラブエナジーの気配がしまして。つい来ちゃいました」

　と言って、頭を自分でこつんっと叩いた。

　その十倍の威い力りよくで拳げん骨こつをくれてやりたいが、あまりめだってもマズいので我が慢まんする。

　まぁ、真っ昼間から天使が学校に来てたらめだつ云うん々ぬんの問題じゃない気もするが。

「お前な～。人に見つかったらマズいだろうが」

「大丈夫ですよ～。きっとコスプレだと思ってくれますって」

「空飛んでるのはどう説明する気だコラ」

「トリックか何かだと思ってくれるんじゃないですか～？」

　どこまでも楽観しまくった、というか自分に都合のいい意見しか言わないラシュエル。

「えっ、て、天使……!?」

　早さつ速そく澪に見つかっているというのに……。

　だから駄天使なんだよ！

「あーもー！　せめて中入れ！」

「あら、いいんですか？　それではお邪じや魔ましま～す」

　ラシュエルは窓から校舎に入り、廊下に足を下ろす。

　これでまぁ……空さえ飛ばなければ、ギリギリコスプレで押し通せるだろう。というか、もう押し通すしかない。

　俺は額に手を当てつつ嘆息する。

「あの……れ、烈火？」

「あー、澪ははじめてだったよな？　こいつはラシュエル。見ての通り……まぁ天使だ」

「どーも！　愛と情熱の天使ラシュエルです！」

「は、はぁ……どうも」

　お気軽に敬礼してくる天使に澪は戸惑った様子だ。

「……烈火の周りって凄すごい人ばっかりだよね」

「ありゃ凄いんじゃなくて、ただのアホなんだ」

「そこがかわいいと思いますがね、本官は」

　ちゃっかりアールも会話に交じってきたが、こいつは完全に他人事だからそんな暢のん気きなことが言えるんだ。結構大変なんだぞ、ラシュエルの相手をするのは。すぐ暴走するし。

「まったく……頼むから、今日はおとなしくしててくれよ？　でなけりゃ風紀委員に不ふ審しん者しやとして突つき出だすぞ」

「むー！　烈火さんが辛しん辣らつです。いいんですかね～？　私にそんなこと言って」

「？　どういう意味だ？」

「せっかくこの方を連れてきて差し上げたというのに」

　そう言ってラシュエルはいきなりくいっと服の胸むな元もとを開いた。

「!?」

　驚いて目を逸そらしそうになるが――その中から見知った顔が現われ、さらに驚かされる羽目になる。

「ポ、ポピー!?」

「こんにちは。烈火サン」

　以前山の中で出会った妖よう精せいポピー。

　それがなぜこんなところに？

　ていうか、何でラシュエルの胸の中に？

「建物の周りでうろうろしているのを偶ぐう然ぜん見つけまして、そしたらこの子も烈火さんの知り合いとのことだったので、こうして一いつ緒しよに連れてきたのです」

　ラシュエルはぺらぺらとその辺の経けい緯いを説明してくる。

「あー、まぁ、とりあえずふたりが一緒にいた理由は分かったけど、ポピーが学校に来たのはどうしてなんだ？」

「えっと、なんだかこっちから楽しい気配がしたから、つい」

「妖精さんはお祭りが好きですからねー」

　ラシュエルはにこにこ笑顔で補足する。

「つまり、ふたりとも理由は違ちがえど文化祭の気配に釣つられてやってきたってことか」

「烈火の周りってホント凄い……」

　澪はただただ唖あ然ぜんとした様子でポピーに指で触れている。

「あふっ、ふふふ」

　ちょんちょんとつつかれ、ポピーはくすぐったそうに目を細めた。

「……かわいい」

　あっ、今のポピーの仕草が澪の琴きん線せんに触れたらしい。

　まぁというわけで。

　なんやかんやで四人組となった俺たちは、せっかくなのでそのまま文化祭を回ることにした。

　澪も当然そうだが、ラシュエルとポピーも人に正体がバレるとマズい。特にラシュエルはすぐにボロを出しそうで怖こわいので、いっそのこと一緒に行動して目を光らせておこう、という結論になったのだ。

「へぇー、澪さんはあいどるなのですか」

「うん。あとでライブやるから、ポピーちゃんも観みに来てね？」

「はい！　楽しそうですから行きます！」

　澪の誘さそいにポピーは明るく返事をする。

　彼女は澪の帽子の中に身を隠して移動していた。

　幸い澪は背が低く、帽子のつばもあるのでポピーの姿はほとんど隠れて見えない……が、あんまり騒さわぎすぎると見つかってしまう可能性もあった。

「ポピー？　もう少し声のトーン落としてな？」

「あっ、ごめんなさい」
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　俺が注意すると、ポピーは両手で自分の口を塞ふさぐ。

「はああ～、かわいい」

　その仕草もまたツボだったのか、澪はほうとため息をついた。

　相当あの小さな妖精のことが気に入ったようだ。

　ポピーの方も満まん更ざらでもない様子で、楽しげに彼女とお喋しやべりしている。

　一行になごやかな空気が流れる中、空気の読めてない奴やつがひとり。

「う～ん。烈火さ～ん。こっちはあんまりラブエナジー感じませんよ～。あっち行きましょう、あっち」

　ラシュエルは不満気に文句をたれる。

　人の少ない特別教室棟では、彼女のエネルギー源であるラブエナジー――ドロドロとした修しゆ羅ら場ばエネルギー――があまり感じられないらしく、しきりに本校舎の方へ行こうと催さい促そくしてくる。

　正直、こいつがいるからあんまり行きたくないんだけど……

　でも澪を案内する以上、その内行かなければならない。

「おっ、『占うらないの館やかた』か。入ってみるか？」

　しかし、なるべく問題を先送りにすべく、俺は手近にあった看板を指差し、みんなに提案する。

「占いかぁ……」

「澪は占いって興味ないか？」

　実は俺おれもあんまり興味ないのだが、澪はこういう女の子っぽいもの好きそうなのに。

「前に芸能人が有名占い師さんに占ってもらう番組に出たんだけど……」

「うん」

「……ヤラセだったんだよね、あれ」

「うわー……」

「打ち合わせでリアクション決められてて」

　仕事自体はちゃんとやったけど、それ以来占いに対して微妙な感情を持つようになってしまったとかなんとか。

「じゃあやめとくか？」

「ううん。まぁ、占いなんて信じるか信じないかは自分の勝手だよね。それに烈火となら……とか占ってみてもらいたいし」

　途と中ちゆうごにょごにょと小声になって聞き取りづらかったが、とりあえず『占いの館』に入ること自体は賛成してくれているようだ。

「んじゃ、入るか」

「うん」

「む～」

　ひとりラシュエルだけ不満そうだったが無視。

　文化祭といえば高校生活における大きな恋れん愛あいイベントのひとつだ。そこにこの修羅場大好き天使を放り込んだらどうなるか、考えただけでも大だい惨さん事じだ。

　しかもこいつある程度なら嫉しつ妬と心しんを操あやつれるし。本校舎に移動したら、絶対に目を離はなさないようにしなければ。

　そんなことを考えつつ、俺は暗幕がかけられた扉とびらをくぐった。

　中に入っても特に店員の声はない。

　室内は薄うす暗ぐらく、窓まで全部暗幕で覆おおっているようだった。

　光源はひとつだけ。教室の中央、紫むらさき色いろのクロスがかけられた机の上に置かれたロウソクだけが唯ゆい一いつの光だった。

　いるのは……ひとりだけ、か？

　目を凝こらして見ても、『占いの館』には占い師の格好をした人物がひとりだけ、件くだんの机の後ろで椅い子すに腰こしかけていた。

「ようこそ、『占いの館』へ」

　占い師は女の子だった。

　彼女は何と言うか……ともすればラシュエルが霞かすんで見えるほど特とく徴ちよう的てきな格好をしていた。

　衣装はエキゾチックなアラブ風のデザインで、パンツの脚あし部分に透すける素材を使っているらしく、服の上からでも太ももとふくらはぎが見える。

　全身を飾るアクセサリーにも凝っていて、今日が通常授業だったなら間違いなく校則違い反はんなものばっかりだ。

　さらに一番目を引くのが、ロウソクで照らされた頭とう髪はつ……なんと、七色なのだ。虹にじ色いろとでも言うべきだろうか。頭頂部から放射状に赤、オレンジ、黄色、緑、青、藍あい、紫とグラデーション的に色が変化している。

　占い師としての雰ふん囲い気きはバッチリだが、これ、今日のために全部用意してきたのだろうか？　だとしたら凄いやる気だ。

「どうぞ」

　占い師の少女はそう言って、机の前の椅子を俺たちに勧すすめる。

　椅子はちょうど三脚きやくあった……？

　……あれ？　さっきまで椅子なんてあったっけ？

　暗くて見落としていたのかもしれないが、いつの間にか椅子が現れたように見えた。気のせいだろうか？

「……どうも」

　さすがにいつまでも立ちっぱなしなのも変なので、俺たちは勧められるがまま椅子に座すわる。

「何かご要望はありますか？」

「うーん」

　特に何か占って欲しくて入ったわけではないので即そく答とうできない。

「澪は何かあるか？　さっき占って欲しいことありそうだったけど」

「あ、えーと……あの、ちょっといいですか？」

　澪の返事の後半は占い師の方に向けられたもので、彼女は椅子から腰を浮かせて相手の耳元で何言か囁ささやいた。

　たぶん、占って欲しい内容なのだろうが、俺たちには聞かせられないことなのだろうか？

「承うけたまわりました」

　占い師は軽く頷くと、手て許もとから小さな水すい晶しよう玉だまを取り出す。

　それはまるでペンダントのようになっていて、彼女のしている首くび飾かざりと黄金のチェーンでつながっている。

　彼女はそれをゆらゆらと左右に揺ゆらす。

　水晶がロウソクの火を反射し、その光に目が吸い寄せられるような錯さつ覚かくを覚えた。

「見えてきました……」

　占い師は水晶越ごしに俺たちを見ながら呟く。

　ここでようやく気づいたが、彼女、左右で目の色が違う。オッドアイだ。青と緑。別々の色の瞳ひとみが、別々に俺と澪を見つめている。

「澪さんと烈火さんの占いの結果ですが、とても良好な結果です」

「ほ、本当に？」

「ええ。ただし……何でしょうね、これ？　こちらの烈火さん、澪さんが望む関係と同じ関係になる異性が複数、というかかなりの大人数いらっしゃいます」

「……えーと、分かってました」

　澪は喜んだかと思えば一転、今度は地面に沈み込むように顔を落とし、盛大なため息をついた。

「あとそちらの烈火さん」

「はい？」

「あなた、女難の相が出てますね」

「……知ってます」

　俺も澪に続いて肩を落とした。

　まぁ……結果はともかくとして、占いって結構当たるもんなんだな。

　それともこの占い師の腕うでがいいんだろうか？　占いの腕ってのがどこで決まるのか分からないけれど。

「あっ、ちなみに私の運勢はどうですか？」

　隣となりに座るラシュエルがハイハイと挙手して質問する。

「そうですね～……」

　占い師は水晶をまたユラユラと揺らして――




「うん。もう前座はいいや」




　――唐とう突とつに口調を変えた。

「え？」

　戸と惑まどう俺たちに何の説明もせず、占い師はドカッと椅子の背もたれに体重を預ける。

　そして、

「とりあえず、波なみ乱だれ烈火だけこの部屋に残って」

　占い師がその言こと霊だまを口にした瞬しゆん間かん。

　俺と彼女だけを残して、他のみんなが教室から消えた。

「？　……!?　澪！　ラシュエル？　ポピー!?　どこに!?」

「あー、心配しなくても死んだりしてないから安心してよ」

　慌てる俺を見て、占い師は大笑い。

「お前ッ！　みんなをどこへやった!?」

「まぁ座りなよ」

「ふざけ……！」

　そこでふと頭に何か引っかかり、改めて周囲を見み渡わたす。

　……いない。

　アールがいない。

　あの異世界だろうが宇宙だろうが過去だろうがゲームの中だろうが、たとえ俺の人格が響ひびきと入いれ替かわろうが、何をしても必ず傍にいた未来人の姿がない。

「……ッ」

　ここでようやく、俺はこれがいつも巻き込まれる異常事態の中でも、特に尋常ではない状じよう況きようなのだと理解した。

　ああ……クソッ。そうだ。そうだった。

　ことここに至って、ようやく気づく。

　そもそも俺は実行委員の手伝いをしていて、文化祭の出し物にはひと通り目を通しているんだ。

　その中に『占いの館』なんて出し物は存在しなかった。

　最初から怪あやしかったのだ、ここと、この占い師は。

「どうしたの？」

「……」

　頭が冷えた俺は、素す直なおに占い師の勧めに従った。

　こいつの目的がさっぱり分からない以上、まずは情報収集する必要がある。

「で、お前は誰なんだ？」

「そういえば名乗ってなかったね。ワタシの名前は不言いわず冬とう子こ。よろしく、波乱烈火」

　占い師――不言冬子はそう言って、にこやかに手を差し出してきた。







[image: ]







　俺は無言でその手を握り返し、改めて気持ちを落ち着ける。

「……俺に用があるみたいだけど、いったい何の用なんだ？」

「うんうん。いいね、冷静で。そうでなくっちゃおもしろくない」

「俺は全然おもしろくないけどな」

「いいや、おもしろいよ。普ふ通つうの人間はこういう時、もっと取り乱すし、時には起こったことを認めようとしない。でも君は全然そんなことない。ワタシをわくわくさせるには充じゆう分ぶんだ」

　冬子は嬉しそうに話す。

「何もこれは今日のことだけを見て話してるんじゃないよ。この前の爆破予告の時も、友人と心と体が入れ替わった時も、君は現状を認め、それを打破するために動いた」

「……あれも全部お前の仕し業わざだったのか？」

　冬子は口くちの端はしを吊つり上あげることで俺の問いに答えた。

　どうも、彼かの女じよの狙ねらいは完全に俺のようだ。澪たちはそれに巻き込まれたみたいで、申し訳なく思う。

　それにしても……

「澪たちを教室から消したり、俺と響の人格を入れ替えたり……いったいどうやってそんなことしてのけたんだ？」

「ストレートに訊きいてくるね」

　やはり簡単には教えてくれないか……と、思ったのだが、

「まぁいいよ。教えてあげる」

　冬子はあっさりとそう言った。

「ワタシの能力は言霊使い。現実を変える力だよ」

「……!?」

　現実を変える力……だって？

「ワタシが望みを口にすれば、君の周囲の人間の認にん識しきを変えたり、予定にない花火を上げてみせたり、人格を入れ替えたり、人を即そく座ざに消してしまったり、何だってできる」

「何だそりゃ……」

　今まで随ずい分ぶんいろんな奴らと戦ってきたが、現実を好きに改変できるって……そんなの反則すぎるだろ。

　だが少し合が点てんもいった。

　ここ最近身の回りで起きた多た彩さいな事件……それも全部言霊って奴の力だったなら納得だ。

「あの呪のろいのゲームもお前の仕業か？」

「ゲーム？　何のことかな？」

　とぼけた？

　いや、ここまで自分の能力を教えておいて、今いま更さらとぼける意味がない。

　となると、呪いのゲームと彼女は無関係なのか？

　まぁ、それならそれでいい。

　だいぶいろいろなことが分かった。

　ただ一点分からないのは、

「……それで？　何だってできる力を持ってるお前が、わざわざこんな回りくどいことしてまで俺のところに来た理由は、いったい何なんだ？」

　という一点だった。

　何だってできる人間が、俺にどんな用事がある？

　冬子はその質問に、ニッと笑って。

「波乱烈火。ワタシと勝負しよう」

「勝負？」

「勝負する内容は何でもいい。どんな方法を使ってもいいから、この文化祭が終わるまでにワタシを負かしてくれ」

「？」

　何をやらされるのかと思えば、また奇き妙みようなお願いをされた。

　勝負を挑いどんできておいて負かしてくれって……。

「ちょっと意味が分からないんだけど」

「言葉の通りだよ。ちなみに君が一度もワタシに勝てなきゃ、君の周りの人たちにヒドいことする」

　冬子はニヤニヤと笑っている。

「ヒドいこと……？」

「うん。この舌が語れる限り、冷れい酷こく無残、残ざん虐ぎやく非道、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいことまで語りに語り尽くす所存だよ」

「……！」

　彼女にとって語るとは即すなわち現実に起こせるということだ。

「どうする？　ってまぁ、君はきっと断らないよね。意味不明な爆ばく破は予告にも全力で当たるような人だもん」

　変な念ねん押おしまでされた気がするが……どちらにせよ、俺には要求を呑のむ以外の選せん択たく肢しはないようだ。

「わかっ……」

「あっ、自信があるなら別にエッチな勝負でもいいよ」

「するか！」

「もしかして自信ないの？」

「知るかああああ！」

　俺のことをからかっているのか、相変わらず彼女はニヤニヤしている。

　くっそぅ、苦手なタイプかもしれない。挑ちよう発はつだとは分かってるんだけど……

「……分かった！　そこまで言うなら思う存分負かしてやるよ！」

「エロい勝負で？」

「だ・か・ら！」

　ホント苦手だ……。

「とにかく、勝負は受ける。ただし、その前に澪たちを返せ」

「うん。いいよ」

　その返事そのものが言霊になったのか、

「きゃっ！」

「わひゃっ！」

　次の瞬間、空席の上に澪とラシュエルが落っこちるようにして戻もどってきた。

「え？　私、どうなったの？」

　澪は頭の上にたくさん疑ぎ問もん符ふを浮うかべているが、体には特に問題ないように見える。

「……」

「きゅ～」

　念のため彼女の帽ぼう子しの中も確かく認にんしておくと、目を回したポピーがのびていた。

「烈火さん」

　声をかけられ、振ふり向むけばそこには深刻な表情をしたアールがいた。

「申し訳ありません。座標固定機能を強ごう引いんに機能停止させられ、一時的に持ち場を離れてしまいました。大概の魔ま法ほうや超ちよう能のう力りよくならキャンセラーが働くのですが、彼女の力が持つ干渉力は規格外だったようです」

　未来人ですら戦せん慄りつする能力か……。

「さて、それじゃあ勝負を始めよっか」

「ああ……」

　俺は一度ゴクリとツバを呑み込んだ。
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　さて……勝負とは言われても、すぐにパッと何か思い浮かべるのは少々難しい。

　だが幸い今は文化祭中だ。

　勝負のタネならいくらでもある。

「まずはかき氷の早食いで勝負だ！」

「秋なのにまだやってるんだねぇ」

　冬子は妙みようなところに感心しつつ勝負をすんなり受けた。

　確かに俺もこの時季にかき氷はどうなのかと思ったが、わりと売れているらしい。まぁ、歩き回るとそこそこ汗あせばみもするしな。

「じゃあ、先に全部食べ終わった方が勝ちってことで」

「了りよう承しよう」

　俺と冬子は立ったまま、かき氷の大カップを持って向き合う。

「烈火さーん。頑がん張ばってくださいね～」

「が、頑張れ～」

　少し離れたところから、ラシュエルがブンブンと手を振りながら応援を寄越してくれる。ポピーも周りにバレないように小さな声で、澪の帽子の隙すき間まから声援をくれた。

「え、えーと、じゃあ」

　そして、澪は頼まれた審判役として俺と冬子の間に立ち、

「はじめっ」

　すっと上げた手を振り下ろして、開始を宣言した。

「うおおおおぐがあああああ！」

　気合いを入れてかき込み、一転、頭にキーンときて悶もん絶ぜつ。

　これがかき氷早食い勝負の醍だい醐ご味みなのだが、はたして冬子の方はというと……

「いやー、結構早いねぇ」

　暢気に俺の食べっぷりを見物し、感心すらしていた。

　手に持ったスプーンはピクリとすら動いていない。

　やる気がないのか？

　なんて、思った瞬間。

「じゃあ、ワタシはひと口で全部食べようかな」

　と、ひと言。

　冬子は言葉の通り、一回だけスプーンを動かして、それで全部かき氷を食べてしまった。

「!?　はぁ!?」

　何がいったいどうなったのか……？

　目を離さなかったはずなのに、いつ相手のかき氷がなくなったのか分からない。

　少なくとも彼女の動かしたスプーンの上に、カップの中のかき氷が全部載っていたはずもない……なのに、綺き麗れいに全部食べ終わっている。

「くぁ～～～キクね～」

　冬子は笑いながら眉み間けんにシワを寄せる。

　おそらく、先さき程ほどの俺と同じように頭痛に耐えているのだろう。

　山盛りのかき氷が物理的にひと口サイズになったわけでも、ひと口分以外のかき氷が消失したわけでもなく、ただ単純に彼女の言葉通りになった……そうとしか言えなかった。

「因果律ごとねじ曲げてるんですかねぇ、とんでもない力です」

　アールは冷静に何か言っているが、そんなこと言われなくたってとんでもないことくらい俺にも分かる。

「さて、これで君のゼロ勝一敗だね。次は何で勝負する？」

「……」

　まぁ、そう簡単に勝てるとは思ってない。

　勝負は何回までと決められていないのだから、最初の数戦は捨てるつもりで彼女の能力がどんなものか調べることに徹しよう。

「じゃあ次は……」
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　というわけで、やってきたのは『出張のぞみや』だった。

「また早食い勝負かな？　芸がないね」

「俺は元々たいして芸も持ってないよ」

　適当に言い返しつつ、俺は『のぞみや』と書かれたのれんをくぐる。

「烈火。また来てくれたのか」

　入ってきた俺たちを見て、リアは嬉しそうに出迎えてくれる。

　だが、その隣のテトラはむむむという顔をする。

「烈火さん。そちらはどなたです？」

「ああ、こいつは……」

「どーも、不言冬子と言います」

　俺が紹介する前に冬子は自分から自己紹介し、テトラの手を取ってブンブンと握手した。

「え、あの、よ、よろしくです」

　テトラはやや呆あつ気けに取られつつ答えた。

　きっと変てこな格好に反してフレンドリーなギャップに戸惑ったのだろう。

　そうこうしているとつみきもこちらへやってきた。表情はテトラよりも憮ぶ然ぜんとしていて、俺のことをジト目で見ている。

「……で？　昨日は十文字高の方に行ってたらしいけど、そこでまた新しい女の子を引っかけてきたわけ？」

「妙な言い回ししないでくれ……。だいいち、冬子とは今日知り合ったばっかりだ」

「今日知り合ったばっかりで、もう一緒に文化祭を回る仲になったの？」

「違う違う」

「ワタシは波乱烈火と勝負している最中なんだ」

　つみきからのトゲトゲ攻こう撃げきに、意外にも助け船を出してくれたのは冬子だった。

「しょ、勝負？」

「そうさ。ワタシを負かしてくれたら波乱烈火の好きにしていいって約束で」

「「「え!?」」」

「言ってない言ってない」

　ギョッとする三人に俺はすかさず否定を入れる。

「おお～、一いつ瞬しゆんでも凄すごいラブエナジーの昂たかぶりを感じました～」

　ラシュエルはこんな時でも暢気にラブエナジーを吸っている。

　まぁ、いつも飄ひよう々ひようとしているアールが今日はあんまりふざけてないので、バランスとしてはちょうどいいのかもしれないが。

「ラブエナジー？　天使さんはおもしろいこと言うね」

「いえいえ、こう見えてもラブエナジーの摂取は私にとっては死活問題なのですよ？　何を隠そうこの烈火さんに出会う前は一度飢え死にしかけ……」

「ふーん」

　冬子は話半分にラシュエルのラブエナジー談議を聞きながら、こそこそと俺の耳元に顔を近づけてくる。

「ねぇねぇ、もしかして彼女って本物の天使？　コスプレかと思ったけど、翼つばさとか頭の輪っかとか、偽物に見えないんだけど」

「言霊で分からないのか？」

「やりようはあるよ？　でも、君が素直に教えてくれれば、無意味に乱暴な真ま似ねしないで済むし」

「……本物だよ」

「わー凄い！　そういえばさっき『占いの館』で女の子たちを消した時、ポピーって名前呼んでたよね？　その娘こってどこにいるの？」

「……」

　どうやらポピーがどこにいるかも気づいていないようだ。

　さっき冬子が放った言霊で、間ま違ちがいなくポピーも姿を消していた。

　なのに知らない？　どういうことだ？

「ポピーは妖精だ。今は澪の帽子の中に隠かくれてるけど、人に見つかったらマズいから覗のぞくならこっそりとな」

「はーい」

　冬子は頷き、チラッと澪の帽子をズラして「わあ！　本当に妖精だ！」とはしゃぎ始めた。

　その驚おどろきようは本物のようで、やはり居場所を知らなかったのだと俺に確信させる。

　……つまり、彼女の言霊は対象を認識していなくても、その言葉の通りに結果が出るということらしい。

　これは相当厳しい情報だ。

　不意打ち・奇襲は相手の意表を突いてこそ――要するに認識の外から策を講じてこそ意味があるものだが、彼女にはそれが通用しないということになる。

　そういう方法で勝ちをもぎ取るのは無理、か……別の手を考えないと。

　俺が思案していると、

「きゃわっ!?」

　突とつ然ぜん、小さな悲鳴が上がった。

　何事かと思って振り向くと、そこにいたのは……

「イタタタ」

「はわっ!?　ほ、ホントに大きくなってます!?」

　人間大のサイズになったポピーと、その下敷きになっている澪の姿だった。

「おいおいおい!?　な、何やってるんだ!?」

「何って、このままじゃ文化祭を楽しむのに不便そうだから、ワタシがちょちょいっと大きくしてあげたのさ」

「そ、そんなことまでできるのかよ……」

「まあね」

　こともなげに冬子は言う。

「わあー、ありがとうございます！」

　ポピーはぴょんぴょんと飛び跳ね、冬子に何度もお礼を言った。

　そのひと幕で少々注目を浴びたが、ポピーが大きくなった瞬間を見られたわけではなかったので、すぐに興味は薄れていった。

　まぁ、そんなこんながあり……

「で、結局あんたたち何しに来たのよ」

　つみきがお盆ぼんで自分の肩かたを叩たたきながら尋たずねてくる。

「っとと、そうだった。勝負しに来たんだったね」

　冬子は手をポンと叩いて俺を見る。

「さあ、次は何の勝負をするの？」

「それはな……」

　俺はつみきの顔をビシッと指差し、

「つみきの料理を交こう互ごに食べて、どっちがより長く食べられるか勝負だ！」

　と、勝負の内容を提示した。

「長く食べられるか？　それって大食い勝負ってこと？」

「いいや、どっちかというと耐久力とか精神力の勝負」

「どういう意味よ！」

　つみきにケツを蹴られた。

「すまん！　あとで礼はするから、ちょっと協力してくれ！」

「……しょうがないわね。あんたがそこまで言うなら」

　渋々といった感じで、つみきは承しよう諾だくしてくれた。

　彼女には悪いとは思うけど、規格外の力には同じく規格外の力をぶつけるしかない。

　彼女の暗黒物質ダークマターは味がどうとかのレベルじゃない。心構えができていない者が食せばたちまち精神と肉体に多大なダメージを喰くらい、たまに爆ばく発はつする。

　暗黒物質ダークマターをひと皿以上食べることができるのはリアかコロナか、あるいは数ヶ月にわたって試食の手伝いをしてきた俺しかないはず！

　十分ほどして、大きなひと皿に盛られた謎なぞ物体が運ばれてきた。

　謎物体――料理のなれの果てとは思えない暗黒物質ダークマターは、今日も絶好調だった。とりあえず、何でか知らんが蠢うごめいている。直視しているはずなのに、正確に形を把握できない。嗅覚は三秒ともたず麻ま痺ひし、早くも舌が痺しびれ始はじめている。

　まだ食ってすらいないのにこの破壊力。これにはさすがの冬子もビビって……

「うわー、これって十八禁映像じゃないの？」

「私の料理を何だと思ってるのよ!?」

　……ない。つみきと元気にお喋しやべりしてらっしゃる。

　おかしいな。言霊使いだろうが何だろうが、彼女はいちおう人間のはず。これを見て冷や汗すら流さないとは。ちなみに俺はもうだっくだくだ。

「じゃあ、先攻はワタシからね」

「!?」

　しかもあえて先攻を取るだと……！

　こっちはどうやって後攻になるかあれこれ策を考えていたというのに。

「それじゃいただきま～す」

　冬子は恐れも気負いもなく、言霊らしい言霊も何も言わずに、あっさりと暗黒物質ダークマターをぱくり。

　むしゃむしゃむしゃ

　ごくん

「変な食感」

　暗黒物質ダークマターを食べ終わって、冬子の口から出た感想はそれだけだった。

「でもおいしいよ」

「「「「「「!?」」」」」」

　冬子が漏もらした言葉に、つみきを含む全員が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　あり得ない……そのひと言こそが、おそらくその場にいた全すべての人間が抱だいた感情だっただろう。

「じゃ、次は君の番だよ」

「あ、ああ……」

　俺おれは促うながされ、割わり箸ばしを取る。

「……」

　試ためしに暗黒物質ダークマターをつついてみると、かすかに鳴き声（？）のようなものが聞こえた。

　これが料理であることすら未いまだに信じられない。

　あまつさえ、リア以外でこれをおいしいなどと言う人間がいるなんて。

　彼女が言霊を使っているならともかく……俺はそれを見ても聞いてもいない。

　まさか、見た目はいつも通りでありながら、味だけは何とかなるようになったのか？

　あり得ない……あり得ない……と思いつつ、万が一、いや、億が一。そういった奇跡を目の当たりにしているのではないかと思い始め、

「……ぱくっ」

　食った。
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「これで君のゼロ勝二敗ね。ていうか、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……なんとか」

　俺は保健室の鏡で顔色の悪い自分の顔を眺めつつ、腕うで組ぐみをしている冬子に返事をした。

　慣れている俺ですらひと口で気を失うほどとは……。

「冬子はあんなの言霊も使わずにどうやって食べたんだ？」

　確かにあの時彼女はいただきますしか言っていなかった。

「なに、簡単だよ。君が彼女に蹴られて謝ってる間に言霊を使っておいたのさ」

「……！」

　あの時か。

　確かにあの時、俺はつみきの方にばかり意識がいっていて、冬子の言動に注意を払はらっていなかった。道理で言霊を使っているのに気づけなかったはずだ……。

「ちなみに何て言霊を使ったんだ？」

「次にワタシが食べるものから受ける影響を全て波乱烈火に肩代わりしてもらう、だよ」

「……テメェ！」

　思わず怒鳴りかけてしまう。

　いつもよりもさらに暗黒物質ダークマターのダメージが大きいと思ったら、冬子の分も肩代わりしていたからだったのか。つまり通常のダメージ二倍。そりゃ倒たおれるはずだ。

「はっはっはっ、乙おと女めにあんなもの食べさせようとする方が悪い」

「ぐぬぬ」

　反論できず、黙り込む。

「反論しないのはしないので、つみきさんに悪い気がしますがねぇ」

　と、アールの呆あきれ顔がお。

　まぁ確かにそうなのだが……暗黒物質ダークマターのヤバさについては全面的に認めざるを得ないので、やはり言い返す余地がない。

「ところで、澪とかラシュエルたちは？」

「ああ、ワタシが君を看みてるから、好きに文化祭を回ってきなよって言っておいたよ。あの妖よう精せいさんもうずうずしてたしねぇ」

「そうか」

　せっかく大きくなって堂々と文化祭を楽しめるようになったのだし、ポピーがあちこち行ってみたいと思うのは当然のことだ。

　それに澪だって多た忙ぼうなのを押して来てくれたのだから、なるべく楽しんでいってもらいたい。俺なんかの看病で時間を浪費させたら申し訳ない。

「ありがとな」

　その判断をしてくれた冬子にお礼を言う。

「いやいや、気にしないで」

　冬子は笑って応えた。

　こうしてると、人を脅して勝負を吹っかけてきた人間には見えないんだよな。ポピーにだってやさしくしていたし、根っこは悪い奴やつじゃないのか？

　閑話休題。

「じゃあ次の勝負だね」

「よし……！」

　自分に気合いを入れるつもりで頬ほおを叩く。

　最初から分かっていたことだが、冬子は考えようによっては今までで一番の難敵だ。今のところ弱点らしい弱点が思い浮かばない。

　しかし、それ以前に分からないことがひとつある。

「なあ」

　俺は冬子と廊ろう下かを歩きながら尋ねる。

「何かな？」

「何で俺なんかに勝負挑んできたんだ？」

　爆破予告や人格入れ替えなどから鑑かんがみるに、冬子は最初から俺だけを狙っていた。

　つまり、最初から俺に興味を持っていたということになる。

　それはいったいなぜ？

「占うらないだよ」

「占い？」

「うん。ワタシの趣しゆ味みなんだ」

　冬子は微笑を浮かべ、言った。

「ワタシを負かすことのできる人がどこにいるのか……この世にいるのか……そう思って占ってみたら、君の名が出たんだ。でまぁ居場所を突き止めて、いろいろ仕し掛かけて、もしかしたらって思えたからこうして会いにきたんだよ」

　どうやって居場所を突き止めたのかは聞かないでおこう。

　いろいろ仕掛けてというのは、これまでの事件のことに違いない。

　しかし、やはり合点がいかない。

「何でそんなに『負かしてくれ』なんて願うんだ？　普通逆だろ」

　勝負事に勝ちたいという気持ちなら分からなくもないし、時に戦略上必要な敗北というのなら理解できるが、ただ純じゆん粋すいに負けたいという気持ちはちょっと想像がつかなかった。

「そうは言われても、ワタシは今まで負けたことがないからねぇ」

「お、おう」

「まぁ、単に青臭い話さ。敗北を知りたい……なんてね」

　けらけら

　冬子は不敵に笑う。

「……」

　やっぱり、よく分からん。

　俺は鼻でため息をついて、これ以上話を聞くのを諦めた。

「あら、波乱様」

　その時、ふと横から声をかけられる。

　場所は昇しよう降こう口ぐち付近。来客が最も集中するその場所に立っていたのは。

「スズラン。何してるんだ？」

「ユリア様のお手伝いです」

　スズランがそう言って視線を送った先には、シスター姿のユリアが道行く人たちに声をかけていた。

「どうか恵まれない方々のために募金をお願いします」

「なるほど。募金活動か」

　言われてみればスズランもユリアも首から紐ひもをかけて、募金箱を両手で抱えている。

「それにしてもユリアのシスター服はともかく、スズランのメイド服で募金のボランティア活動ってのは何かこう……」

　妙なミスマッチを感じるというか、不思議ないかがわしさを感じる。いや、そう感じる俺の心が不純なのか？　分からん。

「？」

　俺の変な言葉の濁し方に、スズランは小首を傾かしげる。

「よろしければ波乱様も」

「あっ、そうだな。ほいっ」

　俺は適当に小銭をポロポロと募金箱に入れる。

「ありがとうございます」

　スズランは丁てい寧ねいに頭を下げて、次に俺の隣となりの冬子を見る。

「よろしければ、そちらの方も」

　そう言ってスズランは募金箱を少しだけ冬子の方へ差し出した。

　それに対し、冬子は、

「ごめんね。ワタシは施ほどこしの類たぐいは一いつ切さいやらない主義なんだ」

　と言って、断った。

「そうですか」

　スズランもあっさり応じて下がる。

「……へぇー、こう言うと結構みんなムッとするんだけど、君はそんなんじゃないね」

「？　ムッとするとは、なぜですか？」

「イイことをするのを断ると、それは悪だって思われるからだよ」

「そうなのですか。善意というのは相手の好意によってのみ受け取るものだと、私は解かい釈しやくしておりましたが」

「……あはは！　君もおもしろいね」
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　スズランの物言いに目を丸くして、冬子は大声で笑った。

「スズランさん。どうしましたか？」

　冬子の大笑いが聞こえたのか、ユリアがこちらへやってくる。

「あら、烈火さん」

「よっ、ユリア」

　ユリアは俺に気づいて会え釈しやくしたあと、ジッと冬子を見て……怒おこった表情になり、視線を再び俺に戻した。

「……烈火さん」

「は、はい？」

「あなたの周りには大変愛が溢あふれていて結構なのですが……些いささか溢れ返りすぎているのではありませんか？　噂うわさではまた周りの女性の数が増えたとか」

「え、えーと……」

「何でしたらしばらく当教会で修行しますか？　あなたの中から煩ぼん悩のうが消え去るまで、私が徹てつ底てい的てきにしごいて差し上げますが」

「勘かん弁べんしてくれ」

　ユリアのしごきとか相当厳しそうだ。

　俺たちは彼かの女じよたちに別れを告げて歩き出した。

「さて、道草を食ったね。早く次の勝負をしよう」

「ああ」

　とは言ったものの、どうしたものか？

　そもそも俺にはこれといって「この分野なら誰だれにも負けない」といったものがないのだ。成績・体力ともに並。血筋以外に特にこれといった特とく徴ちようもなし。

　現実を意のままに変えられる相手と戦うには荷が勝ちすぎる。

「いたいた。おーい、烈火」

「烈火さーん」

　ふとそこで、また誰かに声をかけられる。

　振り向くと、そこにいたのは私服姿のちりかとニャニャンだった。

「よう、ふたりとも遊びに来たのか」

「うむ」

「また女の子のお友達？　多いね～。シスターさんが怒るのも無理ないや」

　ひょこっと俺の後ろから顔を出して、冬子は感心してるんだか呆れてるんだか分からない評価を口にする。

「烈火さん……その方は？」とニャニャン。

「不言冬子。ワケあって、今こいつと勝負してるんだ」

「ちょっと紹介がぞんざいじゃない？」

　冬子はぶーぶー不満を述べるが、スルー。

「ほう、勝負なぁ」

　ちりかが興きよう味み津しん々しんな様子で腕組みする。

　勝負と聞いて侍さむらいの血が騒ぐのだろうか？

　……あ、そうだ。

「冬子。試しにちりかと勝負してみないか？」

「ん？　彼女と？」

「負かすことができるなら相手は誰でもいいんだろ？」

「んー……まぁいいかな。了承」

　冬子は少し迷ったあと頷うなずいた。

「って、いうわけなんだけど、ちりか少しつき合ってもらっていいか？」

「ふむ」

　ちりかは一瞬目を丸くし、

「仔し細さいは分からぬが、烈火の頼たのみとあらば断るわけにもいかんな」

　と、俺の求めに応じてくれた。

　俺たちは旧体育館の方へと移動する。

　旧体育館は旧校舎の隣にある建物で、普ふ段だんは剣道部と柔道部が使用しているが、建物が古いので文化祭では使われていない。

　ここなら邪じや魔まは入らないし、誰かに見み咎とがめられることもない。

「それで、何の勝負するの？」

「剣道だ」

「ふーん、竹刀しないはここにあるのを使っていいの？」

　冬子は特に気にもせず、竹刀かごの中から竹刀を漁あさっている。

　……彼女がちりかが侍であることを知らない。

　俺のことはいくらか調べていたようだが、ポピーやラシュエルのことも知らなかったのだ。ちりかの出しゆつ自じを知っているとは思えない。

「ちりか。勝てそうか？」

「要はあやつに力を使わせる間もなく勝てばいいのだろう？　造ぞう作さもない」

　ちりかはさらりと言ってのけて、自分の分の竹刀を手に取る。

「じゃあ、あとは防具を」

「えー、いらないよー。臭いし」

「いや、でもケガなんかしたら」

「それくらいワタシが治してあげるよ。あっ、そっちの人はつけてもいいよ」

「……拙せつ者しやも不要だ」

　うーん、ま、まぁ竹刀なら大丈夫か？

　ふたりは二メートルほど離はなれた位置で対たい峙じする。

「開始の合図は」

「じゃあ波乱烈火がやってよ」

　冬子は俺に話を振る。

「分かった。ニャニャンは下がっててくれ」

「はい。分かりました」

　ニャニャンは心配そうにちりかを見つめたあと、壁かべ際ぎわまで後退する。

　それを見届けてから、右手を持ち上げた。

「はじめっ！」

　手を振り下ろし、開始を宣言する。

「―――ッ」

　刹せつ那な、ちりかは踏み込む。

　俺の前には影しか映らなかった。

　極限まで研ぎ澄まされた侍の一足。

　気がついた時には、彼女は冬子の懐ふところに潜もぐり込こんでいた。

「あ」

　冬子は俺よりさらに一いつ瞬しゆん遅おくれてちりかに気づく。

　ふた言目を口にする余よ裕ゆうももはやない。

　ちりかは相手の胴を狙って竹刀を振り抜き。

「ッ!?」

　からぶった。

　ブンッと空気を切る音にちりかも、見ていた俺も驚愕する。

　冬子の立っている場所は変わらない。

「せやっ」

　竹刀を振って無防備なちりかに冬子が打ち込む。

　ちりかはそれをギリギリで回避し、冬子から距きよ離りを取った。

「なぜ当たらない……？」

「ごめんね。ワタシに対する悪意敵意ははじくように、いつも願掛けしてるんだ」

　願掛け、というのは要するにそういう言こと霊だまを、あらかじめ自分にかけているということだろう。

　ちりかは試合前の挑ちよう発はつで、少しだけ冬子に敵意を持ってしまった。

　あれは作戦だったのか……！

「でも、ワタシじゃあなたに竹刀を当てられそうにないね」

　だから、と冬子は続ける。

「ちょっと負けてくれないかな」

「―――!?」

　その言霊を聞いた瞬しゆん間かん、ちりかの動きが止まった。

　竹刀を捨て、軽く会釈をするように頭を冬子に向かって差し出す。

「なんっ、だ、これは」

「はい。しゅーりょー」

　ぽこっ、と竹刀でちりかの頭を叩く冬子。

　面有り。冬子の勝ちだった。

「……負けてくれって、そんな言霊もありなのかよ」

　ひと口でかき氷を食べ終わるとか、暗黒物質ダークマターの影響を相手に移すとか、そんなあと出しの対処法どころではない。

　悪意敵意をはじく事前対策。

　具体性に欠けていても結果を伴わせる強制力。

　本当に負けるつもりがあるのかってくらい、反則技のオンパレードだ。

「じゃ、次だね」

　そう笑え顔がおで告げる冬子に、俺は冷や汗を流さずにはいられなかった。
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　か、勝てねぇ……。

「君のゼロ勝五十八敗。勝てないねぇ」

　グラウンドの隅すみっこで大の字になっている俺を見下ろして、冬子がため息をつく。

　時計はすでに四時を回った。

　あと二時間もすれば文化祭も終わりに近づく。

　それまでに冬子を負かさなきゃならないってのに、全然勝ち目が見えてこない。

　あのあと皐さ月つきにイリスにロザリンド、遊びに来た響たちやシャーリーたちにも助力を頼んだが、誰も彼女に勝てなかった。

　言霊があまりにも万能すぎる。

　こと勝負事においてはほぼ無敵だ。

　どんな勝負でも「負けて」のひと言でこちらが自爆してしまうのだから、そりゃもう無敵としか呼びようがない。

「……言霊使わないでくれってルール設けてもいいか？」

「それじゃあ君のところまで来た甲か斐いがない」

「ダメか」

「まだ時間はあるって。がんばれがんばれ」

　人に土をつけまくってる張本人が気軽に応援してくれる。

　かと思えば、

「……君がもうギブアップだって言うなら、世界とか滅ぼしちゃおっかなー」

　不意に、そんな本気とも冗じよう談だんともつかない脅し文句までかけてくる。

　まぁ、たぶんやろうと思えばそれくらい彼女にも実行可能なんだろうが……。

「なぁ」

「何？」

「やっぱりさ、よく分かんないんだけど、どうしてそんなに負けたいんだ？」

「うーん、何でもかんでも思い通りになるのがむなしいからかな」

「それ、冬子のセリフじゃないだろ」

「―――」

　冬子は目を丸くし、軽薄な口を一瞬噤つぐむ。

「どうしてそう思うの？」

「勘」

　ひと言で返す。

「……まぁ、あえて理由をつけるなら、生きるのをむなしいとか、そんな風に思ってる奴にしちゃフツーに楽しそうに笑うからさ」

　今日一日つき合って思ったことは、言霊という能力を持っている以外、冬子は普ふ通つうの女の子と変わらないということだった。多少大人びている感じはあるが。

「ふーん」

　冬子は平坦に演技っぽく鼻を鳴らして、次いで苦く笑しようする。

「君にはワタシが普通に見えるんだ？」

「そうだな」

「こんな力を持ってるのに？」

「世界を滅ぼせる力を持った奴くらい、たくさん知ってる」

　俺の答えに、冬子はもう一度笑った。

「……少し、話をしてもいいかな？」

「いくらでも聞いてやるよ」

　俺は請け合い、体を起こす。

「言霊ってさ、言葉自体が曖あい昧まいでも結構ワタシにとって都合よく発動する能力なんだよね」

「だな」

　教室から俺以外消えろと彼女が言えば、彼女自身が認にん識しきしていないポピーやアールまで教室から消えた。

　暗黒物質ダークマターの影響を俺に肩代わりさせた時も、彼女は暗黒物質ダークマターが具体的にどういった影響を及ぼすのかは知らなかった。

　ちりかに負けてくれと頼んだ時も、負ける方法は特に何も指定しなかった。

　細部が曖昧でもなお最善の結果を招き寄せる――究極と呼んでもいい能力だ。

　しかし、冬子は悲しそうに続ける。

「でも言霊にもひとつだけ不可能なことがある……それは、物事を〝なかったこと〟にできないこと」

「……！」

　確かに言霊は現実を変える能力。

　変えるというのは、有から有への変換であって、無から有への創造ではない。

「たとえばさ」

　冬子は語る。

「ついうっかり、あるいは衝動的に、もしくは感情的に、自分にとって不都合だけど大切なものを消してしまったとして、あとで後悔する。で、もう一回作り直す。でもその時、作り直されたものは〝ワタシにとって都合のいいもの〟に変わる、変わっちゃうんだ」

　不都合だけど大切なもの……そんなものいくらでもある。

　たとえば、友達とか。

　友達は、友達だからって、全部俺の思い通りになってくれるとは限らない。

　喧けん嘩かもするし、意見が食い違うこともある。

　けど、大切で、かけがえのないものだ。

　友達だからこそ、俺を心配して、俺の意に反することを言ったりやったりするかもしれない。

　もしそれに、イラッときて、カッとなって……消してしまって。

　慌あわててそれを自分の都合のいいように作り直してしまったら。

　友達のはずなのに、自分にとって都合のいいことしか言ったりやったりしてくれなくなったら。

　それはもう……。

「冬子……」

　いったい、過去に何をやっちまったんだ？

　訊こうとして、慌てて自分のノドを押さえた。

　今、俺はどんだけ残酷な質問をしようとしたんだ……。

　自分の軽率さに背筋が震える。

「だからね、ワタシは絶対に人のために何かをしない。ワタシはね、矮わい小しようで弱くて軽率で簡単に力を頼たよる、愚かで普通の人間だから。ワタシは助けようと思えばどんな難題でも解決できる。だからこそ、どんな些さ細さいなことでも他人を助けない。助け始めたらキリがないから」

「……キリがないってのは、よく分かんないな」

「たとえばさ、さっき募金してたシスターさんとメイドさんがいたじゃない？　あれとか、百円の寄付でアフリカの子供が何十人か助けられるでしょ？」

「ああ」

　そんなＣＭやポスターなら見たことがある。

「でも、ワタシなら募金なんてしなくても、一いつ瞬しゆんで何万人の子供でも飢えや病気から救える。けどさ、それって本当にやっていいことだと思う？」

「それは……」

　いいんじゃないか、と答えそうになるが、その前に冬子は口を開く。

「たとえばワタシがアフリカでそれをやったとして、でも飢えてる子供はアフリカだけじゃないよね？　アメリカにも中国にも日本にもロシアにもいる。世界中にいる。じゃあ世界中で同じことをする？」

　冬子は続ける。

「でもそしたら今度は働いてお金を払って食べ物を買ってる人が不満に思わない？　ワタシの能力はタダだからね。じゃあ、次は世界中の全員に食べ物をあげる？　そうしたら、農業とか牧畜とか、食べ物を作る仕事をしている人はどうしようか？　ワタシの能力は都合がいいから、一流シェフと同じ料理を出したいと思えば、出せる。何だって出せる」

「……」

　段々、冬子の言いたいことが分かってきた。

「ワタシの能力は現実を変えすぎるんだ。しかもそれはワタシにとって都合のいいものに。ワタシには世界をワタシ色に染めることもできてしまう」

「……力を使うのが怖こわいのか？」

「力がっていうか自分が怖い」

　冬子は乾かわいた笑いをこぼす。

「免罪符って言うでしょ？　他人のためだからとか、正義のためだからとか、かわいそうだからとか、ほっとけないからだとか……そう思っちゃったら、ワタシはこの力を存分に使いすぎちゃう。これ以上はダメとか、ここまでなら大丈夫とか、超えちゃいけないラインをワタシは決められない。そして超えたら最後、あとは雪崩なだれ式だ」

「……それは、分かる」

　冬子の気持ちは俺にも理解できた。

「烈火さんも『ヒロイン』さんのためなら、どんなことだってしちゃいますからね」

　アールも呆れ気味にため息をついた。

「だから、ワタシはワタシのためだけに力を使うんだ。所しよ詮せんは人ひとり分の望みなんて、世界にはたいした影響は与えないはずだからね」

　冬子が心の内に抱えていたものは、何となく理解できた。

　だが。

「……で？　それとワタシを負かしてくれってのは、どうつながるんだ？」

「言ったろ？　はずだからって」

　冬子は俺の目を見つめる。

「ワタシね。試しに自分で自分の能力を封じてみたことがあるんだ」

「……どうなったんだ？」

「うん。溺れそうな犬を助けようとしたらあっさり解けた。矛盾する言霊すら、その時のワタシにとって都合よく上書きできるみたい」

「……」

「何度も言うけど、ワタシは弱い。いつ自制をなくして、この世界を大きく致ち命めい的てきなまでに変えてしまうか分からない。だから、欲ほしかったんだ、枷かせが。ワタシを止めてくれる、こんなワタシを止められる人が、この世界にいるって知りたかったんだ」

「そうか、それで」

　ワタシを負かしてくれ、なんて言ったのか。

　本当に負けるつもりがあるのかってくらい言霊を使いまくっていたのも、それぐらい容赦なくやられても彼女を負かすことができる、そんな奴を探していたからなのだ。

　それが成し遂げられる奴の候補のひとりとして、今日俺は散々試されたというわけか。

　しかしまぁ、今のところ彼女の希望には応えられていない。

　というか、本当にいるのだろうか？　彼女を止められる人間なんて……俺の仲間や、あるいはかつて敵対した最強の魔ま法ほう使つかいですら、言霊の前では無力なのではないか？

　はたして本当にこの世界に……

「……ん？　この世界に？」

　ふっ、と気づいて、ばっ、と立ち上がった。

　そしてそのまま冬子の手を掴つかみ、彼女を引っ張って走り出す。

「ど、ど、どうしたの？」

　唐とう突とつな俺おれの行動に、珍めずらしく戸と惑まどい気味に冬子が尋たずねてくる。

「ひとつ思いついたことがある」

　俺は昇降口から校舎に入りながら、冬子を振り返った。

「お前に世界の広さって奴を教えてやるよ」




　　　　　▽




　それから俺が冬子を連れていったのは、文化祭実行委員会の本部が置かれた生徒会室だった。

　実行委員の手伝いをしていたこともあって、案外すんなり入れてもらえることができた。

「はい、お茶」

　桃音会長が戻もどってくるまでの間待たせてもらっていると、副会長がお茶を淹いれてきてくれる。

「あ、ども」

「今度はいったい何の女性トラブル？」

　副会長はチラリと冬子を見つつ、ジト目で囁ささやいてくる。

「あーえー、トラブルっちゃトラブルですけど、たぶん、副会長が想像してるようなトラブルじゃないです、はい」

　この人のことちょっと苦手なので、つい答え方もしどろもどろになってしまう。

「ふーん……」

　副会長はあんまり信じてない顔で頷いて、自分の席に戻る。

　俺は小さくため息をついた。

「烈火くん」

　その時、横合いから声をかけられる。

　ヨルンだ。

「よっ、ヨルン。こっちの生活は慣れたか？」

「ぼちぼち。桃音ちゃんもよくしてくれてるしね」

　例の騒そう動どう以来、ヨルンは桃音会長の実家に居候している。

　彼女は元々こちらの世界の住人だったようなので、忘れていた現実の生活に慣れつつ、出身地などを探している最中だ。

　元の身元を示すものがほとんどないため、気の遠くなるような話だが、本人は意外と楽観的だったりする。

「ずっと生徒会室にいるみたいだけど、文化祭は回らないのか？」

「まぁ、知り合いがいるところの方が落ち着くしね。それに烈火くんのクラスの出し物ならさっき覗のぞいてきたよ」

「あっ、そうなのか？」

「せっかく会いにいったのに烈火くんいないんだもの。けどこうして会いにきてくれたから、チャラってことでいいわよ」

　ヨルンは上機嫌に笑う。

「ホント、波乱烈火の行くところには必ず女の子がいるねぇ」

「誤解を生むからその言い方はやめてくれ」

　俺は冷や汗をかきながら冬子に懇願する。副会長がじろっと睨にらんでくるから……

「それで？　いい加減、ワタシをここに連れてきた理由を教えて欲しいな。さっきあの眼帯の女の子に何か頼んでたみたいだけど？」

　冬子は俺の様子に構わず尋ねてくる。

「ああ、たぶんもうすぐあれを持ってきてくれると思うけど……」

　なんて話をしていたら、ちょうど桃音会長が生徒会室に帰ってきた。

「ほら、問題児。わざわざ持ってきてやったぞ」

「ありがとうございます。桃音会長」

　俺は桃音会長の差し出したビニール袋を受け取り、中身を確かく認にんして礼を言う。

「しかし、そんなものいったい何に使うんだ？」

　怪け訝げんな顔で桃音会長は首を傾げる。

「まぁ、ちょっと勝負を……あっ、そうだ。これやるんで、そこのパソコン借りていいですか？」

「ん？」

　俺が指差した生徒会室のパソコンを振り返り、桃音会長は少し考えてから頷く。

「……まぁ、分かった。お前のことだから事情があるんだろう」

　桃音会長はそう言うと、さりげなく副会長を呼んで生徒会室から連れ出してくれた。

　おかげで部屋の中にいるのは俺とアールとヨルンと冬子だけ。

　この面子めんつならこれをやるのにも支障はない。

　俺は冬子と一いつ緒しよにパソコンの前に移動する。

「よし、それじゃあ冬子。いざ勝負だ」

「いいけど、何で勝負するの？」

「ＰＣゲームだ」

「ゲーム？」

「ああ。一対一の尋じん常じような勝負だ。ゲームで決着をつける」

「いいけど……いいの？　ゲームなんてルールが明確で勝敗も明らかな勝負じゃ、ワタシは絶対に勝つよ？」

「それは……やってみなきゃ分からないさ」

「ふーん、まぁいいけど」

「じゃあ、始めるぞ」

　と言って、俺はそのゲームのスタートを押した。

　瞬間、俺と冬子は画面に――軽文部のパソコン画面に吸い込まれる。

　気がつけば俺たちは宿屋の中にいた。前回このゲームで最後にセーブをした宿屋だ。

「……ここは？」

「ゲームの世界だよ。これ、呪のろわれたゲームなんだ」

　俺はぽかんとしている冬子に教える。

　だけどすぐに彼女は現状を受け入れて、

「ＲＰＧでどうやって勝負するのかと思ってたけど……こういうこと？」

　と苦笑いしながら問うてきた。

「ああ。このゲームじゃお互たがいに攻こう撃げきが当たる。それを利用して勝負しよう」

「ルールは？」

「一対一。装備は同じ初期装備でどうだ？」

「了りよう承しよう」

　今までの勝負と同じく、あっさりと冬子は頷いた。

　そうして彼女の分の装備品を買い、村から少し離れた街かい道どうに移動する。

「それにしても天使とか妖よう精せいの知り合いだけじゃなく、こんなものまで持ってるなんてね。正直今日は驚おどろいてばっかりだよ」

「だろ？　この世には冬子の知らないことでいっぱいなんだ」

「みたいだね。でも……それでもワタシの思い通りにならないものはない」

「そうか。じゃ、行くぞ！」

　俺の声が合図となった。

　地を蹴けり、俺はロングソードを振りかぶる。

　侍のちりかとは比べるのも恥はずかしいくらい素人の動き。

　それでも何かを期待したのか、冬子は黙だまって俺が近づくのを待っていたが……ため息。

「よく分からないけど、そんなの無駄だよ。ワタシには当たらな……」

　ドンッ！

　冬子の言葉は最後まで続かなかった。

　俺のロングソードが、彼女の肩口にミシッと当たったからだ。

「えっ!?　な、え、痛ッ……!?」

　冬子は混乱した表情で、慌てて俺から離れた。

　他人からの敵意悪意をはじく言霊を自分にかけている彼女に、俺の攻撃は届きすらしないはず、なのになぜ？　という顔だ。

「何でっていうなら、答えは簡単だぞ」

「え？」

「ここはさ、ゲームの世界なんだ。ゲームのルールが全すべてを支配してる。つまり、ステータスに表示できないものは一切反映されない」

「……！」

　それだけの説明で、冬子は全て理解できたようだ。あるいはたった今受けた一いち撃げきの痛みに、ハッキリと事実を突つきつけられたのかもしれない。

「……ははっ」

　冬子は、けど笑った。

　楽しそうに。

「でも、まだ条件は五分じゃないかなっ！　こういうゲームなら、ステータスに男女差もないんだろ？　だったらまだワタシが勝つ可能性も残ってるよっ！」

　そう言って、冬子はロングソードを振り上げて、先さき程ほどの俺と同じように突とつ進しんしてきた。

　俺はそれを同じく剣で受け止め、そのままはじき返す。

「えっ？」

「悪いけど、俺と冬子は五分五分じゃないんだなー」

　俺はあえて笑ってやる。

　不敵に、むしろ悪そうに。

「ステータスが全てって言っただろ？　俺はこのゲーム、前に少しだけプレイしてて、今レベル２なんだ。んで、当然だけどはじめたばかりの冬子はレベル１な」

　特にこのゲームはレベル差が絶対と言われるほど、致命的にレベル間の差が激しい。自分よりレベルの高い相手に勝つには、もう多対一に持ち込むしかないほどだ。

「……何それ」

　冬子は苦笑を漏もらす。

「まっ、そういうわけだ。降参するなら、降参してくれ」

「冗談」

　冬子は笑う。苦笑しながら、やっぱり笑う。

「やっと負けられるんだ。ちゃんと負けさせて」

「了りよう解かい」

　これは彼女の待ち望んだ敗北なのだろう。

　だったら叶かなえてやる。

　俺たちは互いにロングソードを振りかぶり、振り下ろした。
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エピローグ







　ついに陽ひも暮れ、大方の出し物も店じまいとなった。

　そして、文化祭三日目の締めに行われるのは待ちに待った後夜祭――という名の、トップアイドル「ＭＩＯみお」による特別コンサートだった。

『三橋高校と十文字高校の生徒のみなさーん！　それから両方の文化祭に来てくださった来賓のみなさーん！　三日間お疲れ様でしたー！　ささやかですけど特別に、私のスペシャルライブを聴いて、文化祭最後の想い出を作っていってくださーい！』

　マイクを持った「ＭＩＯ」の声がグラウンド中に届き、集まった両校の生徒、父兄、ファンたちが一斉に叫さけぶ。

　中には彼かの女じよのライブがあると知らずに、この後夜祭にまで足を運んだゲストもいるだろう。思わぬサプライズに興奮している人たちも少なくない。

「しかしまぁ、さすがは澪みおだなぁ」

　流れる曲と彼女の歌声は、多くの人たちを魅了している。

　もちろん、ライブに夢中な者もいれば、彼女の歌をＢＧＭに文化祭の終わりの余韻を楽しんでいる者もいる。

　俺は……どちらだろうか？

　心地よい虚脱感はあるが、それはまたひとり、自分が背せ負おった重荷に苦しむ少女を助けられた喜びによるものかもしれない。

「彼女、いい歌を唄うね」

　隣となりでステージを見上げながら、冬子が呟つぶやく。

　彼女はゲームの世界で俺に負けて、宿屋で回復してから現実世界に戻ってきた。

　それからずっとスッキリとした顔をしている。

「しかし、呪われたゲームだっけ？　あんなの反則だと思うんだけど」

「言霊の方が反則じみてるだろ」

　軽口に軽口で返す。

　冬子は笑い、

「そうだね」

　と頷うなずいた。

「……確かに世界は広かったよ、想像してたのとは違った広さだったけど」

「安心しろ。ゲーム以外にも、異世界だっていくつもあるし宇宙も広い。『世界』全体からみれば、冬子の能力だってちっぽけなものさ」

「君が言うと説得力あるなー」

　冬子は笑いながら答える。

「うん。君のおかげで大だい丈じよう夫ぶそうだ。ワタシも少し安心して生きられる。もしワタシが暴走しても、君がきっと止めてくれる、よね？」

「冬子はそんなことしないさ」

　彼女は自分で言う通り弱い人間かもしれない。

　でも。

「冬子はやさしいから」

「へっ……？」

　突とつ然ぜんの褒め言葉に呆あつ気けに取られたのか、冬子はちょっと間抜けな声を上げた。

　それが恥ずかしかったのか、彼女はそっぽを向く。

「君がどうしてあんなに女の子と一緒にいるのか分かった気がするよ」

　冬子はそう言って前髪をイジッた。

　……恥ずかしがるのは分かるが、耳まで赤くするほどじゃなかったと思うけど。

「烈れつ火かーっ！」

　そんな話を冬子としていると、皐さ月つきと、その後ろからみんながこちらへやってきた。

　いろいろとあった高一の文化祭だったけれど、まぁなんやかんやで楽しかった。

　来年は手伝いじゃなく本当に実行委員会に入って、桃もも音ね会長の企き画かくに負けないくらい楽しい文化祭にしてみたいな……なんて少し大おお袈げ裟さなことを思いながら、後夜祭の夜は更けていった。

―了―







あとがき







　キャラクター紹介ページがえらいことになっている超多角修羅場ラブコメディ第十三巻です。十二巻から続なめこの方はお久しぶりです。十三冊同時にお買い上げいただいた方は初なめこでございます。




　今回は短編集でしたが、ほんのりと全体がつながっている連作短編っぽくなっております。

　ゲームの世界に入る話は前巻の伝説の土地巡りツアーと同じくらい、前々からやりたかったネタなのでやれてよかったです。

　ゲームといえば最近知り合いの作家さんと集まって、ＴＲＰＧをやり始めました。今までアナログゲームといえば、トランプくらいしかやったことがなかったので、とてもおもしろかったです。

　リトル黙示録の登場キャラクター全員でＴＲＰＧとかやったらおもしろそうですね。プレイヤーが多すぎて管理が大変そうですが（笑）

　あとＴＲＰＧを始めてから知ったのですが、世の中にはアナログゲームがたくさんあるのですね。そちら方面に詳しい作家さんにいろいろ教えていただき楽しませてもらっています。




　続けて謝辞を。

　和狸ナオ様。ついに三十人を超えるヒロイン数となりましたが、いつも魅力あるヒロインをデザインしていただきありがとうございます。冬子の虹色髪とかミステリアスな雰囲気が出てて素晴らしかったです。カラーのゲーム風イラストも個人的にとてもお気に入りでした。いつもありがとうございます。

　担当の木下様。今回もプロットや原稿のチェックなどお世話になりました。そして、ＨＪ文庫編集部並びに営業部の皆様、書店で本を並べてくださる書店員様方、この本を手にとってくださった読者の皆様、リトル黙示録シリーズに関わってくださる方々へ最大級の感謝を！　どうかこれからもよろしくお願いいたします。




　次は『俺と彼女が下僕で奴隷で主従契約』（富士見ファンタジア文庫）の第５巻をお届けする予定です。そのほかにも今年はいろいろと動き出す（予定）ですので、そちらも楽しみにしていただければ幸いです。




　それではまたいずれどこかで。
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